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跡,第4号土坑,遺構外出土遺物

P L44  第4・ 28。 33・ 38,44・ 48。 49手許T■帰肇

跡,第4号土坑,遺構外出土遺物



第 7章 思川遺跡

第 1節 遺跡の概要

思川遺跡は,江戸崎町の市街地の北東2.5kmに位置する標高28.8m程 の舌状台地の先端部に所

在 している。遺跡の所在する台地は,南東側の「楯の台」と呼ばれる台地との間に形成 された幅

100m前 後の谷 (沖積低地)に 向かって南東方向に張 り出しており,その先端部は,中央部付近が

弧状に開析され,南東方向に傾斜 している。また,台地の北東側及び南西側は,谷から派生する

支谷によって樹枝状に開析されており,北西側を除く台地の縁辺部は急崖をなしている。台地と

南東側の谷(沖積低地)と の比高は約20mを測る。調査区の現況は山林であり,調査は,東西に細

長 く延びる南北36m,東西100m程 の道路幅について実施 した。調査対象面積は2,856.60m2で ぁる。

当遺跡は,一般県道新川江戸崎線の道路改良工事に伴う事前の確認調査によって,新たに確認

された遺跡であり,調査の結果,台地(調査区)中央部の傾斜地を囲むように,調査区内の全域か

ら,弥生時代後期,古墳時代後期,平安時代の遺構が多数検出されている。また,こ れらの遺構

に伴い,須恵器の大甕(完形)や横瓶 (破片),灰釉陶器(猿投の平瓶・把手付瓶・短頸壼の蓋等 ),

緑釉陶器の輪花皿,墨書土器(須恵器・土師器),鏡 (平安時代,破片)等 を始めとする貴重な遺物

が多数出土 しており注目される。当遺跡から検出された主な遺構や遺物は,以下の通 りである。

〔遺 構〕 竪穴住居跡 53軒 (弥生時代後期3軒,古墳時代後期14軒,平安時代36軒 )

土    坑 11基 (縄文時代早期の炉穴2基,古墳時代後期1基,平安時代5基,時

溝

期不明3基 )

6条 (平安時代以降)

縄文式上器(深鉢片),弥生式土器(奏片),土師器(甕・甑 。鉢 。坑・

郭・高台付杯・高台付皿・皿等),須恵器(甕 。長顕壼・横瓶・甑・

杯・高台付杯・盤・蓋等),灰釉陶器 (平瓶・把手付瓶・蓋等),手

捏土器,土師質土器(皿 ),陶器(橋鉢)等

支脚,紡錘車,土錘(管状土錘・球状土錘)等

臼玉,双孔円板,紡錘車,敲石,磨石,砥石

鉄鏃,刀子,鎌,釘,不明鉄製品

鏡 (瑞花双鳳鏡の破片 )

〔遺 物〕 土

土  製

石  製

鉄  製

鋼  製

口
印
　
　
口
田
　
　
口
ｍ
　
　
口
叩
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第 2節 遺構 と遺物

1 竪穴住居跡

前述のように,当遺跡からは弥生時代後期,古墳時代後期,奈良時代末から平安時代にかけて

の竪穴住居跡が53軒検出されている。これらの竪穴住居跡は,調査区内(傾斜地を除く)の全域に

分布 しているが,単独で検出されたものは僅かに全体の約17%に 過ぎず,その大半が時代の異な

る遺構やほぼ同時代の遺構と重複するなど,複雑な様相を呈 している。検出された53軒 の竪穴住

居跡の中には,第 18,26。 34号住居跡のように,亀の造 り替えの痕弥が認められる住居跡や,第

4号住居跡のように,小形(2.64× 2.34m)で はぁるが,須恵器の大甕(完形)や平瓶・把手付瓶 ,

墨書土器等の特徴的な遺物が豊富に出土 した住居跡 も含まれている。また,注目すべき遺物 とし

ては,第 12号住居跡から出上 した緑釉の輪花皿 (猿投),第 17号住居跡から出土 した鏡 (瑞花双鳳

鏡の破片と思われる)が上げられる。以下,当遺跡から検出された竪穴住居跡について,遺構毎

にその特徴や主な出土遺物について記載することにする。

第 1号住居跡 (第 1図 )

位置 調査区の北東端A3e6区 を中心に位置する。

規模と平面形 北西側の三分の一程が調査区外に存在するが,短軸方向に主軸を持つ5。 40× 5.00

m程の方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-64°―W。

壁 壁高28～ 50cmを 測 り,外傾 して立ち上がる。壁は全体に締まっている。

壁溝 壁下を全周するものと思われ,上幅12～ 20cm,深 さ5～ 7cmを 測る。

床 全体に平坦で良く踏み固められており,特に南東壁中央部付近の床が堅緻である。

鼈 北西壁の中央部付近に付設されてお り,壁を外側に20cm程掘 り込み,ロ ームと砂で構築 さ

れている。天丼部は既に崩落しており,両袖部 も不明瞭である。火床は床面を僅かに掘 り込む程

度で,あ まり熱を受けていない。

ビット 3か所。Pl(46× 40× 33cm)。 P2(径38cm,深さ26cm)が主柱穴であり,床面の中央部付近

に位置するP3(径45cm,深 さ50cm)の性格については不明である。

覆上 自然堆積。

遺物 遺物は住居跡の中央部付近に集中し,覆土から土師器の甕(1)や 小形甕(3〉 須恵器の鉢(2)や

杯 (4・ 5)。 高台付郭(6妊 球状土錘(7洸 支脚の破片等が出土している。

所見 本跡の三分の一程が調査区外に存在するため,全容については不明であるが,出土遺物か

ら平安時代(9世紀中葉頃)の住居跡と考えられる。
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博 ⑫
齢 沐

1里

D 2■8m

≪ S ll 土婚解,3と >
1 暗掲色 ローム粒子中量,ロ ーム小・中ブロック少量。

2 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小・中ブロック少量。

3 暗褐色 コーム粒子多量,日 ―ム小・中ブロック中量 ,

焼土ブロック少量。

4 褐色 ローム粒子 。ロームブロック多量。

往土壻解説 >
焼土粒子少量。

焼土粒子微量。

焼土小ブロック少量。

焼土粒子少量。

げ
一

m

Ｆ
一

Ｂ
一

生 28,Om

第 1図 第 1号住居跡実測図

出土遺物観察表 (第 2図 )

Ｓ‐‐
髄
髄
絶
髄

遺物番号 器  種 法 量化�) 器 形 及 び 整 形 の 時 徴 胎土・色調・焼成 備   考

l

霙

土 R雨 器

A [24.80]

B (11 80)

口辺部は大きく外反して立ち上がり,日 縁部で直立

する。日辺部内外面横ナデ調整。二次焼成。

砂粒 。長石・雲

母

浅責橙色

普通

P2

10%

覆土中増

2

鉢

須 恵 器

B (10.40)

C  l1 70

平底で,胴部は内彎気味に外上方に立ち上がる。胴

部外面平行叩き目調整後,下位をヘラ削り調整。内

面ナデ調整。

砂粒・長石・雲

母

黄灰色

普通

P6

20%

夜土中・下層

3

奏

器

形

師

小

土

A [13.20]

B  16.40

C  [660]

平底で,体部は内瞥しながら上方に立ち上がる。国

辺部は外傾して立ち上がり,上位で外反する。胴部

外面横位または縦位のヘラナデ調整。日辺部内外面

横ナデ調整。

砂粒・長石

にぶい赤褐色

普通

Pl

50%

稜土中・上層
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6

S=老

0              10Cm

第 2図 第 1号住居跡出土遺物実測・拓影図

郭

須 恵 器

A 13.30
B  4.20

C  5,90

平底で,体部は外傾して立ち上がり,国 縁部は僅か

に外反する。水挽き成形。底部回転ヘラ切 り後一定

方向の手持ちヘラ削り。体部下端手持ちヘラ削 り調

整。

砂粒・長石・雲

母

灰白色

普通

P3

90%

覆土上層

5

必

須 恵 器

A[12403
B   3 90

C 660

平底で,体部は直線的に外傾 して開き,口 縁端部に

丸味を持つ。水挽き成形。底部はヘラ切 り後ヘラ削

り。体部下端は手持ちヘラ削 り調整。

砂粒 。長石

灰色

普通

P4

40%

覆土上層

6

高 台 付 郭

須 恵 器

B (250)
D 10.00
E l.20

平底で,底部には「ハ」の字状にふんばる短い貼 り

付け高台が付 く。水挽き成形。底部外面回転ヘラ切

り後ヘラ削り調整。

砂粒

明責褐色

普通

P5

20%

覆上上層

-304-



遺物

番号
器 種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

呪存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

7 球 状 上 錘 25 23 覆 土 上 層 DPl 上下ヘ ラ調整

第 2号住居跡 (第 3・ 4図 )

位置 調査区の北東側A3g5区 を中心に位置する。

重複関係 北西側で第7号住居跡を掘 り込み,南東コーナー付近は第6号住居跡によって掘 り込ま

れている。

規模と平面形 5,40× 5,04mの方形を呈する。

主軸方向 N-27°―E。

壁 壁高34～ 50cmを 測 り,外傾 して立ち上がる。

壁溝 北コーナー付近及び南東壁下に部分的に検出されている。上幅15～ 20cm,深 さ5～ 14cmを

測る。

床 全体に平坦で堅緻である。床面からは,壁際を中心として多量の焼土や炭化材が検出されて

いる。

電 北東壁中央部に付設されており,

北東壁を外側に37cm程掘 り込み,裾部

をロームと粘土で構築 している。天丼

部は既に崩落し遺存 しない。火床は床

面を掘 り込んでおらず,焚日からなだ

らかに立ち上がり煙道部に至っている。

ビット 4か所。Pl～ P4(径約30cn,深

さ25～ 50cm)が主柱穴であ り,4か所

の主柱穴は,柱問2.5mの等間隔に配

置されている(北西壁下の床面から検

出された 2か所のビットは第7号住居

跡に伴うものである)。

貯蔵穴 竃の南東狽1に 当たる北西コー

ナーに付設されている。102× 88cmの

隅九長方形状を呈 し,逆台形状 (断面

形)に 50cm程掘 り込まれている。底面

は平坦で硬い。 第 3図 第 2号住居跡遺物出上位置図
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と____.____fm

け成ク(1(4 MI)と >
ローム小ブロック・焼土粒子多量,炭化物中量。

ローム粒子中量。

ローム粒子多量,炭化物中量。

炭化粒子多量,ロ ーム粒子・焼土小ブロック中量。

Ｅ
一

28.3m

3

4

5

6

フ

i0

11

12

13

14

15

16

|■

,     I     Im

Ｅ
一

<ヽ 12 11'Ⅲ 解I)と >
1 掲色 ローム粒子・ローム小ブロック多量。

2 極暗褐色 ローム粒子多量,日 ―ムブロック・焼土ブロック

。炭化物中量。

褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化物少量。

掲色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子少量。

褐色 ローム粒子多量,ロームブロック・炭化物少量。

褐色 ローム粒子多量,ローム小ブロック中量。

褐色 ローム粒子多量,ローム小ブロック中量,焼土粒子・

炭化粒子少量。

黒掲色 ローム粒子・ロームブロック・焼上粒子・炭化粒子

中量。

ヽ12 花「 肘ll l記 >
にぶい褐色 焼土粒子・粘土粒子多量,焼上小ブロック中量。

掲色 焼土粒子・粘土粒子多量。

暗赤褐色 焼土粒子・焼土小ブロック多量。

掲色 焼土粒子・粘土粒子中量。

暗掲色 焼上粒子・粘上粒子中量。

掲色 焼上粒子少量。

にぶい掲色 粘土粒子多重。

掲色 焼土粒子・粘土粒子中量。

掲色 焼土粒子・粘土粒子中量。

掲色 ローム粒子・炭化物中量。

掲色 粘土粒子多量。

掲色 焼止粒子多員,粘土粒子中量。

黄掲色 粘土粒子多量。

褐色 ローム粒子微量。

掲色 ローム粒子・粘土社子少量。

掲色 ローム小フロック少量。

ピ
一

２

色

色

色

色

Ｉ

褐

褐

掲

掲

＜

１

２

３

４

第 4図 第 2号住居跡実測図
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第 5図 第 2号住居跡出土遺物実測図



覆上 自然堆積。

遺物 住居隊内の全域に散在 し,土師器の小形奏(8～ 10)・ 郭(11～ 14),須 恵器片等の他に,支

脚(15)や球状土錘(16～ 21),土 製紡錘車の破片等が出土している。

所見 焼失家屋。出土遺物から,古墳時代後期(6世紀中～後葉頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第 5図 )

遺物番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

小 形 甕

土 師 器

A[1480]
B  15 50

C 650

平底で,胴部は内管しながら上方に立ち上がり,中

位よりもやや下に最大径を有する。日辺部は器厚を

減じながら外反して立ち上がる。胴部外面ヘラナデ

調整。日辺部内外面横ナデ調整。内面は主J離が著し

い。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

P7
60%

覆上下唇

小 形 甕

土 師 器

A 1360
B  13 40

C 6.60

丸底気味の平底で,I同 部は内彎気味に上方に立ち上

がり,中 位に最大径を持つ。□辺部は直立し,端部

に九味を持つ。胴部外面はヘラナデ調整と思われる

が,摩滅している。日辺部内外面は横ナデ調整。

砂粒

暗赤掲色

普通

P8
75%

床面 (一括 )

小 形 甕

土 師 器

A[1320]
B  14 00

C   7 00

平底で,胴部は内彎しながら上方に立ち上がり,中

位に最大径を持つ。日辺部は直立した後外傾 して立

ち上がる。口辺部と胴部との境に弱い稜を有する。

胴下半部外面ヘラ削り。胴部と底部との接合部ヘラ

ナデ後ヘラ削り調整。口辺部内外面横ナデ調整。

砂粒・スコリア

灰褐色

普通

P9
60%

覆土下層

邦

土 師 器

A 1210
B 420

丸底で,体部は内管しながら外上方に立ち上がり,

日縁部は直立する。国縁部と体部との境に稜を有す

る。体部から底部にかけての外面ヘラ削り後ヘラナ

デ調整。口縁部外面横位のナデ調整。内面粗いヘラ

磨き調整6

砂粒・スコリア

・雲母

黒褐色

普通

P12

95%

貯蔵穴

不

土 師 器

A[1120]
B   4 10

丸底で,体部は器厚を増しながら内瞥気味に外上方

に立ち上がり,口縁部は直立する。日縁部と体部と

の境に明瞭な稜を有する。外稜の直下に輪積み成形

痕及び指押え痕。底部外面ヘラ削り。体部内面ナデ

調整。口縁部内外面横ナデ調整。

砂粒 。長石

橙色

普通

P13

45%

覆土上層

杯

土 師 器

A[13.00]

B   4 30

九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は内傾し,端部に九味を持つ。日縁部と体部と

の境に明瞭な稜を有する。体部外面ヘラ削り後丁寧

なヘラ磨き。体部内面放射状のヘラ磨き。□縁部内

外面横ナデ調整。内外面黒色処理。

長石・雲母

黒褐色

普通

P ll

60%

竃北西側床面

IIN

土 師 器

A 1300
B 480

丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,国

縁部は内傾する。日縁部と体部との境に明瞭な稜を

有する。底部外面ヘラ削り。体部内面横ナデ調整。

口縁部内外面横ナデ調整。

砂粒 。長石・雲

母

にぶい橙色

普通

P10

80%

北東壁下床面

遺物

番号
器 種

法   量∝m) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

支   脚 現存長 (146)最 大雀 (70) (6194) 夜 上 下 層 DP2 先綱 りの円柱状 ,ヘ ラ肖Uり 調整

球 状 土 錘 33 31 9,0 覆 土 上 層 DP3 _L下 ヘラ調整

34 (336) 覆 土 中 層 DP4 表面の一部子!離 ,ヘ ラ調整

35 30 夜 土 上 層 DP5 ヘラ調整

32 30 28
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球 状 土 錘 覆 土 上 層 DP7 上下ヘラ調整

DP8

第 3号住居跡 (第 6・ 7図 )

位置 調査区の北東側A3f2区 を中心に位置する。

重複関係 本跡は,第1号土坑の上面に構築されており,北東コーナー付近を第8号住居跡によっ

て掘 り込まれている。

規模と平面形 6.85× 6.68mの方形を呈する。

主軸方向 N-74°―W。

壁 壁高38～ 50cmを 測る。壁は全体に緩い傾斜で立ち上がり,遺存状態は良好である。

床 全体に平坦で良く踏み固められており,特に竃前面が堅緻である。竃前面には,電から掻き

出したと思われる焼土や灰が堆積 している。

電 北西壁の中央部に付設されており,壁 を外側に僅かに15cm程掘 り込み,ロ ームと粘土で構

築されている。天丼部は既に崩落しているが,両裾部が良好に遺存 している。火床は床面を僅か

に掘 り込む程度であるが,良 く熱を受け赤変硬化 している。

ビット 4か所。Pl～ P4(55～ 145× 40～ 72× 52～ 70cm)は いずれも主柱穴であり,規則的に(柱間

寸法4m前後)配置されている。

貯蔵穴 竃の北東側に当たる北コーナー付近に付設されている。90× 65cm程の不整楕円形を呈

し,壁は垂直に掘 り込まれている。底面は平坦で硬い。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の甕 (22)や 小形甕 (23・ 24)・ 鉢 (25)・ 郭 (26～ 39),須恵器片,上錘 (球状土錘・管

状土錘)等が出土 している。

所見 貯蔵穴は,Plと の重複関係から,住居跡を構築した後に付設されたものと思われる。出土

遺物から古墳時代後期(6世紀後半頃)の住居跡と考えられる。
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髄
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髄
髄
髄
純
醜

聰

１

２

３

４

５

６

７

ロヽ 土鳩解 lb>

焼土小 ,中 ブロック多量。

ローム粒子・ ローム小 。中ブロック多量。

ロームJヽブロック中量。

ローム粒子中量。

ローム粒子・ローム小ブロック多量。

ローム小ブロック多量。

ロームJヽブロック多量。

聰 S13 他上唇解説 ≫

1 褐色 粘土粒子中量,焼上粒子少量。

2 にぶい黄褐色 焼土粒子・粘土粒子多量。

3 褐色 粘土粒子中量。

4 にぶい褐色 粘土粒子少量。

5 褐色 ローム粒子・粘上粒子中量。

6 掲色 焼上粒子中量,日 ―ム粒子・粘上粒子少量。

7 褐色 焼土粒子多量,焼土ブロック・粘上粒子中量。

8 赤褐色 焼土粒子多量。

9 掲色 ローム粒子・粘土粒子中量。

10 掲色 粘土粒子中量,焼土粒子少量。

11 褐色 粘上粒子中量,ロ ーム粒子少量。

12 掲色 粘土粒子多量,焼土粒子中量。

口
|

パ
一

0          1m
|

第 6図 第 3号住居跡実測図
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出土遺物観察表 (第 8。 9図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cnl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

土 師 器
^〔

2060〕

B(19,40)

胴部は球形を呈し,中位に最大径を持つ。口辺部は

緩 く外反して立ち上がり,口縁部で直立する。日縁

部下端に明瞭な稜を有する。胴中央部から下半部に

かけて縦位のヘラ磨き。国辺部内外面ヘラナデ調整。

□縁部内外面横ナデ調整。

砂粒・雲母

にぶい黄橙色

普通

P15

20%

覆上下層

発

器

形

師

小

土

A 14.60
B 1370
C   7.70

平底で,胴部は内彎気味に上方に立ち上がり,日 辺

部は肥厚し僅かに外反する。輪積み成形。日辺部内

外面横ナデ後,胴部外面縦位または斜位の粗いヘラ

削り調整。胴部外面にキャタピラ状のヘラ痕。底部

多方向のヘラ削 り。内面粗いヘラナデ調整。器形が

全体に歪む。

砂粒

暗赤掲色

普通

P16

95%

電南側覆土中層

小 形 賽

土 師 器

B (9,40)

C 650
平底で,胴部は内彎しながら立ち上がり,上位に最

大径を持つ。口辺部との境に明瞭な稜を有する。胴

都下半ヘラ削り。底部外面ヘラ削り調整。外面に輪

積み成形痕。

砂粒・長石・ス

コリア

にぶい赤褐色

普通

P17

60%

覆上下層

鉢

土 師 器

A 19.10
B ll.30

C 660

平底で,体部は内彎 しながら外上方に立ち上がり,

国縁部は器厚を減じながら僅かに外反して開く。底

部外面ヘラ削 り。体部内外面ヘラ削り後ヘラナデ。

口縁部内外面横ナデ調整。

砂粒

にぶい橙色

普通

P18

95%

南東壁際覆土中

層

郭

土 師 器

A 1360
B 430

丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は内傾する。国縁部と体部との境に稜を有する。

体部から底部にかけての外面ヘラ削り。ヘラあて痕

が残る。国縁部外面積ナデ。内面ヘラ磨き。底部外

面に「×」のヘラ記号。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

P27

80%

覆上下層

杯

土 師 器

A 1450
B   3 80

九底で,FtN部 は内彎 しながら外上方に立ち上がり,

口縁部は内彎する。日縁部と体部との境に弱い稜を

有する。体部から底部にかけての内外面ヘラナデ調

整。口縁部内外面横ナデ調整。

砂粒・雲母

橙色

普通

P28

60%

覆土中・下層

杯

土 師 器

A [14.20]

B 400
九底で,体部は内彎しながら外上方に立ち上がり,

日縁部で僅かに内傾する。底部外面ヘラ削り。体部

外面ヘラ削 り後ヘラ磨き。口縁部内外面横ナデ調整。

内面ナデ調整。内外面黒色処理。

砂粒・雲母

黒掲色

普通

P31

40%

覆土中層

杯

土 師 器

A 14.40
B  4.30

九底で,体部は内彎しながら外上方に立ち上がり,

日縁部でほぼ直立する。日縁部と体部との境に弱い

稜を有する。□縁部外面ヘラ磨き後横ナデ調整。体

部から底部にかけての内外面ヘラ磨き。内外面黒色

処理。

砂粒・長石・雲

母

黒掲色

普通

P29

70%

覆土中・下層

杯

土 師 器

A l1 70

B   4 80

不安定な九底で,体部は器厚を増しながら,内彎気

味に外上方に立ち上がる。日縁部は直立し,端部が

尖る。日縁部と体部との境に稜を有する。体部外面

ヘラ削り。体部内面ナデ調整。国縁部内外面横ナデ

調整。

砂粒 。長石・ス

コリア

にぶい橙色

普通

P24

75%

南東壁際覆土中

層

杯

土 師 器

A 12.00
B 4.20

九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,口

縁部は内傾する。体部から底部にかけての外面ヘラ

削 り後ヘラナデ調整。口縁部内外面横ナデ調整。内

面は放射状のヘラ磨き調整。日縁部内外面に煤状の

付着物。全体に摩減が進行。

砂粒・長石・雲

母

灰褐色

普通

P23

85%

南東壁際覆土上

層
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杯

土 師 器

A 1210
B 430

丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。日

縁部は内傾し,端部が尖る。体部と口縁部との境に

明瞭な稜を有する。体部から底部にかけての外面ヘ

ラ削り。口縁部内外面横ナデ。内面ナデ調整。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

P25

70%

南東壁際覆土中

層

杯

土 師 器

A 13.00
B 480

九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,国

縁部は内傾する。体都と口縁部との境に明瞭な稜を

有する。底部外面ヘラ削り。日縁部内外面積ナデ詞

整。体部内面ナデ調整。

砂粒・長石

浅責橙色

普通

P21

70%

覆土中・下層

lTh

土 師 器

A[14.40]

B 490
九底で,体部は器厚を減じながら内彎気味に外上方

に立ち上がり,日 縁部はほぼ直立する。日縁部と体

部との境に明瞭な稜を有する。体部から底部にかけ

ての外面ヘラ削り。口縁部内外面横ナデ調整。内面

ナデ調整。

砂粒・長石・雲

母

にぶい橙色

普通

P30

50%

南東壁際覆土中

層

杯

土 師 器

A 1380
B 550

丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は僅かに内傾する。口縁部と体部との境に稜を

有する。体部外面ヘラナデ調整。国縁部内外面横ナ

デ調整。内面ナデ調整。内面に媒状の付着物。

砂粒・長石・雲

母

にぶい橙色

普通

P20

95%

南東壁際覆土中

層

jTh

土 師 器

A [1530]

B   4 30

扁平な丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日 縁部は僅かに外傾して立ち上がる。国縁部と

体部との境に明瞭な稜を有する。体部から底部にか

けての外面ヘラ削り。日縁部内外面ヘラ磨き。内面

ヘラ磨き。内面黒色処理。二次焼成。

砂粒・スコリア

にぶい褐色 (内

面の一部黒色)

普通

P22

80%

南東壁際覆土中

層

杯

土 師 器

A 1220
B 4.90

丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,口

縁部は直立する。日縁部と体部との境にシャープな

稜を有する。体部から底部にかけての外面ヘラ削り

後ヘラナデ調整。口縁部外面ヘラナデ調整。内面ヘ

ラ磨き調整。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

P19

95%

南東壁際覆土中

層

杯

土 師 器

A 12.20
B  470

九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,口

縁部は直立する。日縁部と体部との境に明瞭な稜を

有する。体部外面ヘラ削り。日縁部内外面ヘラ磨き。

体部内面ヘラナデ調整。

砂粒・スコリア

にぶい褐色

普通

P26

60%

南東壁際覆土中

層 (一括)

不

土 師 器

A 1490
B 490

九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,回

縁部は直線的に外傾して開く。体部から底部にかけ

ての外面ヘラナデ。日縁部外面積ナデ。内面ヘラ磨

き後,口 縁部内面横ナデ調整。摩減が進行。

長石・雲母

橙色

普通

P32

70%

南東壁際覆土中

層

遺物

番号
器 種

法   量 (cul) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 7.0 (蟄 8) 覆 上 下 層 DP12上下ヘラ調整

覆 土 中 層 DP10    ク

25 12.4 覆 土 DP14    //

(29,8) 覆 土 中 層

27 覆 土 下 層

6.0 DPll

管 状 土 錘 (5 1) 1) (111,1) 覆 土 DP15ヘ ラ調整
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第 8図 第 3号住居跡出土選物実測図 (1)
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第 4号住居跡 (第 10図 )

1曳 準

Ｄ
一

Щ
I

0          1m

≦ S14 土婚解説 >
1 暗褐色 ローム粒子多量,コ ームJヽ・中ブロック中量,焼上粒子少量。

2 暗褐色 ローム粒子多量,日 ―ムJヽ ブロック中量,焼土粒子少量。

3 褐色 ローム社子多量,ロ ーム′卜・ 中ブロック少量。

S14 寵土層解説 沸

掲色 焼土粒子多量,焼土小ブロック中量。

にぶい褐色 粘土粒子多量,焼上粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

にぶい褐色 粘土粒子多量,焼土粒子中量。

赤掲色 焼土多量。

褐色 焼土粒子・焼土小ブロック多量。

灰掲色 焼土粒子少量。

褐色 焼土小ブロック中畳。

黒掲色 焼土社子・焼土小ブロック・灰多量。

掲色 ローム粒子少量。

にぶい掲色 粘土粒子多量。

≪

鯵 O やJ

儘

錫

第10図 第 4号住居跡実測 。遺物出上位置図
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位置 調査区の東側A314区 に位置 し,南東側の斜面に面 している。

規模と平面形 北西コーナー及び西壁中央部付近を木の根により大きく撹乱されているが,残存

壁の状況から,2.64× 2.34m程 の隅九方形を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-8° E。

壁 壁高40～ 50cmを 測 り,残存壁は外傾 または垂直に近い傾斜で立ち上がる。北西コーナー及

び西壁を除き,壁は良好に遺存する。

床 平坦で,全体に硬 く締まっている。

電 北西壁中央部に付設されており,壁 を外側に30cm程掘 り込み,砂 とロームで構築されている。

天丼部は既に崩落しているが,両袖部は良好に遺存 している。焚日から煙道にかけては急な傾斜

で立ち上が り,火床は良く熱を受け,赤変硬化 している。

ビット 1か所。Pl(50× 45× 37cm)は ,南西壁下の中央部から検出されたもので,出入回の施設

に伴うピットと考えられる。また,北西コーナー部(竃の西側)に見られる皿状に掘 り込まれた楕

円形 (60× 52× 14cm)の落ち込みは,大甕 (47)を 設置するために掘 り込まれたものである。

覆上 自然堆積。

遺物 墨書土器 (51・ 52・ 56。 58・ 60)や須恵器の大甕(47),灰釉陶器(猿投 )の平瓶(64)・ 把手付

瓶(63)等の特徴的な土器や,鎌 (67),不明鉄製品(68。 69)等 が出土している。水甕と思われる47

の須恵器の大甕は,竃の西側に当たる北西コーナー部の床面から直立の状態で出土 したものであ

り,64の平瓶はやはり亀前面の床面から直立の状態で出土したものである。51・ 53の須恵器の郭,

56の土師器の高台付界の 3点 は,床面から53→ 56→51の順に重なり合った状態で出土 したもので
,

そのうちの 2点 (51・ 56)は墨書土器である。

所見 本跡は,当遺跡の中では小形の住居跡の部類に属するが,完形またはそれに近い特徴的な

遺物が多数出土 しており,注 目される。出土遺物から平安時代(9世紀後半頃)に属するものと思

われる。

出土遺物観察表 (第 11～ 14図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

甕

須 恵 器

A 29.60

B  48,70

C 1400
孔径

230× 1.90

丸味を帯びた平底で,胴部は内彎気味に外上方に立

ち上がり,上位で強く内彎する。日辺部は直立した

後外反し,口 縁部は外傾した後端部が内傾する。日

縁部は肥厚しつ丸味を持つ。水挽き成形。胴部外面

に平行叩き目調整を施し,日 辺部に 6本 1条の櫛描

波状文を3段に巡らす。胴部内面には,当 て具を用

いずに指で押えた痕跡が残る。胴部上位には,焼成

後に穿了しされた230× 1 90cm程 の子とが見られる。

砂粒・長石・雲

母

明褐灰色

普通

P34

95%
竃西側床面 (直

立 )
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甕

土 師 器

A 1550
B 2660
C 860

平底で,胴部は内警気味に外上方に立ち上がり,中
位から上位にかけて内彎する。国辺部は「く」の字

状に外反し,国 縁部は直立した後端部が上方につま

み上げられている。口辺部内外面は横ナデ調整され,

日縁部内面に横ナデによる浅い凹線が見られる。胴

部は内外面とも器表面がキJ離 している。二次焼成。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

P36

70%

竃東側床面 (横

位 )

甕

須 恵 器

A〔 1760〕

B  31 80

C〔 1600〕

平底で,胴部は外傾 して立ち上がり,中位から上位

にかけて内彎する。日辺部は僅かに外反して立ち上

がる。胴部上位に最大径を有する。胴部外面に平行

叩き目。胴下半部ヘラ削り調整。日辺部外面横ナデ

調整。日辺部内面ヘラナデ調整。輸積み成形。

砂粒・長石・雲

母

明褐灰色

普通

P35

70%

竃前 面 の床 面

(横 位,潰 れた

状態)

奏

器

形

師

小

土

A [1180]

B 1320
C   5 00

平底で,胴部は外傾 して立ち上がり,上位で内彎す

る。国辺部は「く」の字状に外反し,日 縁部は外上

方につまみ上げられている。胴上半部横ナデ。胴中

央部ヘラナデ。胴下半部ヘラ削り調整。日辺部内外

面積ナデ調整。胴部内面横ナデ。底部との接合部ヘ

ラナデ調整。

砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

P37

60%

竃西側床面 (横

位)

不

須 恵 器

A 12.80
B   5,40

C  580

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部一定方同のヘラ削り。体部下端手持

ちヘラ削り調整。

砂粒

明褐灰色

普通

P44

95%

体部外面に墨書

(「万」か)

竃前 面 の床 面

(正位)

イ

須 恵 器

A 12.00

B 4.50
C  540

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部一定方向のヘラ削り。休部下端手持

ちヘラ削り調整。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

P47

100%

体部外面 に墨書

南東壁下覆上下

層 (正位 )

不

須 恵 器

A  12.40

B  4.00
C 5,00

平底で,体部は内腎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。内面に強い水挽き成形痕が残る。底部一

定方向のヘラ削 り。体部下端手持ちヘラ削り調整。

砂粒

灰色

良好

P45

100%

篭 前 面 の 床 面

(正位 )

杯

土 師 器

A

B

C

12 80

4 00

5.80

平底で,体部は器厚を一定に保ちながら内彎気味に

外上方に立ち上がり,端部に丸味を持つ。水挽き成

形。底部一定方向のヘラ削り後体部下端手持ちヘラ

削り調整。内面はヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒色

外―にぶい責橙

色

普通

P48

50%

篭南東側床面 ,

竃内覆土

不

須 恵 器

A

B

C

12 00

4.30

5 60

平底で,体部は器厚を一定に保ちながら内彎気味に

外上方に立ち上がる。水挽き成形。底部一定方向の

ヘラ削 り。体部下端手持ちヘラ削り調整。

砂粒

浅責色

普通

P46

95%

南 東 壁 下 床 面

(P47の下 )

高 台 付 杯

土 師 器

A 13.00
B 4.50
D  640
E   O,70

平底で,底部には「ハ」の字状に開く短い貼 り付け

高台が付 く。体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。

水挽き成形。内面はヘラ磨き後黒色処理。体部外面

には,日 縁から体部下端にかけて黒褐色の付着物が

認められる。

砂粒・雲母

内一黒色

外―褐色

良好

P40

100%

体部外面 に墨書

(「仁却)

竃 前 面 の 床 面

(正位 )

瓢

須 恵 器

A〔3360〕

B  (19.90)

胴部は緩 く内彎 しながら外上方に立ち上がり,口 辺

部は大きく外反する。口縁部は内傾した後外上方に

つまみ上げられている。胴部外面中央から上半部に

縦位の平行叩き目。胴下半部に斜位のヘラ削 り調整。

日縁部内外面横ナデ調整。内面に輸積み成形痕及び

あて具痕が残る。

砂粒・長石

灰黄褐色

普通

P51

15%

中央部付近の覆

上下層
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高 台 付不

土 師 器

☆  1490

B 500
D 7.20
E 050

平底で,底部には「ハ」の字状に開く短い貼 り付け

高台が付 く。体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,

日縁部は僅かに外反する。水挽き成形。体部下端回

転ヘラ削り調整。体部下端の高台との接合部に爪形状

の痕が残る。内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒色

外―にぶい責橙

色

普通

P41

100%

体部外面に岳書

南東壁下の床面

(正位 )

皿

土 師 器

A 1330
B 220
C 630

平底で,体部は直線的に外傾 して大きく開く。体部

は全体に歪む。水挽き成形。底部一定方向のヘラ削

り調整。内面はヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒色

外一橙色

普通

P49

90%

竃 前 面 の 床 面

(伏 せ た状 態 ,

P35の 下 )

高 台 付 皿

土 師 器

Ａ
　
Ｂ
　
Ｅ

平底で,底部には直下に延びる短い貼 り付け高台が

付 く。体部は直線的に外傾 して大きく開き,口 縁部

は僅かに外反し,端部に丸味を持つ。日縁部と体部

との境に稜を有する。水挽き成形。底部回転糸切 り。

内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒褐色

外―にぶい橙色

普通

P42

90%

体部外面に墨書

(「造」)

北西コーナー床

面直上 (正位)

高 台 付 皿

土 師 器

A 13.60
B  3.00

D 650
E 090

平底で,底部に「ハ」の字状に開く短い貼 り付け高

台が付 く。体部は直線的に外傾して開く。体部は全

体に歪む。水挽き成形。高台は貼り付け後ナデ調整。

砂粒・雲母

橙色

普通

P43

90%

竃東側床面 (正

位 )

蓋

須 恵 器

A 1530
B   2 80

F   3.00

G  l.40

天丼部中央に中心が高く周囲が窪む宝珠形のつまみ

が付く。天丼部はつまみ接合部がやや窪み,直線的

に下降して口縁に至る。口縁部は下方に短 く屈曲す

る。水挽き成形。天丼頂部は回転ヘラ削り調整。天

井部外面中位から口縁部内外面にかけて横ナデ調

整。

砂粒・長石・石

英

橙色

普通

P50

70%

竃内覆土

把 手 付 瓶

灰 釉 陶 器

B

C

⑬ 9①

[7.7弼

平底で,体部は内彎しながら上方に立ち上がり,上
位で内傾する。頸部は直立し,上位で外反するもの

と思われる。頸部から体部にかけて,た たら作りの

把手が付く。底部と体部との境には浅い凹線が巡り,

稜をなす。水挽き成形。把手と体部外面に灰釉が掛

かる。

細砂

にぶい黄橙色

(釉)オ リーブ

灰色

普通

P39

45%

竃西側床面 (横

位 )

平   瓶

灰 釉 陶 器

B  (8 60)

D 1030
E O.60

平底で,底部と体部との境に短い貼り付け高台が付

く。高台の端部は内削ぎ状となっている。体部は外

傾 して立ち上がり,天丼部は頂部に向かって膨らむ。

体部と天丼部との境にはシャープな稜を有し,天丼

部に把手が付 く。日頭部は斜上方に向かって開く。

水挽き成形。底部は回転糸切 り後回転ヘラ削り調整。

天丼部から体部にかけて灰釉が掛かる。

砂粒

明褐灰色

(釉)灰 オ リー

ブ色

普通

P38

80%

床面直上 (正位 )

遺物

番号
器 種

法   量 (cI) Fし 径

(mHl)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

紡  錘  車 53 (27) [60] (246) 床 面 DP17 土 製

支 脚 現存長 (114)最 大径 (7.4) (4653) 電  覆  土 DP18 先細 りの6～ 7角柱状

鎌 現存長(43)身幅 (3.5) (11.5) 覆 土 Ml 茎言Lを 斜めに折り曲げている。

不 明鉄 製 品 現存長(5:1)幅 00 厚さ0.5) ( P38の 中から M2 断面方形 ,先端尖る鉄鏃の茎部か。

現存長(52)幅 (04)厚さ(03) 竃  覆  土 M3

砥 石 12.5) (9.2) (7.8) (131.5) 覆 土 Ql 流紋岩質凝灰岩、濤状の擦痕
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o           10Cm

第11図 第 4号住居跡出土遺物実測 。拓影図 (1)
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坤

第12図 第 4号住居跡出土遺物実測・拓影図 (2)
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第13図 第 4号住居跡出土遺物実測・拓影図 (3)
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65

S=姥

0           10Cm

第14図 第 4号住居跡出土遺物実測図 (4)

第 5号住居跡 (第 15図 )

位置 調査区の東端A3h6区 を中心に位置する。

重複関係 本跡の南西側の壁・床を掘 り込み,第 6号住居跡が構築されている。また,本跡の南

東側六分の一程は調査区外に存在する。

規模と平面形 一辺8m程の隅丸方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-42°一W前後と推定される。

壁 壁高40～ 50cmを 測 り,遺存状態は良好である。

床 平坦で良く踏み固められており,特に中央部付近及び竃前面が堅緻である。
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A23.4m

山
|

∬
一

< S15 土層解説 》

褐色 ローム粒子中量,焼土粒子少量。

黄掲色 ローム大ブロツク多量。

暗褐色 ローム粒子中量,焼土小ブロツク少量。

褐色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

褐色 焼土粒子中量。

♀     1     ↑
m

≦ S15 他土婚解 lB>

i 黒褐色 ローム小ブロツク中量,焼上粒子少量。

2 にぶい褐色 砂多量,ロ ーム粒子・焼上粒子・炭化粒子少量。

3 にぶい赤掲色 焼土粒子・砂中量。

4 暗掲色 砂中量,日 ―ム粒子・焼土粒子少量。

極暗赤褐色 焼土粒子・焼土小ブロック中量。

黒褐色 焼土粒子,焼土小 ,中 ブロツク中量。

暗赤褐色 焼上粒子多量,焼土小ブロック中量。

にぶい掲色 砂多量,焼上粒子中量。

9 褐色 ローム粒子・ ローム中ブロツク中量。

10 にぶい赤褐色 焼土粒子・砂中量。

11 にぶい赤掲色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子・炭化粒子・砂少量。

12 にぶい掲色 砂中量,ロ ーム粒子・焼上粒子・炭化粒子少量。

13 橙色 砂多量,砂礫中量。

14 暗褐色 焼土粒子中量,日―ム中ブロツク・砂少量。

15 掲色 ローム粒子・砂中量,焼上粒子少量。

16 掲色 砂多量,焼土粒子中量。

17 暗掲色 砂多豊,ロ ーム粒子・焼土粒子少量。

18 晴偶色 焼土粒子・砂中量,ロ ーム粒子・炭化粒子少量。

19 暗掲色 砂中量,ロ ーム粒子・コーム小ブロック少量。

20 暗掲色 砂多量,ロ ーム粒子少量。

21 灰掲色 砂多量,ロ ーム粒子少量。

4婁筆二轟ゞ

第15図 第 5号住居跡実測図
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0           10cm

第16図 第 5号住居跡出土遺物実測図

電 推定プランの北西壁中央部付近に付設されている。壁を外側に僅かに掘 り込む程度で,砂 と

ロームで構築されている。天丼部は崩落しているが,両袖部が良好に遺存する。火床は床面を掘

り込んでおらず,焚日から煙道にかけてはなだらかに立ち上がる。火床及び袖部内面は良く熱を

受け, レンガ状に赤変硬化 している。

ビット 2か所。主柱穴は4か所に存在するものと思われるが,重複遺構との関連や一部が調査区

外に存在することから,Pl・ P2の 2か所が検出されたにすぎない。P2は~部撹乱を受けているが,

主柱穴は径45cm,深 さ50cm前 後の規模である。

貯蔵穴 不明。

穆

』
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覆上 自然堆積。

遺物 北西部の覆土を中心に多量の土師器片や少量の須恵器片が出土している。主な遺物には土

師器の鉢 (71・ 72)や杯(73～ 78),球状土錘(79～ 82)等がある。

所見 本跡の一部が調査区外に存在するため,全容については不明であるが,出土遺物から古墳

時代後期(6世紀後半頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第 16図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

休

土 師 器

A 1000

B  8 20

C 430

九底気味の平底で,胴都は内彎しながら外上方に立

ち上が り,中 位で強く内彎する。国縁部は胴部との

境に弱い稜を有し,内傾して立ち上がる。底部外面

ヘラ削り。胴部外面ヘラナデ調整。日縁部内外面横

ナデ調整。

砂粒 。長石・雲

母

赤褐色

普通

P52

70%

竃裾部 (覆上下

層 )

然

土 師 器

A[■ 00]

B  (6 60)

胴部は内督しながら上方に立ち上がり,日 縁部は短

く直立する。内外面ヘラナデ調整。器表面は一部予」

離している。

砂粒 。長石

赤掲色

普通

P53

20%

電内覆土

不

土 師 器

A 1400
B 4.50

九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,口

縁部は九味を持ちつつ内傾する。口縁部と体部との

境に弱い稜を有する。底部外面ヘラ削り。体部外面

ヘラナデ。口縁部内外面横ナデ調整。体部内面は工J

離している。

砂粒 ,雲母

灰褐色

普通

P56

60%

覆土上層

不

土 師 器

A 1400
B (3.60)

体部は内督気味に外上方に立ち上がり,口 縁は内傾

する。口縁部と体部との境には,内外面とも明瞭な

稜を有する。体部外面ヘラ削り。□縁部内面積ナデ

調整。内面ナデ調整。全体に摩減が進行。

砂粒・ スコリア

浅黄橙色

普通

P54

20%

覆上下層

郭

土 師 器

A 1300
B 410

九底で,体部は器厚を滅じながら内督気味に外上方

に立ち上がり,日縁部は直立する。口縁部と体部と

の境に明瞭な稜を有する。体部から底部にかけての

外面,ヘ ラ削り後ヘラナデ調整。国縁部内面横ナデ

調整。内面ヘラ磨き調整。内面の回縁部下端にヘラ

あて痕が残る。

砂粒・長石・雲

母

浅黄橙色

普通

P57

45%

床面及び床面

直上

●FN

土 師 器

A〔 1310〕

B 520
丸底で,体部は内彎しながら外上方に立ち上がり,

日縁部は直立する。国縁部と体部との境に明瞭な稜

を有する。体部から底部にかけての外面ヘラ削り。

日縁部内外面横ナデ調整。内面ナデ調整。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

P55

20%

床面

郭

土 師 器

A 1530
B  (3 60)

九底で,体部は内督しながら外上方に立ち上がり,

日縁部は外傾して開く。体部外面ヘラナデ調整。底

部外面ヘラ削り。内面ヘラ磨き後,口 縁部内面横ナ

デ調整。

砂粒・長石・雲

母

にぶい橙色

普通

P58

50%

床面直上

イ

土 師 器

A [1420]

B 4.50
九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁は緩 く外反して立ち上がる。日縁部と体部との境

に明瞭な稜を有する。体部から底部にかけての外面

ヘラナデ調整。日縁部内外面横ナデ調整。体部から

底部にかけての内面は,ヘラ磨き調整と思われるが

摩滅している。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

P59

25%

覆上下悟・床面
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遺物

番号
器   種

法   量 (cm) 孔 径

(mln)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 竃  覆  土 DP19上下ヘラ調整

32 31 床 面 DP20

37 3.3 覆 土 DP21   ク   ,一 方向から穿孔

25 23 23 床 面 DP22

不 明 鉄 製 品 現存長(44)幅 (06)厚 さ(05) 覆 土 M4先端に向かって細 くなる。断面形は方形状

第 6号住居跡 (第 17図 )

位置 調査区の東側A3i5区 を中心に位置する。

重複関係 北西側で第2号住居跡,北東狽Jで第5号住居跡を掘 り込んでいる。南東側の一部は調査

区外に存在する。

規模と平面形 4.40× 4.10mの 隅丸方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-17°―E。

壁 壁高20～ 50cmを 測 り,壁は外傾または垂直に近い傾斜で立ち上がる。

床 ほぼ平坦であり,中央部及び竃前面が堅緻である。

電 第5号住居跡の覆土を掘 り込み,北東壁中央部に付設されている。竃は壁を外側に60cm程掘

り込み,砂 とロームで構築されている。天丼部は既に崩落し,両袖部の遺存状態も不良である。

火床は床面を楕円形状に15cm程掘 り込むが,あ まり熱を受けていない。煙道は急な傾斜で立ち

上がる。

ビット 4か所。Pl～ P4(32～ 40× 26～ 35× 30～ 62cm)は いずれも主柱穴である。

覆土 自然堆積。

遺物 竃の周辺を中心に,須恵器の甕 (85)・ 甑 (86)。 台付盤 (92)。 高台付郭 (89～ 91)。 郭 (87・

88)や ,土師器の甕 (84)・ 支脚 (93)等 が出土している。

所見 出土遺物から,平安時代(9世紀中葉頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第 18・ 19図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cII) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

土 師 器

(1400)

8.00

底部は外面中央がやや窪む平底で,胴部は内彎気味

に外上方に立ち上がる。胴下半部縦位のヘラ磨き詞

整。月Π部内面ヘラナデ調整。二次焼成。器外面に焼

土が融着する。

砂粒・長石・雲

母

にぶい橙色

普通

P69

15%

覆土中・下層

甕

須 恵 器

B  (9 00)

C  18 00

平底で,胴下半部は直線的に外傾して立ち上がる。

胴部外面に斜位の平行叩き目。胴下半部に斜位のへ

ラ削り調整。内面ヘラナデ調整。内面に輪積み成形

痕が残る。

砂粒・長石・雲

母

灰黄色

普通

P60

15%

覆土中層
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照 S16他 :と

'硝

M純 >
1 掲色 砂中量,ロ ーム粒子・粘土中ブロック少量。

2 黒掲色 砂中量,日 ―ム粒子・焼土粒子少量。

3 にぶい褐色 砂多量,ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化物少量。

4 にぶい掲色 砂多重,ロ ーム粒子・焼土粒子少量。

5 黒褐色 砂中量,ロ ーム粒子・焼土粒子少量。

6 掲色 ローム粒子中量,焼土粒子少量。

7 極暗赤褐色 焼土粒子多量,砂中量。

8 にぶい褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂中量。

9 掲色 日―ム粒子中量,焼土粒子少量。

10 にぶい褐色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量。

第17図 第 6号住居跡実測図

lq

11 にぶい赤褐色 砂中量,ロ ーム粒子・焼土粒子・焼土ブロック少量。

12 にぶい褐色 ローム粒子多量,日 ―ムブロック少量。

13 にぶい橙色 砂多量,日 ―ム粒子中量。

14 赤褐色 焼上粒子多量,日 ―ム粒子中量。

15 にぶい褐色 砂中量,ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量。

16 桂色 焼土粒子・砂多量。

17 暗褐色 焼上粒子中量,日 ―ム粒子・炭化物少量。

18 暗オ褐色 炭化物・砂中量,焼上粒子少量。

19 暗褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂少量。

20 掲色 ローム粒子多量,砂少量。

げ
一

Ｃ
一

げ
一

Ｄ
一
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第18図 第 6号住居跡出土遺物実測・拓影図 (1)
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甑

須 恵 器

B (12.00)

C[15,00]

胴部は外傾して立ち上がり,底部には 5孔が穿たれ

ていたものと推定される。胴部外面は平行叩き目調

整。胴下半部は斜位のヘラ削り調整。内面はヘラナ

デ調整。

砂粒・長石・雲

母

灰オリーブ色

普通

P67

10%

覆土中・下層

イ

須 恵 器

A[1250]
B  450
C   6.50

平底で,体部は直線的に外傾 して立ち上がり,端部

に丸味を持つ。水挽き成形。底部一定方向のヘラ削

り。体部下端手持ちヘラ削り調整。

砂粒 ,長石・雲

母

灰黄色

普通

P66

50%

覆土上層

イ

須 恵 器

A [1360]

B   4 60

C 720

平底で,体部は直線的に外傾して立ち上がるも水挽

き成形。底部一定方向のヘラ削り調整。体部下端手

持ちヘラ削り調整。

砂粒・スコリア

にぶい黄橙色

普通

P65

40%

底部外面にヘラ

記号「+J

電底面

高 台 付 lTh

須 恵 器

B  (440)

D 760
E l 10

やや九味を持つ平底で,底部には「ハ」の字状に開く

短い貼り付け高台が付く。高台の接地面は平担であ

る。体部は直線的に外上方に立ち上がり,底部と体

部との境に鋭い稜を有する。水挽き成形。底部回転

ヘラ削り。

砂粒・長石

灰褐色

普通

P63

55%

覆土中層

高 台 付 杯

須 恵 器

A 16.50

B 6.90
D ■ .70

E 150

平底で,底部には外側にぶんばる貼 り付け高台が付

く。体部は直線的に外傾して立ち上がり,端部が僅

かに外反する。底部と体部との境に鋭い稜を有する。

水挽き成形。底部回転ヘラ削 り調整。

砂粒・長石

灰色

普通

P62

75%

覆土中層

高 台 付 杯

須 恵 器

A [15,70]

B  440
D 〔960〕

E 〔0,90〕

平底で,底部には外側に強くふんばる「ハ」の字状の

貼 り付け高台が付く。高台の接地面は平坦である。

体部は直接的にタト傾して開き,上位でやや屈曲し,

外上方に立ち上がる。体部上位の内外面に明瞭な稜

を有する。水挽き成形。底部回転ヘラ削り。

砂粒・長石

灰色

普通

P64

40%

床面・覆上下層

盤

器

付

恵

台

須

A 19,80

4 80

11 70

1.80

B

D
E

平底で,底部には「ハJの字状に開く貼 り付け高台が

付 く。体部は直線的に外傾 して開き,国 縁部は僅か

に外反しながら外上方に立ち上がる。日縁部と体部

との境に明瞭な稜を有する。水挽き成形。底部回転

ヘラ削り調整。内面横ナデ調整。

砂粒・長石・雲

母

褐灰色

普通

P61

90%

北西コーナー

覆上下層 (伏せ

た状態 )

遺物

番号
器 種

法   量(cnl)

最大長
1最

大幅
1最

大厚

孔 径

(mm)

童 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

支 脚 現存長 (116)最大径(80) (4906) 竃  底  面 DP24 もろい,摩減,ヘ ラ削り調整

第 7号住居跡 (第20図 )

位置 調査区の北東側A3g4区 に位置する。

重複関係 南東側の三分の一程を第2号住居跡によって掘 り込まれている。

規模と平面形 南東側は不明であるが,主柱穴の配置から2.70× 2.45m程 の隅丸方形状を呈する

住居跡と推定される。

主軸方向 N-71°一W前後と推定される。

壁 遺存状態が悪 く,僅かに残存する程度であり,全体に不明瞭である。

床 ほぼ平坦であるが,炉の周囲を除き軟弱である。

炉 推定プランの中央都よりもやや北西コーナー寄 りに位置する。107× 47cm程の楕円形状の範
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第19図 第 6号住居跡出土遺物

実測図 (2)

A23.5m

パ
一

げ
一

囲に焼土の分布が見られる程度で,掘 り込みは浅 く,火床はあま

り焼けていない。

ビット 4か所 (内 2か所は,第 2号住居跡の北西壁下床面から検

出 )。 Pl～ P4は ,配置からいずれも主柱穴 と考えられる。P2・ P3

については,一部残存するだけで規模については不明瞭であるが,

Pl・ P2は径50～ 65cm,深 さ25cm前後を測る。

覆上 自然堆積であるが,上面にヤマ トシジミを主体とする貝が

少量投棄されている。

遺物 覆土から弥生式上器片が出土している。

所見 本跡に伴う遺物は少量出上 しているにすぎないが,出土遺

物や住居跡の形態から弥生時代後期の住居跡 と推定される。

出土遺物 (第21図 )

94は ,付加条の縄文 (単節LR+2RJ)を 施す弥生式土

器の胴部片である。

5Cm

ー第21図 第 7号住居跡出土

遺物拓影図

第 8号住居跡 (第22図 )

位置 調査区の北東側A3e3区 を中心に位置する。

重複関係 南西側で,第 3号住居跡の北東コーナー部

付近を掘 り込んでいる。

規模と平面形 3.20× 3.00mの 隅九方形を呈し,短軸

方向に主軸を持つ。

主軸方向 N-21° E。

壁 壁高30cmを 測 り,壁 はいずれも外傾 して立ち上

がる。第3号住居跡と重複する南西壁の一部は不明瞭

であるが,他 の壁は硬 く締まり良好な状態で遺存する。

壁溝 壁下を全周するが,全体に掘 り込みが浅い。
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床 平坦であり,南西壁下 。中央部及び竃前面が堅緻である。

電 北東壁中央部に付設されてお り,壁を大きく外側に77cm程掘 い込み,粘土 と砂で構築され

ている。天丼部は既に崩落しているが,両袖部力汁ヒ較的良好な状態で遺存する。火床は床面を僅

かに掘 り込む程度であるが,熱を受けレンガ状に赤変硬化 している。焚日から煙道にかけては,

なだらかに立ち上がっている。

ビット 無し。屋外に存在 していたものと思われるが,ロ ーム面への掘 り込みは見られなかった。

覆上 自然堆積。

遺物 竃周辺を中心に散在 し,須恵器の甕(95)・ 高台付郭(102)・ 杯 (98～ 101)や 土師器の小形

甕 (96。 97)等が出上 している。

所見 出土遺物から平安時代 (9世紀中葉頃)の住居跡と考えられる。

辰 S18 土婚解ユと>
1 褐色 ローム粒子中量,ロ ーム小・中ブロック少量。

2 暗褐色 ローム粒子多量,コ ームJい 中ブロック中量。

3 暗掲色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量。

4 暗褐色 ローム粒子中量,ロ ームJヽ ブロック少量。

≪ S18 往土層解 lB沸

1 褐色 ローム粒子微量。

2 掲色 焼上粒子多量,ロ ーム粒子中量。

3 褐色 粘土粒子中量。

4 褐色 焼土粒子・粘土粒子中量。

5 暗赤掲色 焼土粒子・焼土小ブロック多量。

6 褐色 粘土粕子中量,ロ ーム粒子少量。

7 にぶい掲色 焼土小ブロック多量,焼土粒子・粘土粒子・灰中量。

kO・
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第22図 第 8号住居跡実測図
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第23図 第 8号住居跡出土遺物実測・拓影図
0              1ocm

出土遺物観察表 (第 23図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cln) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

須 恵 器

B(29,10)

C [19,00]

平底で,胴部は内彎気味に外上方に立ち上がり,上
位で内彎する。胴部は上位に最大径を持ち,日 辺部

は「く」の字状に外反する。胴部外面,枝位の平行叩

き目調整後,下位をヘラ削り調整。日辺部内外面横

ナデ調整。頸部内面ヘラ削り調整。

砂粒・スコリア

灰オリーブ色

普通

P70

45%

竃南西側覆土中

層

小 形 養

土 師 器

B  (8 00)

C   7 60

平底で,胴部は内彎気味に外上方に立ち上がる。胴

下半部外面横位のヘラ削り。同内面はヘラナデ調整。

底部に木葉痕。

砂粒・長石・石

英

橙色

普通

P72

30%

竃内覆土
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小 形 甕

土 師 器

B(920)
C  6 10

平底で,胴 部は内彎気味に外上方に立ち上がり,上
位で内督する。胴下半部外面斜位のヘラ削り調整。

内面ヘラナデ調整。底部に木葉痕。

砂粒・長石

橙色

普通

P73

15%

竃内覆土

杯

須 恵 器

A 1240
B 440
C 520

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

擁き成形。底部一定方向のヘラ削り。体部下端手持

ちヘラ削り調整。摩減が進行◇

砂粒・スコリア

橙色

普通

P78

80%

覆土中層

不

須 恵 器

A

B

C

[1360〕

3 80

[740]

平底で,体部は器厚を一定に保ちながら外傾 して立

ち上がる。水挽き成形。底部回転ヘラ削り。体部下

端手持ちヘラ削り調整。器面は摩波が進行。

砂粒・スコリア・

パ ミス

浅責橙色

不良

P79

15%

覆土上層

不

須 恵 器

A

B

C

13 50

4 90

7 60

平底で,体部は器厚を減じながら直線的に外傾 し,

端部に丸味を持つ。底部回転ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り調整。二次焼成。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

P77

70%

竃内覆土 (逆位 )

●TN

須 恵 器

A[1360]
B   3 80

C [740]

平底で,体部は内瞥気味に外傾して立ち上がり,端
部が尖る。水挽き成形。底部回転ヘラ削り。体部下

半手持ちヘラ削り調整。

砂粒

灰白色

普通

P76

40%

覆上下層

高 台 付 杯

須 恵 器

A[1400]
B 560
D 820
E  130

平底で,底部に直下に延びる貼り付け高台が付く。

体部は直線的に外傾して立ち上がり,端部に丸味を

持つ。体部と底都との境に明瞭な稜を有する。水挽

き成形。底部外面ヘラ削り調整。底部の外周部ヘラ

ナデ調整。

砂粒。長石・雲母

灰黄色

普通

P74

60%

覆土中層 (逆位 )

第 9号住居跡 (第24図 )

位置 調査区の東側A3hュ 区を中心に位置し,南側の傾斜地に面している。

規模と平面形 南西壁は既に遺存せず,他の壁についても不明瞭であるが,2.80× 2.67m程 の方

形】犬を呈する住居跡と推定される。推定プランの短軸方向に主軸を持つ。

主軸方向 N18°―E。

壁 残存壁高は10cm程 であり,南西壁は既に遺存 しない。全体に不明瞭である。

床 やや凸凹しており,中央部付近に僅かに硬化面を残すが,全体に軟弱である。

竃 北東壁中央部に付設されており,壁 を外側に30cm程掘 り込む。ロームと砂で構築されてい

たものと思われるが,天丼部は既に遺存せず,両袖部が僅かに残存する。火床は床面をほとんど

掘 り込んでおらず,赤変し, レンガ状となった硬化面が僅かに残存する。

ビット 南東壁中央部付近に,50× 42× 40cm程の,平面形が楕円形を呈する円筒状の落ち込みが

検出されているが,性格については不明である。

覆上 自然堆積と思われる。

遺物 土師器の高台付郷(103)が亀内から伏せた状態で,須恵器の甕の胴部片が南東部の床面か

ら出土している。また,北西部の覆土上面からは投棄されたと思われる貝(ヤ マ トシジミ)がブロッ

ク状に少量出土 している。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半頃)の住居跡と考えられる。
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第24図 第 9号住居跡実測図

0               10Cm

第25図 第 9号住居跡出土遺物実測図

筵 S19 籠土層解 lt>

1 にぶい赤掲色 焼土粒子・焼土小ブロック中量。

2 掲色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量。

3 にぶい赤褐色 焼土粒子中量,ロ ーム社子少量。

♀      I      ttm ! 電橿目 日三食避軍∵最上筵孝獣重∫
焼土小ブロック少量。

6 褐色 ローム粒子中量。

7 掲色 コーム粒子少量。

8 褐色 焼土粒子微量。

9 暗掲色 ローム粒子多量。

出土遺物観察表 (第25図 )

遺物番号 器  種 法 畳 (cln) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

103

高台付郭

土 師 器

A 1780
B (5,70)

平底で,底部には「ハ」の字状に開く高台が付 くもの

と思われるが,高台は主Jがれている。体部は内彎気

味に外上方に立ち上がり,日 縁部で僅かに外反し,

端部に九味を持つ。水挽き成形。底部は回転糸切り

後ヘラナデ調整。内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・スコリア

内一黒色

外―にぶい橙色

普通

P85

60%

篭底面 (逆位 )
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第10号住居跡 (第26図 )

位置 調査区の北西部A2g9区 を中心に位置する。

規模と平面形 3.62× 3.20mの やや形の崩れた長方形状を呈 し,短軸方向に主軸を持つ。

主軸方向 N-13°―W。

壁 壁高10cm程を測 り,外傾または緩やかな傾斜で立ち上がる。

床 やや凸凹状を呈するが,全体に良く踏み固められており,特に中央部付近力S堅緻である。電

前面には,竃から掻き出されたと考えられる焼上が薄 く堆積する。

電 北西壁中央部に付設されてお り,壁を外側に68cm程掘 り込み粘土と砂で構築されている。

天丼部は既に崩落しているが,左袖の一部が遺存 している。火床は床面を楕円形状に浅 く掘 り窪

めており,熟を受け赤変硬化 している。焚日から煙道にかけてはなだらかに立ち上がる。

ビット 3か所。南東壁際に検出されたPl(25× 22× 15cm)は ,出入日の施設に伴うものと考えら

れる。P2・ P3の性格については不明である。

覆上 自然堆積。

遺物 亀内または亀周辺に集中し,土師器の郭や須恵器の高台付郭 (107・ 108)。 郭 (104～ 106)等

が出土 している。

所見 出土遺物から平安時代 (9世紀中葉頃)の住居跡と考えられる。

⊆ 28.lm

キ曳
生 28.2m         二

B              二

m

≪ S l10 上ltl解 i比 ≫

1 掲色 ローム粒子多量。

2 掲色 目―ム粒子少量。

≪ S l10 他土
'U解

〕と>
1 掲色 ローム粒子少量。

2 褐色 ローム粒子中量,焼土粒子少量。

3 褐色 焼土粒子・粘土粒子中量。

4 掲色 焼土粒子多量,焼土小ブロック・粘土粒子中量。

5 にぶい橙色 砂多量。

6 暗赤掲色 ローム粒子・焼土粒子中量。第26図 第10号住居跡実測図
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出土遺物観察表 (第27図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

杯

須 恵 器

A 1300
B 450
C 620

平底で,体部は直線的に外傾 して立ち上がり,国 縁

部は僅かに外反する。水挽き成形。底部回転ヘラ削

り。体部下端手持ちヘラ削り調整。

砂粒

灰白色

普通

P88

60%

南東壁際覆土上

層 (正位 )

杯

須 恵 器

A [1280]

B 460
C   6 40

平底で,体部は内彎気味に外傾して立ち上がる。水

挽き成形。底部一定方向のヘラ削 り。体部下端手持

ちヘラ削り調整。二次焼成を受け,器面は一部手!離

している。

砂粒・スコリア

橙色

普通

P89

50%

北西壁際覆土上

壻 (斜位 )

杯

須 恵 器

A 1340
B 4.30
C  500

平底で,体部は直線的に外傾 して立ち上がる。国縁

都は僅かに外反し,端部に丸味を持つ。水挽き成形。

底部回転ヘラ削り。於部下端手持ちヘラ削 り調整。

休部から底部にかけての外面に煤状の付着物。

砂粒・雲母

灰黄色

普通

P86

95%

北西壁際覆土上

増 (正位 )

高 台 付 イ

須 恵 器

A 1520
B 700
D  10 00

E   l.10

平底で,底部には「ハ」の字状に開き端部に面をなす

貼 り付け高台が付 く。体部は外傾 して立ち上がり,

日縁部は僅かに外反する。体部と底都との境に明瞭

な稜を有する。水挽き成形。底部は回転ヘラ削り調

整。

砂粒 。長石

掲仄色

普通

P82

70%

南東壁際覆土上

増 (正位 )

高 台 付 郭

須 忘 器

13.60

6 00

8.70

0 30

D

E

平底で,底部には「ハ」の字状に開き端部に面をなす

貼り付け高台が付 く。体部は直線的に外傾 して立ち

上がり,体部と底部との境に稜を有する。水挽き成

形。底部は回転ヘラ削り調整。

砂粒 。長石・雲

母

褐灰色

普通

P83

95%

北西壁付近の覆

土上層 (正位 )

韓

0              10cm

第27図 第10号住居跡出土遺物実測・拓影図

第11号住居跡 (第 28図 )

位置 調査区の北東側A2f7区 を中心に位置する。

重複関係 南東コーナー部を第3号土坑によって掘 り込まれている。

規模と平面形 3.22× 2.40mの隅九長方形を呈する。

主軸方向 N-83生 E。

壁 壁高20cm程 を測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。全体に遺存状態が悪い。
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床 ほぼ平坦であり,南西壁下及び竃の周辺が堅緻である。

電 北東壁の東コーナー寄 りに偏在する。

ビット 南西壁下に径16cm,深 さ10cm程の小ピット(Pl)が検出されているが,性格については

不明である。

貯蔵穴 南西コーナー部に,64× 53cmの 長方形を呈する深さ15cm程の掘 り込みが見られ,貯蔵

穴とも考えられるが,明確でない。

覆上 自然堆積。

遺物 土師質土器の皿片 (111)や 高台付郭 (109)。 高脚高台邦 (110),須 恵器片等が少量出土 して

いる。

所見 出土遺物から平安時代(11世紀)の住居跡と推定される。

口
|

Ｆ
一

第28図 第11号住居跡実測図

出土遺物観察表 (第29図 )

ツ＼
ヽ

＼

B28.3m

<ヽ 1口  花 に11解 Iおι>
1 掲色 砂多量,日 ―ム粒子中量,焼土粒子少量。

2 極晴赤掲色 砂中量,ロ ーム粒子・ローム小ブロック少量。

3 黒掲色 焼土粒子・砂中量。

4 にぶい橙色 砂多量,ロ ーム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック少量。

5 極暗赤褐色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子・焼土ブロック・砂少量。

6 にぶい掲色 ローム粒子多量,自 ―ムブロック・焼土粒子少量。

遺物番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

高 台 付 杯

土 師 器

13.30

5,70

7 20

1 20

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

平底で,底部には「ハ」の字状に開く貼り付け高台

が付 く。高台の端部は外削ぎ状を呈する。体部は内

彎気味に外上方に立ち上がり,端部に九味を持つ。

水挽き成形。体部外面に沈線状の水挽き成形痕。体

部下半手持ちヘラ削り調整。底部回転ヘラ切 り後回

転ヘラ削り調整。内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒褐色

外―にぶい褐色

普通

P91

65%

電内覆土

110

高脚高台杯

土 師 器

14 20

6 00

8 40

2 00

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

平底で,底部には「ハJの字状に開く高脚の貼 り付

け高台が付 く。体部は内彎気味に外上方に立ち上が

る。水挽き成形。底部回転ヘラ削り調整。

砂粒・スコリア・

雲母

橙色

普通

P90

65%

亀内覆土 (正位 )
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皿

土 師 器

[1070]

2 80

レ 80ユ

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は緩 く外反し端部が尖る。水挽き成形。底部回

転ヘラ削り調整。

砂粒・スコリア

明黄掲色

普通

９２

％

土

Ｐ

２５

覆

理 司

一韓
一

l①
0              10Cm

第29図 第11号住居跡出土遺物実測・拓影図

第12号住居跡 (第30図 )

位置 調査区の東側A2hO区 を中心に位置 し,南側の傾斜地に面 している。

重複関係 本跡は第14号住居跡の上面に構築されており,さ らに本跡の上面には第13・ 18号住居

跡が構築されている。また,宅前面から北東コーナー付近にかけての床・壁は第1号溝によって

掘 り込まれている。

規模と平画形 5.40× 5,25m程 の方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N13°一E。

壁 壁高50cm程 を測 り,外傾 して立ち上がる。北東壁及び北西 。南東両コーナー付近の壁は比

較的良好に遺存するが,南西側の傾斜地に向かう程不明瞭となる。

床 ほぼ平坦であり,電前面が良く踏み固められており,堅級である。

寵 北東壁の中央部付近に付設されている。壁を外側にlm程掘 り込み,砂 とロームで構築され

ている。天丼の大部分は既に崩落し,両袖部のみが僅かに遺存する。火床及び両袖部の内面は,

熱を受けレンガ状に赤変硬化 しており,長期間の使用を思わせる。また,竃の焚日付近から検出

された小ピット内には,多量の焼土や灰,炭化物が堆積 している。

ビット 不明。

覆上 自然堆積。

遺物 116の緑釉陶器の輪花皿が亀内覆土から正位の状態で,115の須恵器の台付長頸壺が北東壁

下の床面から斜位の状態(壁 にもたれかかるような状態)で出土 している。また,112の土師器の

鉢の日縁部片は竃内覆土,114の上師器の不は床面から出土 し,113の上師器の杯は篭内覆土及び
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床面から出土 した破片が接合 したものである。

所見 南西側が全体に不明瞭であり,規模や形状については推定の域を出ないが,出土遺物から,

平安時代(10世紀前半頃)の住居跡と考えられる。

第13号住居跡 (第30図 )

位置 調査区の東側A2iO区 を中心に位置し,南側の傾斜地に面している。

重複関係 本跡は,第12号住居跡の東側の上面に構築されており,さ らに本跡の北西コーナー付

近の床面上には第18号住居跡の竃が構築されている。また,竃の煙道部付近を第1号溝によって

掘 り込まれている。

規模と平面形 2.80× 2.50m程 の長方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N ll°一E前後と推定される。

壁 不明瞭であり,部分的に僅かに遺存 しているにすぎない。

壁溝 南西側及び南西・南東両コーナー付近で検出されている。上幅10～ 15cm,深 さ5cm前後を

測 り, U字状に掘 り込まれている。

床 凸凹しており,南西コーナー付近及び竃周辺に硬化面が認められるが,遺存状態が悪 く全体

に不明瞭である。

電 推定プラン上の,北東壁の東コーナー寄 りに付設されている。壁を外側に50cm程掘 り込み

砂で構築されている。遺存状態が悪 く,左 (北西)袖部と火床が僅かに遺存 しているにすぎない。

火床はレンガ状に赤変硬化 している。

ビット 3か所に検出されているが,本跡に伴うものかどうかは不明である。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の杯(117)が床面から出土している。

所見 出土遺物や重複遺構との関連から,平安時代(10世紀中葉頃)の住居跡と考えられる。

第14号住居跡 (第 30図 )

位置 調査区の東側A2b区を中心に位置し,南側の傾斜地に面している。

重複関係 本跡は,第 16号住居跡を掘 り込んで構築されており,さ らに本跡の上面には第12・ 15・

17'18・ 53号住居跡が構築されている。

規模と平面形 4.03× 3.75mの 隅丸方形を呈する。

主軸方向 Nl°一W。

壁 壁高10～ 16cmを 測 り,外傾 して立ち上がる。東壁を除き,明瞭に検出されている。

壁溝 北東コーナー付近を除く壁下を周回している。上幅10cm,深 さ5cm前後を測 り,U字状に
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掘 り込まれている。

床 やや凸凹しているが,全体に良く踏み固められており,竃前面が特に堅緻である。

電 北壁の中央部に付設されており,壁 をタト狽]に 10cm程掘 り込み,砂 とロームで構築されている。

天丼部の大半は既に崩落しているが,両裾部は比較的良好に遺存する。火床は熱を受け焼土化 し

ている。

覆上 自然堆積。

遺物 須恵器の甕 (118)や 郭 (119～ 122),台付盤 (123),長頸瓶 (124)が出上している。

所見 出土遺物や重複遺構との関連から,平安時代(9世紀中葉頃)の住居跡と考えられる。

第12号住居跡出上遺物観察表 (第31図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cnl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

鉢

土 師 器

A [2080]

B  (850)

体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,上位で外傾

して開く。国縁部は内傾 し,端都が内上方につまみ

上げられている。日縁部内面及び外面の回縁下端に

稜をなす。体部外面の中位以下及び体部内面はヘラ

削り調整。口縁部内外面横ナデ調整。体部上位の外

面に輪積み成形痕が残る。

砂粒・長石・ス

コリア

橙色

普通

P95

15°/9

竃内覆土

杯

土 師 器

A 1500
B   5 00

C 670

九底気味の平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち

上がり,日縁部は僅かに外反する。水挽き成形。底

部静止糸切 り後,底部外周から体部下半にかけて回

転ヘラ削り調整。内面ヘラ磨き後黒色処理。二次焼

成。

砂粒・雲母

内一橙色 (一部

黒色)

外―橙色

普通

P107

70%

竃内覆土,床面

郭

土 師 器

A 1340
B  440
C   5 60

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部回転糸切 り後ヘラ調整。体部下端手

持ちヘラ削り調整。

砂粒・スコリア

橙色

普通

P98

65%

床面

台付長顕重

須 恵 器

B (2480)

D  940
E 070

平底で,底部には直下に伸びる短い貼 り付け高台が

付 く。高台の端部は面をなし内傾する。胴部は内彎

しながら上方に立ち上がり,上位に最大径を持つ。

日頚部は外反しながら上方に立ち上がる。水挽き成

形。底部及び胴下半部外面回転ヘラ削り調整。頭部

から胴上半部にかけての外面に自然jrnが掛かる。

砂粒

灰白色

(釉)オ リーブ

色

普通

P93

95%

北壁下床面 (斜

位 )

輪 花 皿

緑 釉 陶 器

A[14.30]

B   3.50

D  6.60

E 060

平底で,底部には「ハJの字状に開く短い貼 り付け

高台が付 く。体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,

中位から口縁部にかけてやく内彎の度合を増す。体

都中位には弱い稜を有し,内面には浅く細い沈線が

巡る。日縁端部には, 3か所に外側からのヘラ押え

が見られ,日 縁は輪花状となっている。内外面に緑

釉が掛かる。二次焼成を受けている。

細砂 (緻密)

(胎土)灰 白色

(不由)オ リーブ

灰色

普通

P94

55%

竃内覆土 (正位 )

第13号住居跡出上遺物観察表 (第 32図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

イ

土 師 器

△ [12.60]

B 370
C 860

丸底気味の平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち

上がる。水挽き成形。底部回転ヘラ削り調整。内面

ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・長石

内一黒褐色

外一橙色

普通

P96

60%

床面 (逆位 )
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第31図 第12号住居跡出土遺物実測・拓影図

第14号住居跡出上遺物観察表 (第 33図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

須 恵 器

A[25,30]

B (6.50)

広口甕。日辺部は大きく外反し,日 縁端部は外下方

に屈曲し面をなす。日辺部内外面横ナデ調整。

砂粒 。長石

灰色

良好

P99

5%
覆上下層

郭

須 恵 器

A 1100
B   4.10

C   6,00

平底で,体部は外傾して立ち上がる。水挽き成形。

底部外面一定方向のヘラ削 り。体部下端手持ちヘラ

削 り調整。

砂粒・長石・雲

母

黄灰色

普通

P101

70%

床面 (逆位 )
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ITh

須 忘 器

A[1200]
B  4 10

C   [7 40]

平底で,体部は器厚を減じながら外傾 して立ち上が

る。水挽き成形。底部回転ヘラ削り調整。

砂粒・長石

灰色

普通

P102

20%

床面直上

杯

須 恵 器

A〔 1250〕

B  460
C   [6 00]

平底で,体部は直線的に外傾 して立ち上がる。水挽

き成形。底部外面一定方向のヘラ削り調整。体部下

端手持ちヘラ削り調整p

砂粒 。長石

灰色

普通

P103

20%

覆土

杯

須 恵 器

A [1220]

B 4.50
C   [6 603

平底で,体部は外傾 して立ち上がる。水挽き成形。

底部回転ヘラ切 り後ヘラ削り調整。体部下端手持ち

ヘラ削り調整。

砂粒・長石

暗オリーブ灰色

普通

P108

30%

床面

盤

器

付

恵

ム
ロ
須

B   (3.50)

D 10.10
E 140

平底で,底部には「ハ」の字状に開く貼り付け高台

が付 く。体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部回転ヘラ削 り。内面ナデ調整。

砂礫・長石

灰白色

普通

P100

20%

床面 (逆位 )

瓶

器

頭

恵

長

須

B (6.40)

C   4.40

平底で,体部はコップ形を呈し,外反気味に上方に

立ち上がる。粘土紐拾き上げ,水挽き成形。底部回

転糸切 り後,指ナデ調整。外面ナデ調整。内面に粘

土紐捲き上げ痕が残る。

長石

暗青灰色

普通

P280

50%

南壁際床面 (斜

位 )

遺物

番号
器 種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

125 球 状 土 錘 竃  覆 土 DP26-方向から穿孔

22 77 床 面 DP27

支 脚 全長1420 先端部径30 基部径107 (6982) DP25基部に向かって開くラッパ】犬

第15号住居跡 (第34図 )

位置 調査区の東側A218区 を中心に位置し,南側の傾斜地

I17    に面 している。

重複関係 本跡は第16・ 53号住居跡 を掘 り込んで構築され

ている。

規模と平面形 壁は既に遺存 していないが,検出された壁

1。 cm 溝の状況や竃の位置等から,短軸方向に主軸を持つ2.42X

2.10m程 の長方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N2° E前後と推定される。
第32図  第13号住居跡出土遺物

実測・拓影図

壁 遺存 していない。

壁溝 竃の部分を除き,長方形状に壁下を周回していたものと思われるが,東側及び北東 。南東

コーナー付近は不明瞭である。上幅15cm,深 さ5cmを測 り,U字状に掘 り込まれている。

床 平坦であり,竃前面が硬 く踏み固められている。

竃 床面に竃の袖部の痕跡が僅かに認められる程度である。本弥の左側(北西 )の袖は,第53号住

居跡の亀の上に構築されている。
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▼

竃

12'

10Cm

第33図 第14号住居跡出土遺物実測・拓影国

覆上 自然堆積。

所見 遺物は出土していないが ,重複遺構との関連から,平安時代(11世紀)の住居跡と考えられる。

第16号住居跡 (第34図 )

位置 調査区の東側A218区 を中心に位置 し,南側の傾斜地に面している。

重複関係 本跡は第14・ 15。 17'53号住居跡によって,それぞれ掘 り込まれている。

規模と平面形 遺存する壁の状況や竃の位置等から,3.70× 3.50m程 の方形状または隅九方形状

を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-21° W前後と推定される。

壁 北西コーナー付近の壁が部分的に遺存 しているものの,重複部や傾斜地に移行する南西及び

南東側の壁は既に遺存 しておらず,全体に不明瞭である。北西壁は,壁高20cmを 測 り,外傾 し

て立ち上がる。

壁溝 北西コーナー付近の壁下に,部分的に検出されている。上幅18cm,深 さ8cmを 測 り,U字

状に掘 り込まれている。

５

◎
‐鏡

|

Φ
26

125・126S=%

ヽ
ジ

０
，
／

欝
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床 南東側に向かってやや傾斜 している。北西壁下及び竃前面に硬 く締まった良好な床面が遺存

するが,他は不明瞭である。

電 推定プランの北東壁中央部付近に付設されている。竃の北東側三分の一程は,第14号住居跡

によって掘 り込まれており,砂 とロームで構築された両袖の一部が遺存 している。火床は熱を受

け赤変しており,その上面に灰が堆積 している。

ビット 4か所。Pl～ P3(30～ 38× 28～ 30× 16～ 18cm)が主柱穴,P4(38× 35× 21cm)は 出入回の施

設に伴うピットと考えられる。主柱穴は,本来4か所に配置されていたものと思われるが,残る1

か所については,重複遺構によって破壊されてしまったものと考えられる。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器片や須恵器片が少量出土したが,実測可能なものは出上していない。

所見 出土遺物や重複遺構との関連から,平安時代 (8世紀末～9世紀初頭頃)の住居跡と考えられ

る。

第17号住居跡 (第34図 )

位置 調査区の東側A2h8区 を中心に位置 し,南側の傾斜地に面 している。

重複関係 第14～ 16・ 53号住居跡の上面に構築されており,電の煙道部付近及び東壁を第18号住

居跡によって掘 り込まれている。

規模と平面形 3.80× 3.55m程 の方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-85° W。

壁 壁高20cm前後を測 り,外傾 して立ち上がる。北壁及び西壁の北半分については良好に遺存

しているが,他の壁は不明瞭であり,検出することが不可能であった。

床 北側の床面はローム面に構築されており,ほ ぼ平坦で堅緻であるが,南側の床面については,

重複遺構の上に構築されており,一部に貼床の痕跡が認められるものの,不明瞭である。

電 東壁の中央部付近に付設されている。竃の煙道部付近は,第 18号住居跡によって掘 り込まれ

ているため既に遺存 していない。両袖部についても,遺存状態が悪 く,袖部を形成 していたと考

えられるローム混じりの砂が,火床部の両脇の床面上に薄く堆積 し,僅かにその痕跡を留めてい

るにすぎない。

覆上 自然堆積。

遺物 電の底面から土師器の高台付郭(129),覆土下層から土師器の郭(128),鳳凰を形どったと

思われる唐鏡 (135)の 破片が出土している。

所見 出土遺物や重複遺構との関連から,平安時代 (10世紀前半頃)の住居跡と考えられる。
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第18号住居跡 (第34図 )

位置 調査区の東側A2h9区 を中心に位置し,南側の傾斜地に面している。

重複関係 第12。 13。 14・ 17号住居跡の上面に構築されている。

規模と平面形 3.25× 3.15m程 の隅九方形を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N89°―E。

壁 壁高10～ 15cm程 を測 り,外傾 して立ち上がる。北壁及び東・西両壁の一部が僅かに遺存 し

ているにすぎず,南側の傾斜地に向かうほど不明瞭となる。

壁溝 北壁下及び東西両壁下から部分的に検出されてお り,上幅5～ 10cm,深 さ5cmを 測 り,V

字状に掘 り込まれている。本来は電付近を除き,壁下を周回していたものと思われる。

床 ほぼ平坦であり,全体に硬 く締まっている。北壁下及び竃前面の床面は特に堅緻である。

電 亀の造 り替えが行われており,北壁中央部 (旧 ),東壁中央部付近(新 )の 2か所から竃が検出

されている。北壁中央部から検出された篭は,火床部のみが検出されたもので,火床部は壁溝に

よって切られており,人為的に埋め戻され,貼床された痕跡が認められる。東壁中央郡付近から

検出された竃は,天丼部の大半が崩落しているものの,両袖部が良好に遺存 している。両袖部は

砂とロームで構築されており,火床(第 13号住居跡の床面上)は熱を受けレンガ状に赤変硬化 して

いる。火床の上面には灰が堆積 している。

覆上 自然堆積。

遺物 床面や亀内の覆土から,土師器の高台付郭(138)や 土師質土器の皿 (136・ 137・ 139)が出土

している。

所見 出土遺物から,平安時代(11世紀)の住居跡と考えられる。

第17号住居跡出土遺物観察表 (第35図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

杯

土 師 器

A[13.40]

B 3.20
C   8.00

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。日

縁端部は僅かに外反し,稜 をなす。底部回転ヘラ切

り後ナデ調整。内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒褐色

外―にぶい橙色

普通

P105

25%

覆上下層

杯

器

付

顧

台

冑

一島

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

[15.50]

6 40

8,00

1.50

平底で,底部には「ハ」の字状に開く貼り付け高台

が付 く。体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は僅かに外反する。水挽き成形。底部回転ヘラ

削り調整。内面ヘラ磨き後黒色処理。体部内面は主J

離が著しい。

砂粒・スコリア

内一黒褐色

外一橙色

普通

P104

50%

篭底面

遺物

番号
器   種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 床 面 DP34-方 向から穿孔

DP29

覆 土 DP28
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求 状 土 錘 20 1_6 18 50 48 覆 土 DP30 -方向から穿孔

18 17 16 DP31

鏡 現存長(31)現存幅(29)厚さ035 (166) ;%未満 M5 破片,鳳風と思われる文様が見られる。

135

33   134   0              10cm

～134S=% トーーートーー引

○
‐
①

〇
‐Ｑ
ｍ

Ｏ
‐Φ131

第35図 第17号住居跡出土遺物実測図

①
‐
④０３

①
‐
①

132

第18号住居跡出土遺物観察表 (第36図 )

遺物番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

皿

土師質土器

A [10.40]

B   2.30

C [650]

上底気味の平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち

上がる。水挽き成形。底部回転糸切り無調整。

砂粒

橙色

普通

P109

30%

床面

皿

土師質土器

A [11.00]

B   3 40

C  [6.80]

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,中
位に稜をなす。水挽き成形。底部ヘラ削り調整。内

面ナデ調整。

砂粒・スコリア

橙色

普通

P281

30%

床面

高 台 付 郭

土 師 器

陣4.80]

6.70

6 80

1.10

B

D

E

平底で,底部には「ハ」の字状に開く貼 り付け高台

が付 く。体部は下位に稜を有し,外傾した後,内彎

気味に外上方に立ち上がる。□縁部は僅かに外反す

る。水挽き成形。底部及び体部下端ヘラ削り調整。

内面は,ヘ ラ磨き後黒色処理されていたものと思わ

れる。二次焼成。

砂粒・スコリア

・雲母

橙色 (内面は一

部黒褐色)

普通

P97

40%

床面

皿

土師質土器

A [10.60]

B 3.50
C [6703

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部回転糸切り。体部下半手持ちヘラ削

り。国縁部内外面積ナデ調整。

砂粒

淡黄色

普通

P lll

40%

竃内覆土

遺物

番号
器 種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大 長 最大幅 最大厚

支 脚 現存長(11.4)最 大径(101) (7849) 覆 土 DP 32 もろい,摩滅

球 状 土 錘 2.3 DP 36 -方 向から穿孔 ,上下ヘラ調整

16 1_6 13 DP 35      ク

紡  錘  車 50 (302) 床 面 DP 33 内黒の上師器片 を再加工
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第36図 第18号住居跡出土遺物実測・イ拓影図

第19号住居跡 (第 37図 )

位置 調査区の北側A2g5区 を中心に位置する。

重複関係 南東部を,北東から南西方向に走る第2号溝によって掘 り込まれている。

規模と平面形 遺存状態が悪 く東壁及び南壁が不明瞭であるが,主柱穴の配置から一辺3.70m程

の方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 NO°。

壁 壁高10cmを 測る。南壁及び東壁の一部は既に遺存 しておらず,他の壁 も僅かに残存する程

度であり,遺存状態が悪い。

床 南側にやや傾斜 しており,中央部や亀付近に僅かに硬化面が認められるにすぎない。

電 北壁中央部に付設されてお り,壁を外側に25cm程掘 り込み,砂 とロームで構築されている。

天丼部は既に崩落 しているが,両袖部が遺存する。火床は床面を皿状に15cm程掘 り込み,熱を

受け赤変している。焚口から煙道にかけては緩やかに立ち上がる。

打 T
|も い )
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ビット 5か所。配置からPl～ P4(21～ 45× 18～44× 20～ 60cm)が主柱穴,P5(径28cm,深 さ73cm)

が入回の施設に伴うピットと考えられる。

覆上 自然堆積と推定される。

遺物 土師器片や須恵器片が少量出上している。144の上師器の小形甕は,覆土から出上 したも

のである。

所見 出土遺物から,古墳時代後期(6世紀後半～7世紀初頭頃)の住居跡と考えられる。

01

A28.5m

▼
ヽ
Ｏ

Ａ
一

k●‐

げ
一③

Ｌ

Ｂ

一

〆
一

≪ S119 他土ナむ解 lB>
1 暗赤掲色 焼土粒子・炭化粒子少豊。

2 黒掲色 焼土粒子中量,日―ム粒子 。焼土Jヽ ブロック少量。

3 褐色 ローム粒子少量。

4 にぶい赤掲色 焼土粒子・砂多重,ロ ーム粒子・焼上小ブロック少量。

5 暗赤掲色 焼土粒子多量,日 ―ム粒子・焼土小ブロック中量,灰少量。

6 暗赤褐色 焼土粒子多量,日―ム粒子・焼土小ブロック中量。

7 褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・焼土小ブロック少量。

8 明掲色 ローム粒子多量,日 ―ム小ブロック中量,焼土粒子少量。

第37図 第19号住居跡実測図

出土遺物観察表 (第 38図 )

遺物番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

144

甕

器

形

師

小

上

Ａ

Ｂ

[14,00]

(18.30

胴部は内彎 しなが ら上方に立ち上が り,日辺部は

「く」の字状に外反する。日辺部と胴部との境に内

稜を有する。胴部外面縦位・斜位のヘラ削り。日辺

部内外面横位のナデ調整。

砂粒・長石

橙色

普通

P l12

40%

覆上
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第20号住居跡 (第 39図 )

位置 調査区中央部の谷に面 した傾斜地 ,

A2j7区 を中心に位置する。

重複関係 南西部を第3号溝によって,竃の

煙道部付近を第4号土坑によって掘 り込 まれ

ている。

規模と平面形 北西壁及び南西・北東両壁の

一部が僅かに遺存しているにすぎない。電の

位置や遺存する壁の状況から,一辺3.30m前

後の方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-16°―W前後。

第38図 第19号住居跡出土遺物実測図

立ち上がるが,他は不明瞭である。

壁 】ヒ西壁 は壁高 18cm程 を測 り,緩やか に

床 南側に傾斜 しており,亀前面に僅かに硬化面が認められる程度である。

電 北西壁の中央部を外側に46cm程掘 り込んで構築されているが,全体に遺存状態が悪 く,両

袖部及び焼土化 した火床が僅かに残存する程度である。

覆上 部分的に僅かに残る程度であり,堆積状況については不明である。

遺物 北西コーナー付近や亀内から少量の土師器片や須恵器片,管状土錘片が出土 している。.2

点の須恵器の内,146の杯は竃内覆土から,145の 高台付杯は北東コーナー付近の床面から出土 し

たものである。

所見 遺存状態が悪 く全体に不明瞭であるが,出土遺物から平安時代(9世紀中葉頃)の住居跡 と

考えられる。

第21号住居跡 (第41図 )

位置 南側の傾斜地に面した調査区の中央部,A2h5区を中心に位置する。

規模と平面形 短軸方向に主軸を持ち,3.00× 2,70mの 隅九長方形を呈する。

出上遺物観察表 (第40図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

高 台 付 郭

須 恵 器

Ａ

　

Ｂ

[1560]

(5 00)

体部は下位に稜を有し,直線的に外傾する。水挽き

成形。体部下端ヘラ削り調整。

砂粒 。長石

灰白色

普通

■

％

面

Ｐ

２０

床

1/N

須 恵 器

Ｂ

　

Ｃ

(390)

[6 80]

平底で,体部は直線的に外傾する。水挽き成形。底

部外面一定方向のヘラ削り。体部下端手持ちヘラ削

り調整。

砂粒・雲母

灰オリーブ色

普通

P l14

20%

竃内覆土
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照 S120 往上lrr解 おを>
1 にぶい褐色 焼土ブロツク多量,砂中量。

2 黒色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子・砂少量。

3 にぶい赤掲色 焼土粒子多量,炭化粒子・砂少量。

4 にぶい橙色 砂多量,焼土粒子少量。

5 褐色 ローム粒子多量,日 ―ムJヽブロック中量。

6 にぶい褐色 砂多量,焼土粒子中量。

7 にぶい褐色 砂多量,ロ ーム粒子少量。

8 褐色 ローム粒子多量,ロ ームJヽブロック少量。

9 明黄褐色 砂多量。

10 褐色 炭化物・砂中豊,ロ ーム粒子・焼土小ブロック少量。

11 褐色 焼土粒子多量,炭化物中量,ロ ーム粒子少量。

12 掲色 ローム粒子多量,ローム小ブロック少量。

第39図 第20号住居跡実測図

0              10Cm

第40図 第20号住居跡出土遺物実測図

主軸方向 N-3.5生 w。

壁 壁高22cmを 測 り,外傾または緩やかな傾斜で立ち上がる。

床 平坦で,全体に硬 く締まっている。

電 北壁の中央部に付設されている。壁をほとんど外偵1に掘 り込まず,砂・粘土 。ロームで構築

されている。天丼部及び右袖部は遺存 していない。火床は熱を受け赤変しているが,あ まり焼け

ていない。煙道は急傾斜で立ち上がる。

ビット 無し。柱穴は屋外に設けられていたものと思われるが ,ロ ーム面への掘り込みは見られない。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の内黒の不(147)や 高台付皿・高台付不・甑,須恵器,灰釉陶器等の破片が出土 し

ている。

所見 出土遺物から,平安時代 (10世紀前半頃)の住居跡と考えられる。
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ヤン

<R121 上川解Iうと沸

1 褐色 ローム粒子多量,ロ ームJヽ ブロック中量,焼土粒子少量。

2 褐色 ローム粒子多量,日 ―ムブロック・焼土粒子・炭化粒子少曇。

3 黒褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・焼上小ブロック少量。

4 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化物少量。

5 暗赤掲色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

6 掲色 砂多量,ロ ーム粒子中量。

7 褐色 ローム粒子中量。

第41図 第21号住居跡実測図

Ｃ
一

?hlャ
hl

縫 多
rc'

ヽ
C

01
01

C'

m

≪ S121 他土思解Iおι≫

1 掲色 コーム粒子中量,焼土粒子少量。

2 掲色 ローム粒子・焼土粒子・砂中量。

3 掲色 ローム粒子・焼土粒子中量,炭化粒子微量。

4 掲色 ローム糧子中量,焼土粒子少量。

5 掲色 ローム社子・焼土粒子中量。

6 にぶい掲色 焼土粒子・粘土小ブロック・砂中量。

7 褐色 ローム粒子中量,日 ―ム小ブロック・焼土粒子少量。

8 にぶい赤掲色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子中量。

9 掲色 ローム粒子・焼土粒子中量。

10 掲色 ローム粒子中量。

28.2m

出土遺物観察表 (第43図 )

遺物番号 器 種 法 畳 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 時 徴 胎土・色調・焼成 備 考

郭

土 師 器

A [1420]

B   4 40

C [660]

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が り,国

縁部で僅かに外反する。水挽き成形。底部一定方向

のヘラ削り調整。体部下端手持ちヘラ削り調整。内

面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・スコリア

・雲母

内一黒色

外―にぶい黄橙

色

普通

P l15

50%

覆土中層

郭

土 師 器

B  (2 00)

C  720
平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部回転糸切 り後,ヘ ラ削り調整。体部

下端手持ちヘラ削り調整。

砂粒

橙色

普通

P l16

50%

覆土中層

遺物

番号
器 種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

鎌 現存長(75)身幅(25)厚 さ04 (12.6) 覆 土 上 層 M6 先端は丸味を有する。断面三角形
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第42図 第21号住居跡出土遺物実測・拓影図

第22号住居跡 (第43図 )

位置 調査区の北端A2e4区 を中心に位置する。

0              10Cm

重複関係 本跡は第23号住居跡を掘 り込んで構築されている。大半が北西側の調査区外に存在 し

ている。

規模と平面形 一辺4.70m前 後の方形状を呈するものと思われるが,大半力洞円査区外に存在する

ため,規模 。平面形については不明である。

主軸方向 不明。

壁 壁高10cm程 を測るが,全体に不明瞭である。

床 凸凹しており,木の根等の撹乱が見られ,遺存状態が悪い。

電 出土遺物の時期から,亀を付設するものと思われるが,その存在については不明である。

ビット 1か所。Pl(42× 30× 26cm)は,入回の施設に伴うものとも考えられるが明確でない。主

柱穴については不明である。

貯蔵穴 南東壁際に,隅九方形状 (三分の一は調査区外)を呈するものと思われる深さ34cm程の

掘 り込みが検出されてお り,位置や形状から本跡に伴う貯蔵穴と考えられる。

覆上 自然堆積と推定される。

遺物 土師器の郭(150・ 151)や高台付lTh(152)が 出土している。1521よ貯蔵穴から出土したもので

ある。

所見 出土遺物から,平安時代 (10世紀前半頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第44図 )

遺物番号 器   種 法 量 (伽 ) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

郭

土 師 器

Ａ

Ｂ
　
Ｃ

[140∝

4.10

5 10

平底で,体部は内彎気味に立ち上がり,日縁部で僅

かに外反する。水挽き成形。底部一定方向のヘラ削

り。体部下端手持ちヘラ削り調整。内面ヘラ磨き後

黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒褐色

外―にぶい責橙

色

普通

P121

70%

覆上下婚 (一括 )

郭

土 師 器

Ａ
　
Ｂ

Ｃ

[1310]

4 10

[610]

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。底

部一定方向のヘラ削り。体部下端手持ちヘラ削り訓

整。内面ナデ調整。

砂粒・ スコリア

浅責橙色

普通

P122

45%

覆土
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高 台 付 郭

土 師 器

A 18.00
B 750
D 890
E 160

平底で,底部には「ハ」の字状に開く高台が付 く。

体部は外傾して立ち上がり,日 縁部は僅かに外反す

る。水挽き成形。底部回転ヘラ削り調整。体部下端

手持ちヘラ削り調整。内面ヘラ磨き後黒色処理。外

面に煤状の付着物。

砂粒・スコリア

内一黒褐色

外―にぶい橙色

普通

P120

75%

貯蔵穴 (一括 )

遺物

番号
器 種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 55 覆 土 DP37 -方 向から穿孔

17 DP38

《|  口
|

第43図 第22・ 23号住居跡実測図

≪ S122 上壻坪rけとが

' 
暗掲色 ローム粒子中量,日―ム中ブロック少量。

2 暗褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子少量。
3 暗掲色 ローム粒子少量。
4 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック中量。
5 暗褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量。
6 褐色 ローム粒子中量。

2m

線|

監
|

Ｅ
ω
．ω
Ｎ

劇
「

げ
一

Ｃ
一

① ④
153     154

153・154S=Z
0              10Cm

第44図 第22号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第23号住居跡 (第43図 )

位置 調査区の北端A2e4区 を中心に位置する。

重複関係 本跡は第22号住居跡によって掘 り込まれており,その三分の二程は北西側の調査区外

に存在 している。

規模と平面形 一辺4.90m前後の方形状を呈する住居跡と推定されるが,三分の工程が調査区外

に存在するため,規模・平面形については不明である。

主軸方向 不明。

壁 壁高10～ 18cmを測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。遺存状態が悪い。

床 凸凹しており,南東側の一部は段状を呈する。南東側のP2周辺が堅級である。

電 遺物の時期から,竃が付設されているものと思われるが,その存在については不明である。

ビット 5か所。Pl(66× 58× 46cm)・ P3(33× 32X30cm)が 主柱穴,P2(60× 64× 38cm)が出入国の

施設に伴うピットと思われる。P4・ P5については不明である。

貯蔵穴 不明。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の甕(156)や須恵器の甕 (157)・ 甑 (155)が出土している。1571よ床面から出土 したも

のである。

所見 出土遺物から,平安時代 (9世紀後半頃)の住居跡と考えられる。

第24号住居跡 (第46図 )

位置 調査区の北端A2f3区 を中心に位置する。

重複関係 第7号土坑の上面に構築されている。

規模と平面形 竃及び壁の一部が僅かに遺存 しているにすぎず,その一部が調査区外に存在する

ため,規模・平面形については不明である。

出土遺物観察表 (第45図 )

遺物番号 器  種 法 豊 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

甑

須 恵 器

B(1350)
C[14.203

胴部は内彎気味に外上方に立ち上がり,底部に5孔

を穿つ。胴部外面に格子状の叩き目。胴下半部外面

ヘラ削り調整。底部内面の外周はヘラ削り調整。

砂粒・長石・雲

母

灰黄色

普通

P l19

15%

床面及び覆土

甕

土 師 器

[20.10]

(16,70)

Ａ
一　
Ｂ

胴部は内彎気味に上方に立ち上がる。日辺部は「く」

の字状に外反し,日 縁部は外上方につまみ上げられ

ている。口縁部下端に明瞭な稜を有する。日縁部内

外面積ナデ調整。口辺部内外面横位のヘラナデ調整。

胴部内外面ヘラナデ調整。

砂粒・長石・雲

母

にぶい橙色

普通

P l17

20%

Pl覆土,覆土

甕

須 恵 器

(17.80)

[1460]

平底で,胴部は内彎気味に外上方に立ち上がる。胴

部外面に斜位の平行叩き目。胴下半部外面ヘラ削り

調整。胴下半部の内面はヘラナデ調整。

砂粒・スコリア

にぶい赤褐色

普通

P l18

15%

床面
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第45図 第23号住居跡出土遺物実測 。拓影図
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<品 124 土層解ィ浮と>
1 にぶい赤褐色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子中量。
2 掲色 ローム粒子・焼土粒子中量。

3 掲色 ローム粒子・焼土粒子中量,炭化粒子少量。
4 掲色 焼土粒子中量。

5 暗掲色 ローム粒子・焼土粒子少量。

6 黒褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・砂少量。

ア 褐色 ローム粒子中量,ロ ームブロック少量。
8 掲色 ローム粒子多量。

9 暗褐色 ローム粒子少登。

10 暗褐色 ローム粒子多量,日 ―ム中ブロック少量。

11 暗掲色 ローム粒子中量。

12 掲色 日―ム粒子多量。

13 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック中量。

第46図 第24号住居跡実測図

主軸方向 N-92°―E前後と推定される。

壁 部分的に僅かに遺存 しているにすぎない。

床 平坦であるが,電周辺に僅かに硬化面が認められる程度であり,遺存状態が悪い。

竃 推定プランの南東壁中央部付近に付設されている。赤変硬化 した火床の一部と,ロ ームと砂

によって構築された両袖の一部が僅かに遺存 している。

ビット 推定プラン内の2か所に検出されているが,主柱穴は不明である。

覆土 暗褐色または褐色の覆土が僅かに遺存するが,堆積状況については不明である。

遺物 床面から,土師器及び須恵器の郭片が少量出土 している。A2f3区から出土した短頸壺の蓋

(423・ 灰釉陶器 )は,本跡に伴うものとも考えられる。

所見 出土遺物から,平安時代 (9世紀前半頃)の住居跡と考えられる。

第25号住居跡 (第47図 )

位置 調査区の北側A2g4区 を中心に位置する。

重複関係 本跡は,縄文時代早期に位置付けられる第6号土坑及び第9号土坑の上面に構築されて

いる。

規模と平面形 3.52× 3.00m程 の長方形を呈するものと思われる。

主軸方向 N-48° E。

壁 壁高10～ 18cmを 測 り,外傾 して立ち上がる。壁は,北東コーナー付近を除き,全体に遺存

状態が悪い。

床 ほぼ平坦であるが,硬化面が部分的に検出されたにすぎず,遺存状態が悪い。竃の前面には,
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預 S125 カマ ド土
'む

解 3と >
1 褐色 焼土粒子中豊,日 ―ム粒子少量。

2 掲色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子・ロームブロック少量。

3 暗褐色 ローム粒子中量,焼土粒子少量。

4 にぶい掲色 ローム粒子・ロームブロック中量。

5 黒掲色 ローム粒子中量,焼土粒子・焼土小ブロック・灰少量。

A
―-28.7m

第47図 第25号住居跡実測図

竃から掻き出されたものと思われる焼土や炭化物が薄 く堆積 している。

電 北東壁の中央部付近に付設されているが,火床及び両袖の一部が僅かに遺存 しているにすぎ

ない。火床は床面を僅かに掘 り込む程度であるが,熱を受け赤変硬化 している。

ビット 無し。柱穴は屋外に存在 していたものと思われるが,ロ ーム面に達する掘 り込みは検出

されていない。

覆上 自然堆積。

所見 遺存状態が悪 く,遺物が出土 していないため,時期については不明である。

第26号住居跡 (第48。 49図 )

位置 調査区の中央都A2i3区 に位置する。

重複関係 本跡は第28号住居跡を掘 り込み,第29号住居跡の上に貼床をして構築されたものであ

り,さ らに本跡を掘 り込んで第27号住居跡が構築されている。

規模と平面形 短軸方向に主軸を持つ,4.72× 4.50mの I円九方形を呈する。

主軸方向 N-6°―W。

壁 壁高10～ 32cmを 測 り,外傾または緩やかな傾斜で立ち上がる。東壁は不明瞭であるが,南

壁は良好に遺存する。

床 ほぼ平坦であるが,中央部から周囲に向かって僅かに傾斜する。中央部は良く踏み固められ

―-362-



bl h

０ヽ hl

01

≪ S126・ 29 ■居解llt≫

1 褐色 ローム粒子多量。

2 褐色 ローム粒子中量。

3 掲色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量。

4 褐色 焼土粒子少量。

5 掲色 ローム粒子少量。

6 褐色 ローム粒子中量。

7 掲色 ローム粒子中量,ロ ームJヽ ブロック・

焼上独子少量。

8 褐色 ローム粒子・ローム小ブロック中量 ,

焼土粒子少量。

9 掲色 ローム粒子・ロームブロック多量。

S126

A
- 28.4m

176 s!29

SK 5

r

第48図 第26・ 29号住居跡実測図
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④

∬
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一

A 23.4m

≪ S126 籠上
'む

M3と ≫

1 褐色 ローム粒子・砂中量。

2 暗褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・砂少量。

3 暗褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・粘土・砂少量。

4 にぶい掲色 ローム粒子・砂中量。

5 褐色 日―ム粒子中量。

6 褐色 ローム粒子中量,砂少量。

7 掲色 ローム粒子多量,焼土粒子・砂少量。

8 暗褐色 ローム粒子中量,焼土粒子少量。

9 にぶい褐色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック中量。

10 掲色 ローム粒子多量。

第49図 第26・ 29号住居跡鼈実測図

A23.4m

<S129 他土居解Iおと菱

1 褐色 砂中量,ロ ーム粒子少量。

2 褐色 砂多量,焼土粒子中量。

3 掲色 焼土粒子・砂多量。

4 暗赤掲色 続土粒子多量,焼上小ブロック・砂中量。

5 黒掲色 焼土粒子多量,砂少量。

ており,特に堅緻である。第29号住居跡との重複部や中央部を除く周囲の壁際には,貼床が見ら

れる。

電 北壁の中央部付近に付設されており,住居跡の拡張に伴い東側にやや移動(拡張)し,造 り替

えが行われている。亀は屋外に60cm程張 り出し,第 32号住居跡の南壁を掘 り込み砂 とロームで

構築されている。竃の左袖部は,造 り替え(拡張)の際においてもこわさず,再利用されている。

天丼部及び右袖部は遺存 していない。火床は床面を楕円形状に20cm程掘 り込み,熱を受け赤変

硬化 している。焚口から煙道にかけては,な だらかに立ち上がる。

ビット 10か所。Pl～ P4(30～ 40× 26～40× 65～ 70cm)が拡張前の主柱穴,P5～ P8(32～ 36× 25～

28× 52～ 72cm)が拡張後の主柱穴と考えられる。P9・ PЮについては不明である。

覆上 自然堆積。

遺物 須恵器の杯(158)や球状土錘(159)等が出土 している。また,実測不可能な土師器片100点

(甕・高台付杯・鉢等),須恵器片54点 (甕・郭等),灰釉陶器片1点等が出上 している。

所見 本跡は,竃の状況や,検出された主柱穴の配置状況等から,住居の建て替え(拡張)が行わ

れたことが窺われる。実測可能な遺物は少ないが,破片を含めた出土遺物や重複遺構との関連か

ら,平安時代 (9世紀後半頃)の住居跡と考えられる。

Si 29

S126
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出土遺物観察表 (第50図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cnl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

不

須 恵 器

13 00

4.10

5.40

Ａ
　
Ｂ

Ｃ

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部一定方向のヘラ削り。体部下端手持

ちヘラ削 り調整。日縁部内外面に暗掲色の付着物。

砂粒 ,ス コリア

にぶい橙色

普通

P124

80%

床面直上

遺物

番号
器    種

法   量 (cm) 径 重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 篭  覆  土 D P39 上下ヘラ調整

第27号住居跡 (第 51図 )

位置 調査区の中央部B2a3区 に位置す

る。

重複関係 第26号住居跡の南側を掘 り

込み,貼床をして構築されている。

規模と平面形 4.72× 4.50mの 方形を

呈する。短軸方向に主軸を持つ。

主軸方向 N-3°―E。

第50図 第26号住居跡出土遺物実測・拓影図 壁 壁高10cmを 測 り,緩やかな傾斜

で立ち上がる。

床 ほぼ平坦であり,第26号住居跡と重複する中央部よりも北側の床面は貼床されている。中央

部付近は,硬 く踏み固められている。

電 第26号住居跡の覆土を掘 り込み,北東壁の中央部に付設されている。壁を外側に35cm程掘

り込み,砂 とロームで構築されており,天丼部は既に崩落し,両袖部のみが遺存 している。火床

は床面を僅かに掘 り込む程度であるが,熱を受け赤変硬化 している。

ビット 1か所。南壁下中央部付近から検出されたPl(40× 33× 12cm)は ,出入日の施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆上 自然堆積。      ,

遺物 土師器の甕(160)や 須恵器の杯(161),球状土錘 (162)等 が出土 している。1611ま 床面,160

は床面直上から出土 したものである。

所見 出土遺物や重複遺構 との関連から,平安時代(9世紀後半頃)の住居跡と考えられる。

◎
|

⑬ 59

S=%
10Cm
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げ
一

Ｃ
一

A28.4m

第51図 第27号住居跡実測図

第52図 第27号住居跡出土遺物実測・拓影図

S127 亀土
'U解

「純>
暗褐色 ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロック少量。

暗褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭イと粒子少量。

掲色 ローム粒子・砂少量。

褐色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

褐色 ローム粒子少量。

掲色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量。

晴掲色 ローム粒子多量,焼土粒子中量。

褐色 ローム粒子中量,焼土拉子少量。

にぶい掲色 ローム粒子・焼土粒子・砂少量。

♀    !     lm

0           10Cm

∬
一

①
‐０
・６２】

ツ

〃

咄

Ⅵ

Ｈ

‐６０

出土遺物観察表 (第52図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

甕

土 師 器

A [18.00]

B  (4,80)

口辺部は「く」の字状に外反し,日縁部は外上方に

つまみ上げられている。口縁部内外面及び口縁部下

端に稜を有する。内面に輸積み成形痕を残す。

砂粒 。長石・雲

母

にぶい橙色

普通

P125

5%

床面直上

杯

須 恵 器

B (1.50)

C  5.00
平底で,体部は直線的に外傾 して立ち上がる。水挽

き成形。底部一定方向のヘラ削り。体部下端手持ち

ヘラ削り調整。

砂粒 。長石

灰白色

普通

P128

25%

床面
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遺物

番号
器 種

法   量 (cln) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 100 床 面 DP40 -方向から穿孔 ,ヘ ラ調整

第28号住居跡 (第 53図 )

uJI

げ
一

0         1m
l― ト

ー

|A28.4m

Ｂ
一

S128 土層解説≫

暗褐色 ローム粒子 。ロームJヽブロック中量。

掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小・中ブロック少量。

褐色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック中量。

掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量。

∬
一

聰 S128 亀土層解説 >
1 褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂少量。

2 暗赤褐色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子・焼上小ブロック

中量。

3 極暗掲色 ローム粒子・焼上粒子中豊。

4 暗褐色 目―ム粒子中量。

5 掲色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂中量。

6 暗褐色 ローム粒子・焼上粒子中量。

ア 暗掲色 ローム粒子・焼土粒子・砂中量。

8 暗褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量。

9 褐色 ローム粒子少量。

10 暗褐色 ローム粒子中量,焼土粒子少量。

11 掲色 ローム粒子・焼土粒子中量。

12 暗掲色 ローム粒子・焼土粒子中量。

13 褐色 ローム粒子多量。

14 暗赤掲色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子中量。

15 極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量。

16 褐色 ローム粒子中量,焼土粒子少量。

17 暗褐色 ローム粒子・焼上粒子中量,ロ ーム小ブロック

少量。

18 褐色 ローム粒子多量,焼土粒子少量。

19 にぶい赤掲色 ローム粒子・焼土粒子・砂少量。

20 褐色 ローム粒子中量,焼土粒子少量。

21 掲色 ローム粒子多量。

≪

第53図 第28号住居跡実測図
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位置 調査区の中央部A2i3区 を中心に位置する。

重複関係 本跡は第32号住居跡の上面に構築されており,南東側の壁・床を掘 り込んで第26号・

29号住居跡の亀が構築されている。

規模と平面形 4.17× 4.12mの 隅九方形を呈する。

主軸方向 N-12°―W。

壁 壁高12cm程を測 り,外傾または緩やかな傾斜で立ち上がる。

壁溝 南東壁下及び南西壁下の中央部付近を除き,検出されている。上幅15～ 20cm,深 さ10cm

を測り, U字状に掘 り込まれている。

床 やや凸凹しており,中央部及び亀前面が特に堅級である。

篭 北西壁の中央部付近に付設されており,壁 を外側に45cm程掘 り込み,砂 とロームで構築さ

れている。天丼部は既に崩落しているが,両袖部が比較的良好な状態で遺存 している。火床は底

面を皿状に18cm程掘 り込み,熱を受け赤変硬化 している。焚口から煙道にかけては,緩やかに

立ち上がっている。

ビット 3か所。竃西側の北壁下から検出されたPl(径55cm,深 さ56cm)は 貯蔵穴の可能性 も考え

られる。P2° P3は いずれも小穴である。柱穴は屋外に存在 していたものと思われるが,ロ ーム面

に達する掘 り込みは検出されていない。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の郭 (164。 167)。 高台付郭 (166)。 蓋 (168),須 恵器の味 (165)・ 蓋 (169)。 横瓶

(163),鎌 (170)等が出土 している。166の高台付郭は北西壁際の床面から出上 したもので,底部

外面に墨書「東」が見られる。

所見 出土遺物や重複遺構との関連から,平安時代(9世紀後半頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第54図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備  考

瓶

器首
心

横

須

B (16 50) 横長の球形状 (ラ グビーのボール状)を呈する体部

に,短 く外反する国頸部が付くものと思われる。輪

積み成形。体部の両狽!面 を円形の粘土板で閉鎖して

いる。体部内面横ナデ調整。外面は平行叩き目調整。

部分的に自然釉が掛かる。

砂粒・長石・灰

白色

(釉)褐灰色

普通

P130

30%

床面・覆土下層

杯

土 師 器

A [1380]

B 420
C 520

平底で,体部は器厚を一定に保ちながら内彎気味に

外上方に立ち上がる。水挽き成形。底部回転糸切 り

後,一定方向のヘラ削り調整。体部下端手持ちヘラ

削り調整。内面ナデ調整。内外面に煤状の付着物。

粒

色

通

砂

橙

普

スコリア P135

60%

電内覆土

杯

須 恵 器

A 1490
B 520
C 590

平底で,体部は器厚を一定に保ちながら,外反気味

に外上方に立ち上がる。水挽き成形。底部回転ヘラ

切り後,不定方向のヘラ削り調整。体部下端手持ち
ヘラ削り調整。

砂粒・長石・雲

母

灰白色

普通

P87

80%

南西壁下・覆土

下層
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第54図 第28号住居跡出土遺物実測・拓影図
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高 台 付 不

土 師 器

A[1310]
B   4 70

D 590
E  O.40

平底で,底部には直下に廷びる短い貼り付け高台が

付く。体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,国 縁

部で僅かに外反する。水挽き成形。底部及び体部下

端は回転ヘラ削り調整。内面はヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒褐色

外一浅責橙色

普通

P134

60%

底部外面に墨書

(「東」)

北西壁際床面

lIN

土 師 器

A [1540]

B   3 40

C 640

平底で,体部は直線的に大きく外傾して開き,日 縁

部で僅かに外反する。水挽き成形。底部一定方向の

ヘラ削り調整。体部下端手持ちヘラ削り調整。内面

の体部下端ナデ調整。

砂粒・長石

にぶい赤褐色

普通

P136

25%

床面

蓋

土 師 器

A [1580]

B 3.40
F 320
G  060

天丼頂部は平坦で,中央に上面が浅く窪む扁平なつ

まみが付 く。天丼部は九味を帯び,中 位から回縁部

にかけてなだらかに延び,日 縁部付近で平坦となる。

天丼部中位は回転ヘラ削り調整。内面はヘラ磨き後

黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒色

外一橙色

普通

P137

65%

床面

蓋

須 恵 器

A 17.20

B 430
F 340
G  140

天丼部はやや丸味を持ち,中 央部に擬宝珠つまみが

付く。天丼部は中位に膨らみを持ち,反 り気味に下

降する。水挽き成形。天丼頂部は回転ヘラ削り調整。

砂粒・長石

責灰色

普通

P138

25%

床面・覆土下層

遺物

番号
器 種

法   量 (cm) 了し 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

鎌 現存長(212)身幅38 厚さ05 床 面
M7 先端は九味 を持つ。棟 と刃が同様 にカー

ブする。茎部 を折 り曲げている。

第29号住居跡 (第48。 49図 )

位置 調査区の中央部A2i4区 を中心に位置する。

重複関係 本跡の竃は第28。 32号住居跡を掘 り込んで構築されており,中央部から西狽Jにかけて

の床・壁を第26号住居跡によって,東壁を第5号土坑によって掘 り込まれている。

規模と平面形 竃の位置や遺存する壁の状況から,一辺3.25m程 の方形状を呈する住居跡と推定

される。

主軸方向 N3°一W前後と推定される。

壁 壁高10～ 20cmを 測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。北壁及び南東コーナー付近の壁は比較

的良好に遺存するが,他の壁は遺存 していない。

床 遺存 している床はほぼ平坦で,竃付近に硬化面が残る。

電 北壁の中央部付近に付設されており,壁 を外側に66cm程掘 り込み,砂 とロームで構築され

ている。天丼部は既に崩落しているが,袖の一部が僅かに残存 している。火床は熱を受けレンガ

状に赤変硬化 し,焚日から煙道にかけては緩やかな傾斜で立ち上がっている。

ビット 本跡に伴うピットは検出されていない。柱穴は屋外に存在 していたものと思われるが,

ローム面に達する掘 り込みは検出されていない。

覆上 自然堆積。
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遺物 土師器の甕(171・ 173),小形甕(172・ 174),鉢 (176)や須恵器の郭(175),刀 子の断片等が

出土 している。上記の土器は,いずれも亀内から出土 したものである。

所見 本跡は,出土遺物や重複遺構 との関連から,第 26号住居跡よりも古い平安時代 (9世紀後半

頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第 55・ 56図 )

第30号住居跡 (第57図 )

位置 調査区の北西側A3f5区 に位置する。

規模と平面形 3,14× 3.00mの隅九方形を呈する。

主軸方向 N13°―E。

壁 壁高22～ 30cmを 測り,タト傾または垂直に近い傾斜で立ち上がる。遺存状態は良好である。

壁溝 壁下を全周し,上幅15～ 20cm,深 さ8cmを 測 り, U宇状に掘 り込まれている。

床 ほぼ平坦であり,全体に良く踏み固められている。中央部付近,電前面が特に堅緻である。

遺物番号 器  種 法 量 (cnl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

甕

土 師 器

A 1820
B 32.30

C 720

平底で,胴部は長胴を呈し内彎しながら上方に立ち

上がり,上位に最大径を持つ。日辺部は「く」の字

状に外反し,口 縁部は外反気味に外上方につまみ上

げられている。日縁部は段状を呈し,内外面に稜を

有している。胴部外面ヘラナデ調整。日辺部内外面

積ナデ調整。内外面に輪積み成形痕が残る。二次焼

成。

砂粒・長石・雲

母

明赤褐色

普通

P139

80%

電底面 (横位 )

172

小 形 甕

土 師 器

A 1500
B 1300
C 750

平底で,胴部は内彎 しながら上方に立ち上がり,上

位に最大径を持つ。日辺部は「く」の字状に外反し,

国縁部は直立した後端部が上方につまみ上げられて

いる。輪積み成形。胴部外面は,中央から下半部に

かけて,斜位または横位のヘラ削り調整。日辺部内

外面横ナデ調整。胴部の内外面に輸積み成形痕が残

り,底部には木葉痕が見られる。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

P140

70%

竃 内覆土 (一括 )

173

奏

土 師 器

A[21.40]

B (19 60)

胴部は内彎しながら上方に立ち上がり,日 辺部は外

反し,口縁部は上方につまみ上げられている。日縁

部下端に明瞭な稜を有する。1同部外面ヘラ削り。日

辺部内外面横ナデ調整。二次焼成を受け,器表面は

部分的に剰離している。

砂粒・長石

橙色

普通

P141

30%

竃内覆土

小 形 奏

土 師 器

B(13.00)

C 750
平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。輪

積み成形。胴下半部外面ヘラ削り。内面ヘラナデ調

整。底部に木葉痕。

砂粒 。長石

にぶい橙色

音通

P143

20%

竃底面 (逆位)

郭

須 恵 器

A 13.60
B 4,70
C 550

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,端

部はやや丸味を持つ。水挽き成形。底部一定方向の

ヘラ削り調整。体部下端手持ちヘラ削り調整。

砂粒・長石・ス

コリア

橙色

普通

P144

70%

竃内覆土

鉢

土 師 器

A[24.00]

B  18 30

C[1280]

胴部は内彎気味に外上方に立ち上がり,口縁部は僅

かに外反する。□縁部と体部との境に稜を有する。

胴上半部外面横ナデ。胴下半部外面横位のヘラ削り

調整。内面ヘラ磨き調整。二次焼成を受けている。

砂 粒・ ス コ リ

ア・雲母

橙色

普通

P142

15%

電内覆土

-371-



uto o}           o

ツ

／

＝

ゝ

逃



竃 北東壁の中央部に付設され

てお り,壁 を外側に55cm程掘

り込み,ロ ームと粘土で構築さ

れている。天丼部は既に崩落し

ているが,両袖部が比較的良好

に遺存 している。火床は床面を

僅かに掘 り込む程度であるが,

火床及び油部内面は良く熱を受

け,レ ンガ状に赤変硬化 してい

る。火床底面には灰が堆積 して

いる。焚口から煙道にかけては,

なだらかに立ち上がっている。

ローム面に達する掘 り込みは検出

0           10Cm

第56図 第29号住居跡出土遺物実測図 (2)

ビット 無 し。柱穴は屋外に存在 していたものと思われるが,

されていない。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の小形甕 (177・ 178)や須恵器片等が出上している。177・ 178は,いずれも竃内の覆

土から出土したものである。

所見 本跡は,出土遺物から平安時代(9世紀後半頃)の住居跡と考えられる。

第31号住居跡 (第 59・ 60図 )

位置 調査区の北西側A2gl区 を中心に位置する。

規模と平面形 一辺7.16mの方形を呈する。

主軸方向 N l12°―W。

壁 壁高15～ 30cmを 測 り,外傾または緩やかな傾斜で立ち上がる。遺存状態は良好である。

出土遺物観察表 (第 58図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cHl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

器

形

師

小

土

E1350]

(9 50)

Л同部は内彎気味に上方に立ち上がり,El辺部は「く」

の字状に外反し,日 縁部は外上方につまみ上げられ

ている。内面ヘラ削り調整。二次焼成。

砂粒・長石・雲

母

橙色

普通

、P145

20%

竃内覆土

甕

器

形

師

小

土

(9.40)

6 80

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。輪

積み成形。胴下半部外面ヘラ削り調整。内面ヘラナ

デ調整。底部に木葉痕。二次焼成。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

P146

20%

竃内覆土
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01

A28.5m 〆
一

B'Ｂ
一

≪ $130 上|」 解Iおt≫

1 暗掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小・ 中ブロック中量,焼上粒子・

炭化粒子少量。

2 暗褐色 ローム粒子・ ローム小・ 中ブロック中量。

3 暗掲色 ローム粒子・ローム小ブロック中量。

4 暗掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小・ 中ブロック・砂少量。

5 極暗掲色 ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子中量。

6 褐色 ローム粒子中量,日 ―ム小・中ブロック少量。

7 褐色 ローム粒子・ロームJヽブロック中量。

8 明褐色 ローム粒子・ローム中 。大ブロック中量。

≪ S130 他 i層解説>
1 褐色 粘土粒子中量,ロ ーム粒子少量。

2 明掲色 粘土粒子多量。

7    8
6

n    ~
掲色 ローム粒子中量。

赤掲色 焼土粒子・粘土粒子多量。

掲色 粘土粒子中量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子少量。

褐色 焼土粒子中量。

黒掲色 ロームJヽ ブロック少量。

褐色 粘土粒子少量。

にぶい赤褐色 焼上粒子・粘土粒子多量。

褐色 ローム小ブロック・焼土粒子少量。

第57図 第30号住居跡実測図

床 平坦で,全体に硬 く締まっている。

電 南西壁の中央部よりも南コーナー寄 りに付設されており,壁をほとんど掘 り込まずに砂と粘

土・ロームで構築されている。天丼部は崩落しているが,両袖部が良好に遺存 している。火床は

床面を15cm程皿状に掘 り窪め,熱 を受け赤変硬化 している。焚日から煙道にかけては,なだら

かに立ち上がっている。

ビット 4か所。Pl～ P4(34～ 50× 30～ 43× 54～ 68cm)は いずれも主柱穴であり,ほ ぼ同規模 。同

深度を有 している。主柱穴は,柱間がいずれも4。 lm程で,規則的に配置されている。

貯蔵穴 竃の南東側に当たる北西コーナーに付設されている。平面形は114× 85cmの 隅九長方形

を呈し,ほぼ垂直に80cm程掘 り込まれている。底面は平坦である。

覆上 自然堆積。
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第58図 第30号住居跡出土遺物実測・拓影図

0              1ocm

遺物 住居跡の中央部付近に集中し,土師器の甕(179・ 180)・ 小形甕(181・ 183)・ 鉢(185)。 甑

(182・ 184)。 必 (186～ 199)や 支脚 (232),球】犬土錘 (200～ 229),管状土錘が出土 している。赤彩さ

れた土師器の郭 (199)|よ ,貯蔵穴及び覆土下層から出土 した破片が接合したものであり,198の邪

は亀内覆土から出土 したものである。

所見 本跡は,出土遺物から古墳時代後期(6世紀後半頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第61～64図 )

力

″
↓

器 勁

遺物番号 器   種 法 量(cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

土 師 器

A 22.40

B  38.60

C 10,30

平底で,底部は小さく不安定であり,やや下方に突

出している。胴部は内彎 しながら立ち上が り,中央

よりやや下位に最大径を有する。日辺部は大きく外

反して立ち上がる。胴部外面ヘラ削り後,ヘ ラナデ

調整。口辺部内外面ヘラナデ調整。口辺部内外面に

ハケロ状の擦痕が明瞭に残る。

砂粒・長石・雲

母

明責掲色

普通

P147

70%

篭土中・下層

甕

土 師 器

A[22.00]

B (12.70)

胴上半部は内彎して立ち上がり,日 辺部は緩やかに

外反し,口 縁部は外上方につまみ上げられている。

胴部は縦位のヘラ磨き,日縁部内外面は横ナデ調整。

全体に摩滅している。

砂粒 ,長石・雲

母

浅黄橙色

普通

P148

20%

覆土中層

小 形 甕

土 師 器

A [13.40]

B  14.50

C  640

平底で,底部は器肉力剌享い。胴部は内彎 しながら上

方に立ち上がり,中 位に最大径を持つ。日辺部は外

反して立ち上がる。二次焼成。

砂粒 。長石

にぶい赤褐色

普通

P151

45%

覆土中層

甑

土 師 器

B(11.10)

孔径[9,20]

体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。底部無底の

単孔式の甑片。輪積み成形。胴下半部内外面ヘラナ

デ調整。

砂粒・雲母

橙色

普通

P167

10%

覆土中層

甕

器

形

師

小

土

B (15.20)

C 660
不安定な平底で,胴部は内彎しながら上方に立ち上

が り,中 位に最大径を持つ。国辺部は緩 く外反して

立ちあがる。内外面とも摩滅が進行。胴部外面はヘ

ラナデ調整と思われる。二次焼成。外面に煤状の付

着物。

砂粒

橙色

普通

P150

70%

覆土中 。上層
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kl

聰 S131 :r)む 解I純 >
1 褐色 ローム粒子・焼土粒子多量。

2 暗褐色 ローム粒子多量。

3 褐色 ローム粒子多量,焼上粒子少量。

4 黒掲色 ローム粒子多量,焼土粒子少量。

5 掲色 ローム社子多量,焼土粒子中量。

6 掲色 ローム粒子多量。

フ 明褐色 ローム小ブロック中量,日 ―ム粒子少量。

8 褐色 ローム粒子中量。

9 褐色 ローム粒子中量。

E
0
ω
劇

く
|

≪ S131 貯 txク(上将解説 >
掲色 ローム粒子多量,焼土粒子少量。

褐色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子少量。

褐色 ローム粒子少量。

褐色 ローム粒子少量,焼土粒子微量。

掲色 ローム粒子・焼上粒子少量。

暗褐色 ローム小ブロツク中量。

掲色 ローム粒子 。ローム小ブロック・

焼土粒子少量。

嗜掲色 ローム小ブロック中量。

げ
一

Ｄ
一

0         1m
l-1-|

第59図 第31号住居跡実測図

≪ S131 他上婚肝,3と ≫

1 褐色 ローム粒子多量,日 ―ム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量。

2 暗掲色 ローム粒子多量,同 一ムJヽ ブロック中豊,焼土粒子少量。

3 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・砂少量。

4 褐色 ローム粒子中量。
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第60図 第31号住居跡遺物出上位置図

-377-―



甑

土 師 器

B (20 60)

孔径 5,80

無底式の甑で,底部は筒抜けである。胴部は内彎気

味に外上方に立ち上がる。胴部外面縦位のヘラ削り。

胴部下位斜方向のヘラ削り。胴部下端の内外面,横
位のヘラ削 り調整。内面ヘラナデ調整。

砂粒・長石

明掲色

普通

P152

50%

覆土中・上層

鉢

土 師 器

A 15.40

B   8 50

C   6 40

平底で,体部は内彎しながら外上方に立ち上がり,

回縁部は緩く外反する。国縁部と体部との境に弱い

稜を有する。底部外面ヘラ削り。体部外面ヘラ削り

後ヘラナデ。口縁部内外面積ナデ。内面ヘラナデ調

整。体部外面は部分的に剥離。

砂粒 ,長石・雲

母

橙色

普通

P169

95%

覆土中層 (正位 )

杯

土 師 器

A 1240
B   4 00

扁平な九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日縁部は内傾する。口縁部と体部との境にシャー

プな稜を有する。体部から底部にかけての外面,ヘ
ラ削り後ヘラナデ。口縁部内外面ヘラ磨き。内面放

射状のヘラ磨き調整。二次焼成。

砂粒・雲母

内―にぶい赤褐

色

外一黒色

普通

P154

95%

覆土中層

杯

土 師 器

A 1500
B  4 10

丸底で,体部は器厚を増しながら内彎気味に外上方

に立ち上が り,日縁部は器厚を減じ僅かに内傾する。

体部から底部にかけての外面ヘラ削り後ヘラナデ。

口縁部内外面横ナデ,内面ナデ調整。器面は摩減が

進行。

砂粒

にぶい橙色

普通

P155

70%

覆土中層 (正位 )

杯

土 師 器

A 1280
B 400

扁平な丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日縁部は内傾する。国縁部と体部との境にシャー

プな稜を有する。体部から底部にかけての外面,ヘ
ラ削り後ヘラナデ。口縁部外面及び内面ヘラ磨き調

整。摩滅が進行。

砂粒

明褐灰色

普通

P157

70%

覆土中・下層

杯

土 師 器

A [12.20]

B   4 20

丸底で,体都は内督気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は内傾する。日縁部と体部との境にシャープな

稜を有する。体部から底部にかけての外面ヘラ削り

後ヘラナデ調整。口縁部内外面横ナデ調整。内面ヘ

ラ磨き調整。

砂粒

橙色

普通

P159

60%

覆上下層～上層

杯

土 師 器

A 1300
B 470

九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日
縁部は直線的に内傾する。回縁部と体部との境に

シャープな稜を有する。体部から底部にかけての外

面,ヘ ラ削 り後ヘラナデ調整。口縁部外面横ナデ調

整。口縁部から体部周縁にかけての内面横ナデ調整。

内面黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒色

外一極暗赤褐色

普通

P170

95%

覆土中層 (正位 )

杯

土 師 器

A[1280]
B 430

扇平な九底で,体部は内彎気味に外傾して立ち上が

り,口縁部は内傾する。□縁部と体部との境にシャー

プな稜を有する。体部から底部にかけての外面ヘラ

削り。口縁部外面横ナデ。内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒 。長石・雲

母

内一黒褐色

外―にぶい黄橙

色

普通

P156

60%

覆土中・下層

lTN

土 師 器

A[1360]
B 470

扁平な九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日 縁部は内彎気味に上方に立ち上がる。口縁部

と体部との境にシャープな稜を有する。体部から底

部にかけての外面ヘラ削り後ヘラナデ調整。日縁部

内外面横ナデ調整。内面ナデ調整。

砂粒

橙色

普通

P164

40%

覆土上層

郭

土 師 器

A 1450
B   4.40

扁平な丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日 縁部は直線的に僅かに外傾する。日縁部と体

部との境に稜を有する。体部から底部にかけての外

面,ヘ ラ削り後丁寧なヘラナデ調整。国縁部外面及

び内面ヘラ磨き調整。

砂粒・雲母

内一褐色 (1/2

は黒褐色)

外―にぶい赤褐

色

普通

P153

95%

覆土中層 (正位 )
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lTN

土 師 器

A  13.00

B   5 50

丸底で,体部は半球形を呈し,内彎しながら外上方

に立ち上がる。日縁部から底部にかけての外面ヘラ

削 り後ヘラナデ調整。内面ヘラ磨き後,日 縁部をナ

デ調整。内外面赤彩。体部外面に煤状の付着物。

砂粒

内一赤色

外一暗赤褐色

良好

P161

95°/9

南西壁際覆土

中層

不

土 師 器

A 1380
B 530

丸底で,体部はやや九味を持ちながら外傾して立ち

上が り,日縁部は僅かに外反して開く。日縁部と体

部との境には内外面に稜を有し,内 面は緩い階段状

となる。体部から底部にかけての外面ヘラ削 り。

口縁部外面横ナデ調整。内面はヘラ磨き後 口縁部を

横ナデ調整。

砂粒 ,雲母

暗赤褐色

良好

P163

70%

覆土中・下層

杯

土 師 器

A [1440]

B 470
九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は僅かに外反する。底部から体部にかけての外

面,ヘ ラ削り後ヘラナデ調整。口縁部内外面横位の

ナデ調整。

砂粒・スコリア・

雲母

明赤褐色

普通

P158

65%

覆土中層

杯

土 師 器

A 1320
B   5 40

九底で,体部はやや丸味を持ちながら外傾 して立ち

上がり,日 縁部は僅かに外反して開く。日縁部と体

部との境には,内外面に稜を有する。体部から底部

にかけての外面粗いヘラ削り。日縁部外面横ナデ調

整。内面はヘラ磨き後,国 縁部を横ナデ調整。

砂粒・雲母

暗赤褐色

良好

P162

70%

覆土中層 (正位 )

不

土 師 器

A 1420
B   (5,00)

九底を呈するものと思われ,体部は内彎気味に外上

方に立ち上がり,国 縁部は外傾する。器面は摩滅が

進行しているが,内外面にヘラ磨き調整痕が残る。

また,体部内面及び□縁部外面の一部に赤彩の痕跡

が認められる。

砂粒・長石・雲

母

橙色

普通

P160

60%

竃内覆土

不

土 師 器

A [13 80]

B   (4 90)

九底を呈するものと思われ,体部は内彎気味に外上

方に立ち上が り,日 縁部は外反する。口縁部と体部

との境に稜を有する。内外面にヘラ磨き後赤彩が施

されている。器面は全体に摩滅が著しい。

砂粒・スコリア

赤色

普通

P165

30%

南 西 側 覆 上 下

層・貯蔵穴内覆

土

遺物

番号
器 種

法   畳 (cn) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 3.2 27 覆 土 DP42 上下ヘラ調整

3.3 2.9 覆 上 下 層 DP43

202 覆 土 DP44

70 覆 土 上 層 DP45

32 31 27 覆 土 中 層 DP46     ク

30 2,9 覆 土 DP47     //

27 2.6 27 DP58   ク    ,両方向から穿孔

27 255 DP48    //

3.2 DP50

31 3.0 70 DP51

8.0 231 DP52 ヘ ラ調 整

31 25 95 覆 上 下 層 DP59 上下ヘラ調整

覆 土 上 層 DP64

3.3 (2.8) (300) 覆 土 DP68

(295) DP67   ″   .一 部久損

23 覆 上 下 層 DP62 上下・表面ヘ ラ調整
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球 状 土 錘 覆 土 DP60 上下ヘラ調整

DP61

DP49

床 面 DP55   ク   ,両 方向から穿孔

覆 土 DP56

3.2 25 225 床 面 DP53 -方向から穿子し

222 2.7 覆 土 中 層 DP54 上下ヘラ調整

27 151 DP57 -方向から穿孔

224 DP65 上下ヘラ調整

225 25 2.2 100 覆 土 上 層 DP63

25 貯 蔵 穴 覆土 DP69   ク   ,両 方向から穿孔

227 22 1.5 覆 土 DP66

2.2 覆 土 上 層 )P70

229 2.7 2.7 (16.2) 竃  覆  土 DP71 表面の一部剖離

管 状 土 錘 (77) (88.1) 覆 上 中 層 DP76 表面に指ナデ痕 ,指頭痕

(120) (1405)

232 支 脚 残存長(10.7)最 大幅(64) (328.0) DP78 粘土塊から成形
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第61図 第31号住居跡出土遺物実測図 (1)



0              10Cm

第62図 第31号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第63図 第31号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第64図 第31号住居跡出土進物実測図 (4)
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第32号住居跡 (第 65図 )

位置 調査区の中央部A2i3区 を中心に位置す

る。

重複関係 本跡を掘 り込み第28号住居跡が構

築されている。

規模と平面形 検出された壁溝の状況から,

一辺4.15m程の方形状を呈する住居跡と推定

される。

主軸方向 不明。

壁 遺存していない。

壁溝 東側及び西側の壁溝の一部が検出され

ている。上幅10～ 25cm,深 さ5cm程を測る。

床 不明。

A28.3m 〆
一

電 推定プランの東側中央部付近から焼土が

検出されており,竃の火床の痕跡とも考えら

れるが,明 らかでない。          第65図 第32号住居跡実測図

覆上 堆積状況は不明である。

所見 壁溝が僅かに検出された程度で,出土遺物もなく,時期については不明であるが,重複遺

構との関連や規模等から,奈良時代末から平安時代初頭頃(8世紀末～9世紀初頭頃)の住居跡と考

えられる。

第33号住居跡 (第 66図 )

位置 調査区の北西側A2i2区 を中心に位置する。

重複関係 第34・ 37号住居跡を掘 り込み,第34号住居跡の北西側上面に貼床をして構築されてい

る。

規模と平面形 5。 10X3,75mの 隅丸長方形を呈する。

主軸方向 N-76°―E。

壁 壁高10～ 18cmを 測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。全体に遺存状態が悪 く,南東壁につい

てはコ‐ナー部を除き確認できなかった。

壁溝 北西及び南西壁下から部分的に検出されているが,掘 り込みが浅 く不明瞭である。

床 平坦であり,中央部から亀前面にかけて硬化面が認められる。第34号住居跡と重複する南東

側の床は貼床である。
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電 北東壁中央部付近に付設されてお り,壁を外側に18cm程掘 り込み,砂 とロームで構築 し,

袖部に補強材 として雲母片岩を使用 している。竃中央部が大きく撹乱を受けているため,遺存状

態が悪い。

覆上 自然堆積 と思われる。

遺物 土師器の甕(233)・ 郭(234・ 墨書土器 )。 高台付杯(235。 238,240)・ 高脚高台杯(236・ 237・

239),須恵器の甕,球状土錘,砥石,不明鉄製品等が出土 している。236の高脚高台杯,233の 上

師器の甕は電内覆土から,235。 238,240の高台付杯は床面から出土 したものである。

所見 本跡は,出土遺物から平安時代(11世紀 )の住居跡と考えられる。

上
'い

解説 >
ローム粒子・ ローム小ブロック多量。

ローム粒子多量,ロ ームブロック中量。

ローム粒子・ローム小ブロック多量。

ローム粒子多量,ロ ーム小・中ブロック中量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量。

ローム粒子多量,日 ―ム小ブロック中量。

ローム粒子多量,ロ ームブロック・焼土ブロック

ローム粒子多量,日 ―ム小ブロック少量。

ローム粒子・ロームJヽブロック中量。

ローム粒子多量。

往土層解3と >
ローム粒子・ ローム小ブロック中量。

ローム粒子多量・ ローム小ブロック中量。

ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量。

げ
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第66図 第33号住居跡実測図
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出土遺物観察表 (第67図 )

遺物番号 器   種 法 量 (cnl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

甕

土 師 器

A[2560]
B (680)

日辺部は「くJの字状に外反し,日縁部は僅かに内

上方につまみ上げられている。国辺部内外面ナデ調

整。

砂粒・雲母

橙色

普通

P171

5%

竃内覆土

郭

土 師 器

B   (1 00)

C [760]
底部片。内面ヘラ磨き後黒色処理。底部外面ヘラ削

り後ヘラナデ調整。

雲母

内一黒色

外―浅責橙色

普通

P178

10%

底都外面に墨書

覆土

高 台 付 ITN

土 師 器

A 15.40
B 620
D 760
E   1 40

平底で,底部には「ハJの字状に開く貼り付け高台

が付 く。体部は内管しながら外上方に立ち上がる。

水挽き成形。底部回転ヘラ切り。体部下端手持ちヘ

ラ削り調整。内面はヘラ磨き後黒色処理されていた

ものと思われるが,二次焼成を受け不明瞭。

砂粒・雲母

内一明黄褐色

外一浅黄橙色

普通

P172

90%

床面,覆土

236

高脚高台杯

土 師 器

A [1540]

B 630
D 800
E 230

平底で,底部には「ハ」の字状に開く高脚の貼 り付

け高台が付 く。体部は内彎気味に外傾して立ち上が

り,日 縁部は僅かに外反し端部に丸味を持つ。水挽

き成形。

砂粒・スコリア

橙色

普通

P174

60%

北東壁際覆上下

層,電内覆土

高脚高台杯

土 師 器

A 1600
B   6 20

D 830
E 2.20

平底で,底部には「ハ」の字状に開く高脚の貼り付

け高台がイ寸く。体部は内讐気味に外上方に大きく開

いて立ち上がる。水挽き成形。底部回転ヘラ切り。

体部下半回転ヘラ削り調整。

砂粒・雲母

橙色

普通

P173

85%

北東壁際覆上下

層 (正位 )

238

高 台 付 郭

土 師 器

A 1000
B 340
D 520
E   l,10

小形の不。平底で,底部に「ハJの字】大に開く貼り

付け高台が付 く。体部は内彎気味に外上方に立ち上

がる。水挽き成形。底部回転ヘラ切 り。体部内面は,

ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・長石・雲

母

内一黒色

外― にぶい橙色

普通

P180

100%

床面 (逆位 )

高脚高台杯

土 師 器

A 1500
B   (5 30)

E (170)

平底で,底部には「ハ」の字状に開く高脚の貼 り付

け高台が付 く。体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日 縁部は僅かに外反し端部に九味を持つ。水挽

き成形。底部回転ヘラ切 り。体部下半回転ヘラ削り

調整。外面に強い水挽き成形痕を残す。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

P175

70%

北東壁際覆土下

層

高 台 付 杯

土 師 器

B  (4 40)

D 7.20
E l_10

平底で,底部には「ハ」の字状に開く短かい貼り付

け高台が付く。体部は内彎気味に外上方に立ち上る。

水挽き成形。底部回転ヘラ削り調整。内面ヘラ磨き

後黒色処理。

砂粒 。長石・雲

母

橙色

普通

P176

5%

床面,覆土

遺物

番号
器 種

法   量 (cnl) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最 大 長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 22 21 60 床 面 DP79 上下ヘラ訓整。

242 箆状 鉄 製 品 全長(251)茎長93 厚さ065 M9 先端が薄く尖る。茎に木質が残る。

243 釣針状鉄製品 現存長(159)径05 (134) M8 断面形は円形状,先端力渤針状を呈する。
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第67図 第33号住居跡出土遺物

実測・拓影図
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第34号住居跡 (第 68図 )

位置 調査区の北西側A豹 2区 を中心に位置する。

重複関係 第37号住居跡を掘 り込み,本跡の北西側上面には

第33号住居跡が構築されている。

規模と平面形 3.90× 3.72mの 隅丸方形を呈する。

主軸方向 N-101° W。

壁 壁高45cm程 を測 り,ほぼ垂直に立ち上がる。壁は遺存

状態が良好で硬 く締まっている。

壁溝 壁下を全周 し,上幅15～ 20cm,深 さ5～ 10cmを測 り,

U字状に掘 り込まれている。

床 ほぼ平坦で,全体に堅緻である。

竜 南西壁中央部に付設されている。壁を外側に50cm程掘

り込み,砂 。ローム・粘土で構築されている。遺存状態が良

好であり,煙道部,天丼の一部,両袖部が遺存する。火床は

床面を10cm程皿状に掘 り窪め,火床及び袖部内面は良 く熱

を受け, レンガ状に赤変硬化 している。焚日から煙道にかけ
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ては,なだらかな傾斜で立ち上がっている。本跡に伴う竃は,さ らに北西壁中央部からも検出さ

れている。この竃は火床部のみが検出されたもので,本跡の壁溝によって切られていることや,

この部分に部分的な貼床が認められることから,最初に構築された亀の痕跡と考えられ,竃の造

り替えが行われたことが窺われる。

ビット 無 し。柱穴は屋外に存在 していたものと思われるが,ロ ーム面に達する掘 り込みは確認

されなかった。

覆上 自然堆積。

遺物 壁際及び竃付近に散在 し,土師器の郭(244・ 245。 249)。 高台付皿 (251)・ 皿 (250)や須恵

器の不(246。 247)・ 至 (253)。 長頸壺(252)等が出土 している。244の 墨書土器は南西壁際の覆土

上層,252の長頸重は北東壁下の床面から出土したものである。

所見 本跡は,電の造 り替えが行われており,出土遺物から平安時代 (9世紀後半頃)の住居跡と

考えられる。

出土遺物観察表 (第69図 )

遺物番号 器  種 法 量∝m) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

杯

土 師 器

A H 90
B   4 30

C 560

平底で,体部は下位に九味を持ち,直線的に外傾し

て立ち上がる。底部回転糸切 り後ヘラ削り調整。体

部下端手持ちヘラ削り調整。内面ヘラ磨さ後黒色処

理。

砂粒・雲母

内一黒色

外― にぶい橙色

普通

P183

100%

体部外面に墨書

(「上家」か)南
西壁際覆土上層

杯

土 師 器

A [1500]

B   4 70

C 670

平底で,体部は器厚を一定に保ちながら内彎気味に

外上方に立ち上がり,日 縁部で僅かに外反する。水

挽き成形。底部回転糸切り後,外周部をヘラ削り調

整。体部下端手持ちヘラ削り調整。内面ヘラ磨き後

黒色処理。

砂粒・スコリア

内一黒褐色

外―にぶい橙色

普通

P184

30%

竃内覆土

杯

須 恵 器

[124弼

4 20

5 40

A

B

C

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部一定方向のヘラ削り調整。体部下端

手持ちヘラ削り調整。

砂粒

責灰色

普通

P187

45%

覆土上層

杯

須 恵 器

13 10

4 50

6 30

A

B

C

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は僅かに外反する。水挽き成形。底部一定方向

のヘラ削り調整。体部下端手持ちヘラ削り調整。

砂粒・長石

灰白色

普通

P186

60%

14k土 中層

娩

土 師 器

A[2240]
B   7 80

C 1020

上底気味の平底で,体部は下位に九味を持ち,直線

的に外傾して立ち上がる。水挽き成形。底部回転糸

切り後,不定方向のヘラ削り調整。体部下端手持ち

ヘラ削り調整。内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒色

外一橙色

普通

P182

40%

夜土中 。上唇 ,

竃内夜上

郭

土 師 器

[148弼

4 70

6 40

A

B

C

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部多方向のヘラ削り調整。体部下端手

持ちヘラ削り調整。内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・スコリア

内一黒褐色

外―にぶい責橙

色

P185

30%

覆土中 。上層

皿

土 師 器

13 40

3 70

6 40

A

B

C

平底で,体部は直線的に外傾して大きく開き,端部

に丸味を持つ。水挽さ成形。底部一定方向のヘラ削

り。内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒色

外― にぶい黄色

普通

P191

70%

覆土下層
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Ｂ
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≪ S134 上将解13と 菱

1 晴褐色 ローム粒子・ローム小ブロック多量。

2 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量。

3 暗褐色 ローム粒子・ ローム小ブロック中量。

4 掲色 ローム粒子多量,ロ ームブロック中量。

5 褐色 ローム粒子・ロームJヽ ブロック多量 ,

焼土ブロック少量。

6 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小・中ブロック中量。

7 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小 。中ブロック中量。

8 褐色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量。

9 掲色 ローム粒子・ロームJヽ ブロック多量。

≪ S134 能(B)土 層解説 菱

1 褐色 ロームJヽ ブロック少量。

2 褐色 ローム粒子 。粘土中量。

3 暗掲色 焼土粒子微量。

4 絹色 ローム粒子・ロームJヽブロッ

ク多壁。

5 褐色 ローム粒子多量。

6 暗掲色 ローム粒子中量。

フ 褐色 ローム粒子多量,ロ ームJヽブ

ロック中量。

8 黒掲色 焼土粒子・砂中量。

9 黒褐色 ローム粒子中量。

10 灰掲色 ローム粒子中量。

11 にぶい赤掲色 焼土粒子多量,ロ ー

ム粒子少量。

12 にぶい橙色 砂多量。

13 暗赤掲色 焼土粒子多量,焼土小ブ

ロック中量。

14 掲色 焼土粒子中量。

15 掲色 焼土粒子多量。

16 にぶい赤掲色 焼土粒子多量。

17 暗赤褐色 焼上粒子多量。

18 暗赤掲色 焼土粒子多量。

19 にぶい赤掲色 焼土粒子多量。

20 掲色 焼上粒子中量。

筵 S134 範(A)上 ltF解 説 >
1 掲色 ローム粒子中量。

2 掲色 ローム粒子多量。

3 褐色 ローム粒子多量,日 ―ム小ブ

ロック中量。

4 褐色 ローム粒子多量,ロ ームブロ

ック中量。

5 褐色 ローム粒子・ロームブロック

多量。

Ｃ
一

lq

褐色 ローム粒子・ ローム小ブロッ

ク多量。

褐色 ローム粒子中量,焼土粒子少

量。

掲色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブ

ロック・焼土粒子中量。

げ
一

Ｄ
一

m

C'

第68図 第34号住居跡実測図
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高 台 付 皿

土 師 器

A 1360
B 300
D 520
E 070

平底で,底部には「ハ」の字状に開く短い貼 り付け

高台が付 く。体部は直線的に外傾 して大きく開き,

端部に丸味を持つ。水挽き成形。底部回転ヘラ削り

調整。内面ヘラ磨き後黒色処理。日縁部外面に黒褐

色の付着物。

砂粒・雲母

内一黒色

外―にぶい橙色

普通

P190

75%

夜土上層

252

長 頸 壷

須 恵 器

A  10 30

B  (10 20)

体部は内管して立ち上がり,頸部はほぼ垂直に立ち

上がるが,上位につれて外反度を増し,日 縁部に至っ

て下方に下がり面をなす。水挽き成形。日顕部と胴

都を接合。日頸部内面横ナデ調整。内外面に自然和

が掛かる。

砂粒・長石

灰白色

(釉)オ リー ブ

褐色

普通

P181

20%

北 束 壁 下 床 面

(横位 )

須 恵 器

B (13.00)

D 730
E O,70

平底で,底部に短く直下に廷びる貼り付け高台が付

く。1同部は内弩 しながら上方に立ち上がり,上位に

最大径を持つ。水挽き成形。内面ヘラナデ調整。,同

部外面に黄褐色の自然釉が掛かる。

砂粒・長石

内一黄灰色

外―黒tB」色

普通

P192

30%

覆上下層

第69図 第34号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第35号住居跡 (第70図 )

位置 調査区の北西部Alお区を中心に位置する。

重複関係 南東コーナー部付近を第36号住居跡によって掘 り込まれている。

規模と平面形 5。 20× 4.84mの方形状を呈する。

主軸方向 N-51°―E。

壁 壁高12cm程 を測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。第36号住居跡と重複する南東コーナー付

近は遺存 していない。全体に遺存状態が悪 く不明瞭である。

床 ほぼ平坦であり,中央部及び亀付近に硬化面が認められる。P2の周囲には,1.30× 1.10mの

範囲で浅い皿状の落ち込みが認められる。

電 北東壁の東コーナー寄りに付設されている。壁を夕帥!に僅かに掘 り込む程度であり,粘土とロー

ムで構築されている。天丼部は既に崩落し,両袖部のみが遺存する。火床は床面を浅く皿状に掘 り

窪め,熱を受けレンガ状に赤変硬化している。焚日から煙道にかけては,な だらかに立ち上がる。

ビット 7か所。Pl～ P4(30～ 60× 28～ 48× 47～ 58cm)が主柱穴と考えられる。P5° P6(径30cm前後,

深さ22～ 33cm)は 補助的な柱穴,P7(45× 40× 12cm)は 出入日の施設に伴うピットとも想定できる

が, 明らかではない。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の甕(254)・ 郭(255～ 257)や 小形甕・高郭・娩等の破片,球状土錘(258～ 264),支

脚片(265)等が出土 している。

所見 本跡は,出土遺物から古墳時代後期(6世紀前半頃)の住居跡と考えられる。

第36号住居跡 (第70図 )

位置 調査区の北西側Al10区 を中心に位置する。

重複関係 第35号住居跡の南東コーナー部付近を掘 り込んでいる。

規模と平面形 一辺4.00m程 の方形状を呈するものと思われる。

主軸方向 N-26°―W前後。

壁 壁は僅かに(壁高5cm前後)遺存 しているにすぎず,全体に不明瞭である。

床 ほぼ平坦であり,中央部や竃付近に僅かに硬化面が認められる。

電 北西壁の中央部付近に付設されている。壁を外側に20cm程掘 り込み,粘土とロームで構築

されている。天丼部は既に遺存せず,左 (南西側)袖郡と火床部が僅かに遺存 しているにすぎない。

火床は床面を浅 く皿状に掘 り窪め,熱を受け赤変硬化 している。

ビット 4か所。配置がPl～ P3(30～ 40× 28～ 40× 20～42cm)及びP4(70× 50× 68cm)は いずれも主

柱穴と考えられるが,P4は撹乱を受けているため,規模については不明瞭である。
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覆土 僅かに遺存しているにすぎず,堆積状況については不明である。

遺物 土師器片や須恵器片が少量出上 している。

所見 遺存状態が悪 く,遺物が少量出上しているにすぎないため,詳細については不明であるが ,

重複遺構との関連から,第35号住居跡よりも新 しい古墳時代後期(6世紀後半～7世紀初頭頃か)の

住居跡と推定される。

第35号住居跡出土遺物観察表 (第 71図 )

遺物番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

土 師 器

A [2240]

B (990)
胴上半部は内傾し,口 辺部は大きく外反し,日縁部

は外上方につまみ上げられている。国辺部外面積ナ

デ調整。胴部内面ヘラナデ調整。

砂粒・長石

橙色

普通

P194

10%

覆土中・下層

255

杯

土 師 器

A 1440
B   4 40

扇平な丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,国 縁部は外反した後,直線的に外上方に立ち上

がり,上位に膨らみを持つ。日縁部と体部との境に

シャープな稜を有する。体部から底部にかけての外

面,ヘ ラ削り後ヘラナデ調整。日縁部外面及び内面

は,ヘ ラ磨き調整後赤彩されている。器面は全体に

摩滅している。

砂粒・スコリア

橙色 (部分的に

暗赤掲色)

普通

P196

80%

覆土中層

256

TTN

土 師 器

A [1410]

B 570
扁平な九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日 縁部は僅かに外反する。日縁部外面横ナデ調

整。他は摩減が進行し不明瞭。

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

P197

40%

覆土中層

257

杯

土 師 器

A[16.10]

B   4 90

扁平な丸底で,体部はやや丸味を持ちながら上方に

立ち上がる。口縁部は器厚を減じながら僅かに外反

する。体部から底部にかけての外面ヘラ削り後ヘラ

ナデ。口縁部内外面横位のナデ。内面ナデ調整。

砂粒 ,ス コリア

明赤掲色

普通

P198

30%

覆土中・下層

遺物

番号
器 種

法   量 (cHl) 了し 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

258 球 状 土 錘 27 覆 土 DP80 上下ヘラ調整

60 床 面 DP81

覆 土 中 層 DP82

3,7 28 DP83

31 DP84

263 覆 土 DP85 ヘラ調整

(25) (16) [70] (77) DP86

265 支 脚 現存長(103)最大径102 (5752) DP87 粘土塊から成形。基部に向かって開く
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01

≪ S135 他上ⅢI解 Iおを>
1 褐色 焼土粒子中量,日 ―ム粒子少量。

2 明掲色 焼土粒子多量,ロ ーム小ブロ

ック中量。

3 掲色 焼土粒子中量。

4 赤褐色 焼土粒子多量。

5 明掲色 焼土粒子少量。

6 明掲色 焼土粒子中量。

7 掲色 ローム粒子少量。

パ
一

Ш
I < ヽ136 亀 |■ 1角午11と >

褐色 ローム粒子・焼土粒子少量。

赤褐色 焼土粒子多量。

褐色 ローム栽子・焼土粒子中豊。

掲色 ローム中ブロツク中量。

420       1m

28.5m

第70図 第35・ 36号住居跡実測図
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第71図 第35号住居跡出土遺物実測図

第37号住居跡 (第72図 )

位置 調査区の北西側A2,1区 を中心に位置する。

重複関係 第33・ 34号住居跡によって掘 り込まれている。

規模と平面形 7.30× 5.80m程 の精円形状を呈 している。

長径方向 N46°―W前後と推定される。

壁 壁高5cm程を測る。北西壁及び南西壁の一部が遺存 しているにすぎず,全体に不明瞭である。
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床 ほぼ平坦であり,炉の周囲に硬化面が認められる。また,炉の周囲の床面には,1,70× 0。 90

m程の範囲で薄 く焼上が堆積 している。

炉 推定プランのほぼ中央部に位置する。55× 45cmの楕円形状を呈 し,鍋底状に22cm程床面を

掘 り込んでいる。炉床は, レンガ状に赤変硬化 している。

ビット 7か所。Pl(径40cm,深 さ20cm)。 P2(50× 40× 40cm)が配置から主柱穴の一部と考えら

れるが,他は不明である。

覆土 不明。

遺物 縄文式上器片6点,弥生式土器片23点 ,磨石(敲石としても併用 ;270)が 出土 している。

所見 出土遺物から,弥生時代後期の住居跡と考えられる。

ぶ
生 28.5m                    二

日                 ゴ

0         1m
|

第72図 第37号住居跡実測図

【ａい。

＼
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ぶ

③

出

⑬
Ｐ５　
３
／

‐３７
絶
　
‐３７
髄
色
色
色

ヽ

明

　

帯

黒

褐

褐

掲

照

１

　

≪

１

２

３

４

L肘 解,純 >
ローム粒子少量,焼土粒子微量。

"i li旧

解1'と >
焼土粒子・焼土小ブロック多量。

ローム小ブロック少量。

ローム粒子・ ロームブロック多量,焼土粒子少量。

ローム粒子・焼土粒子少量。
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第73図 第37号住居跡出土遺物実測・拓影図

出上遺物 (第73図 )

266・ 267は 弥生式土器の日縁部片である。266は 口縁部に単節RLの縄文を横位に施 し,日唇部

に同じ原体によるものと思われる回転押圧を施 している。日縁部の下端には幅lcm程の凸帯を貼

り付け,そ の上面に棒状工具による押圧 を加えている。267は 日縁部に付加条の縄文 (単節RL+

2Lr)を 横位に施 し,日唇部に同じ原体によるものと思われる押圧を施 している。口縁部の下端

には,266と 同様に凸帯を貼 り付け,下方から棒状工具による刺突を加えている。2681ま櫛描懸垂

文を施す顕部片,269は付加条の縄文(単節RL+2Lr)を 施す胴部片である。

第38号住居跡 (第74図 )

位置 調査区の西側Bla9区 を中心に位置する。

重複関係 南西側で,第41号住居跡の壁・床及び竃の一部を掘 り込んでいる。

規模と平面形 一辺7.00mの方形を呈する。

主軸方向 N-46°一W。

壁 壁高12だ 30cmを 測 り,外傾 または垂直に近い傾斜で立ち上がる。南西壁を除き,遺存状態

は良好である。

床 平坦で,全体に硬 く締まっており,名前面が堅緻である。壁際の床面には,焼土が堆積 して

いる。

舛
I

遺物

番号
器   種

法   量(cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

磨 石 覆 土 Q5 1分岩 ,敲石 として も併用
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(とごン

A28.7m

④
随

いＷ

Ｆ
一

Ｅ
一

響
□
∞
√
＝
＝‘

A'

A' 5 
褐色 省Fk4ヽ ブロック多量,日
―ム粒子・焼土粒子中量。

≦ S138 俺土層解 3と ≫

B'  l f'中量,焼望乏手F5ゑ全F口
2 褐色 焼土粒子・焼土小ブロック

多量,ロ ーム粒子中量。

4JI

と一―――十一―――ゴ
m

≦ S138 土層解 3を >
1 掲色 ローム粒子多量,ローム小

ブロック・焼土粒子中量。

2 褐色 ローム粒子多量。

3 掲色 ローム粒子中量,ローム小

ブロック少量。

4 掲色 ローム粒子中量,ロームブ

3 褐色 ローム粒子中量,焼土粒子

・砂少量。

灰褐色 焼土社子・焼土小ブロッ

ク中量,ロ ーム粒子・灰少量。

にぶい褐色 ローム粒子中量,焼
上粒子・砂少量。

暗褐色 焼土粒子・焼土小ブロッ

ク中量,ロ ーム粒子・灰少量。

暗褐色 ローム粒子・焼土粒子中

量,焼土小ブロック少量。

掲色 ローム粒子多量,ローム小

ブロック中量,焼土粒子少量。

掲色 コーム粒子・焼上粒子中量 ,

砂少量。

暗褐色 ローム粒子中量,焼土粒

子・砂少量。

褐色 ローム粒子中量,ローム小

ブロック少量。

建碧
⑩
Ｐ２

01

C'

げ
一

11

第74図 第38号住居跡実測図
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蓬 北西壁の中央部に付設されている。壁を外側に20cm程掘 り込み,砂 とロームで構築されて

いる。左 (南西側 )ネ由部は良好に遺存するが,天丼部は崩落し,右 (北東側 )ネ由部は木の根により撹

乱されている。火床は床面を15cm程 の深さに掘 り込み,熱を受けレンガ状に赤変硬化 している。

ビット 5か所。Pl～ P4(50～ 70× 40～ 62× 41～ 51cm)が主柱穴,P5(40× 32× 38cm)は 出入回の施

設に伴うピットと考えられる。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の小形甕 (271),郭 (272～ 276),須恵器片,球状土錘 (277・ 278),管状土錘 (279),

臼玉 (281～ 284),石 製紡錘車 (280),支 脚片等が出土 している。272～ 275は床面,2761よ 竃内覆土,

271は床面及び竃内覆土等から出土した遺物が接合 したものである。

所見 焼失家屋。出土遺物から,古墳時代後期(6世紀中～後半頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第 75図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cnl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

器

形

師

小

土

A 16.20
B 1790
C 630

平底で,胴部は内彎しながら上方に立ち上がり,上
位に最大径を持つ。口縁部は外反して立ち上がる。

胴部外面ヘラナデ調整。日縁部内外面横ナデ調整。

内外面とも部分的にまJ離 している。二次焼成。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

P199

70%

床面・篭内覆土

・覆上下層

272

杯

土 師 器

A  12.40

B   4.00

扁平な平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日 縁部は直線的に内傾する。日縁部と体部との

境にシャープな稜を有する。体部から底部にかけて

の外面,ヘ ラ削り後ヘラナデ調整。口縁部外面及び

内面は,ヘ ラ磨き調整。

砂粒・長石・ス

コリア・雲母

暗褐色

普通

P200

95%

床面

杯

土 師 器

A 1300
B 450

丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は内傾する。日縁部と体部との境に稜を有する。

体部から底部にかけての外面,丁寧なヘラナデ調整。

日縁部内外面横ナデ調整。内面ヘラ磨き調整。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

P20ユ

95%

床面

杯

土 師 器

A[12.50]

B 430
扁平な九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,国縁部は内傾する。日縁部と体部との境にシャー

プな稜を有する。体部から底部にかけての外面,ヘ
ラ削り後ヘラナデ調整。日縁部外面及び内面,ヘ ラ

磨き調整。体部外面にキャタピラ状のヘラ痕が残る。

砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

２０

％

面

Ｐ

７０

床

275

邦

土 師 器

A 1360
B 420

扁平な九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,口 縁部は直線的に僅かに内傾する。口縁部と体

部との境に稜を有する。体部から底部にかけての外

面,ヘ ラ削り後ヘラナデ調整。□縁部内外面積ナデ

調整。内面ナデ調整。全体に摩滅が進行。

砂粒・スコリア

橙色

普通

P203

70%

床面

276

不

土 師 器

A[1300]
B 310

扁平な丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,国 縁部は内傾する。日縁部と体部との境に稜を

有し,日 縁部下端には,横ナデ調整痕が浅い凹線状

に巡る。体部から底部にかけての外面,ヘ ラ削り後

ヘラナデ調整。日縁部内外面積ナデ調整。内面には

赤彩の痕跡が認められる。全体に摩減が進行。

砂粒・長石 。雲

母

にぶい黄橙色

普通

P204

45%

電内覆土
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第75図  第38号住居跡出土遺物実測・拓影図

-400-



遺物

番号
器   種

法   量 (cln) 子L 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 2.3 65 覆 土 DP89 上下ヘラ調整

278 21 21 床 面 DP90

279 管 状 土 錘 2.5 覆 土 DP88 -方向から穿孔

石 製 紡 錘 車 径41 厚 さ21 床 面 &10 硬砂岩,断面形は台形状

臼 エ 07 1.7 &7 ホルンフエルス

282 07

283 1.3 夜 土 下 層

05 床 面

第39号住居跡 (第76図 )

位置 調査区の南西側Blbo区 を中心に位置する。

重複関係 第40号住居跡の北西壁及び床の一部を掘 り込んでいる。

規模と平面形 4.65×4.40mの 隅九方形を呈する。

主軸方向 N-21生 w。

壁 壁高30cm程を測 り,外傾または垂直に近い傾斜で立ち上がる。遺存状態は比較的良好である。

壁溝 北東コーナー付近及び南西壁下を除き,壁下を周回する。上幅15～ 20cm,深 さ10cmを 測 り,

U字状に掘 り込まれている。

床 やや凸凹しており,全体に硬 く締まっている。特に南東壁下,中央都,竃前面の床は堅緻で

ある。

竃 北西壁の中央部に付設されており,壁を外側に28cm程掘 り込み,砂 とロームで構築されて

いる。天丼部は既に崩落しているが,両袖部が良好に遺存する。火床は床面を浅 く掘 り込む程度

であるが,火床及び袖部内面は熱を受け,赤変硬化 している。火床の上面には,焼土とともに灰

力瑚圭I責 している。

ビット 5か所。Pl～ P4(60～ 85× 52～ 78× 41～ 65cm)が主柱穴,Psは 出入日の施設に伴うピット

と考えられる。主柱穴の内,P2・ P4は漏斗状に掘 り込まれている。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の甕(285)・ 杯(286),手捏土器(287・ 288),須恵器片,管状土錘等が出上している。

手捏土器は,いずれも覆土下層から出土したものである。

所見 本跡は,出土遺物から平安時代(8世紀末～9世紀前半頃)の住居跡と考えられる。
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①
ご ｍ
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28.5m

m

≪ S139 上期解おι>
1 暗褐色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

2 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロツク少量。

3 暗褐色 ローム粒子中量,砂少量。

4 褐色 ローム粒子多量,日 ―ムJヽブロック中量。

5 晴褐色 砂多量,ロ ーム粒子少量。

6 褐色 ローム粒子多量,炭化粒子中量。

7 掲色 ローム粒子,日 ―ム小・ 中ブロック多量,焼上小ブロック少量。

3 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小・中プロツク中量。

第76図 第39号住居跡実測図

P    l    lm

≪ S139 他土層解れ >
1 掲色 ローム粒子多量,ロ ームブロック・砂中量。

2 褐色 ローム粒子中量,砂少量。

3 褐色 砂多量,ロ ーム粒子少量。

4 暗掲色 砂中量,ロ ーム糧子少量。

5 掲色 ローム粒子・砂少量。

6 晴褐色 砂中量,焼土粒子・炭化粒子・灰少量。

7 掲色 ローム粒子・砂中量,焼土小ブロック・炭化物少量。

8 極暗赤褐色 焼土粒子多量,砂中量。

9 褐色 ローム粒子・砂中量。

10 にぶい暗掲色 焼上粒子多量,ロ ーム粒子・砂中量。

11 暗赤褐色 ローム粒子多量,焼土粒子 。砂中量。

12 暗褐色 砂多量,日 ―ム粒子中量,焼土小ブロック・炭化

粒子少量。

13 暗赤褐色 砂多量,焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量。

14 暗赤掲色 砂多量,焼土粒子中量。

15 暗赤褐色 砂多量,ロ ーム粒子中量。

16 極暗褐色 砂・灰中量,焼土粒子・炭化物少量。

17 褐色 砂多量,日 ―ム粒子少量。

18 黒掲色 焼土粒子・砂中量。

19 褐色 砂中量,焼土粒子・炭イと物少量。

211 掲色 目―ム粒子多量,ロ ームJヽブロック少量。
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出土遺物観察表 (第 77図 )

遺物番号 器   種 法 量 (cnl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

奏

土 師 器

A[2440]
B  (4 90)

口辺部は強く外反し,国 縁部は外上方につまみ上げ

られている。日縁部内面及び□縁部下端に稜を有す

る。摩減が著しい。

砂粒・長石

橙色

普通

P205

5%
覆土上層

ITN

土 師 器

B  (2.60)

C   7.40

平底で,体都は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部回転ヘラ切 り後,底部外周をヘラ削

り調整。

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

P206

30%

覆土中層

手 握 土 器 A  640
B   3 40

C 590

平底で,体部はほぼ垂直に立ち上がり,端部はやや

内傾 し尖る。手捏。体部内外面指ナデ後,内面ヘラ

調整。底部外面に木葉痕。

砂粒・雲母

橙色

普通

P207

80%

覆上下層

手 捏 土 器 A[590]
B   2 70

C  5.60

平底で,体部は内彎しながら上方に立ち上がり,端
部が尖る。手握。底部外面に木葉痕。

砂粒・雲母

橙色

普通

P208

50%

覆上下層

遺物

番号
器 種

法   量(cm) 孔 径

(mH)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

管 状 土 錘 (7.9) 29 (100) (572) 覆 土 DP92 摩滅進行

(48) (35) 0) (510) DP91 表面に指ナデ痕,指頭痕

＼

拓影図

289 290

289・290S=イ

o            10Cm

第77図 第39号住居跡出土遺物実測・
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第40号住居跡 (第78図 )

位置 調査区の南西狽」B2cl区 を中心に位置し,南東

側の傾斜地に面している。

重複関係 北西コーナー付近を第39号住居跡によっ

て掘 り込まれている。

規模と平面形 3.35× 3.10m程の方形状を呈する住

居跡と推定される。

主軸方向 不明(長軸方向はN-16°―W)である。

壁 壁高8～ 18cmを 測 り,緩やかな傾斜で立ち上が

る。北西壁及び南西壁の一部が比較的良好に遺存す

るが,他は不明瞭である。

床 やや凸凹しており,中央部付近に僅かに硬化面

が認められる。

竃 南東壁の西コーナー寄 りの位置から,焼土 (55

×43cmの範囲)が検出されてお り,竃の火床とも考

えられるが,明 らかでない。

ビット 7か所。酉己置からPl～ P4(26～ 54× 24～ 48×

22～ 45cm)が主柱穴と考えられる。P5～ P7の 3か所に

ついては不明である。

覆上 自然堆積と考えられる。

遺物 土師器の甕(291)。 刈ヽ形斐 (292)。 郭 (293～

295),甑片,須恵器片等が出土 している。

<ヽ 140 :i鳩 解 jι >
1 暗掲色 ローム粒子中量,ロ ームブロック少量。

2 褐色 ローム粒子多量,ロ ームブロック少量。

第78図  第40号住居跡実測図

A 28.5m パ

一

Ｂ
一

Ｃ
一

所見 出土遺物から,古墳時代後期 (6世紀前半頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第 79図 )

遺物番号 器   種 法 量 (cnl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

甕

土 師 器

A[2100]
B(1650)

胴部は球形を呈し,上位に最大径を持つ。日辺部は

緩 く外反して開く。胴部外面,ヘ ラ削り後ヘラナデ

調整。日辺部内外面,ヘ ラナデ後横ナデ調整。

砂粒・長石・雲

母

にぶい責橙色

普通

P210

20%

覆上下層

甕

器

形

師

小

土

[1320]

(5 20)

Ａ

　

Ｂ

胴上半部は内彎して立ち上がり,日 辺部は直線的 t

外傾する。日縁部は端部が折 り返され,九味を持つ

胴部外面ヘラナデ調整。国辺部内外面横ナデ調整。

内面の口縁部とIΠ部の境に接合痕。

砂粒・スコリア

暗赤褐色

普通

P212

10%

覆土中婚

293

杯

土 師 器

A ユ450
B   5 40

九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,口

縁部は直線的に外傾する。国縁部と体部との境に稜

を有する。体部から底部にかけての外面,ヘ ラ削り

後丁寧なヘラナデ調整。国縁部外面横ナデ調整。内

砂粒・長石・雲

母

橙色

普通

P214

75%

夜上下層,覆土
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面は摩滅しているが,ヘ ラ磨き調整と思われる。

294

不

土 師 器

14 60

4 90

丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。日

縁部は外傾 して立ち上が り,中位から外傾の度合を

増す。日縁都と体部との境にシャープな稜を有する。

体部から底部にかけての外面,ヘ ラ削り後丁寧なヘ

ラナデ調整。□縁部外面及び内面はヘラ磨き調整。

内面は摩減が進行。

砂粒 。長石・雲

母

橙色

普通

P213

90%

覆上下層

295

ITh

土 師 器

[15.60]

(5 30)

九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,国
縁部は僅かに外反して開く。内外面に,ヘ ラ磨き後

赤彩が施されている。摩滅が進行。

砂粒・雲母

赤色

普通

P215

25%

覆上下層,覆土

0             10Cm

第79図 第40号住居跡出土遺物実測図

第41号住居跡 (第80図 )

位置 調査区の西側Bla8区 を中心に位置する。

重複関係 第38・ 42号住居跡によって掘 り込まれている。

規模と平画形 一辺5.50m程の方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N47.5°一E。

壁 壁高12cm程 を測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。北東壁は,中央部付近から南東側にかけ

て第38号住居跡によって掘 り込まれており,南西壁は遺存 していない。

床 ほぼ平坦であり,竃付近が硬 く踏み固められている。

電 北東壁の中央部付近に付設されている。砂とロームで構築されており,両袖部のみカサヒ較的良

好な】犬態で遺存している。火床は床面を僅かに掘 り込む程度である力ヽ 熱を受け赤変硬化 している。

ビット 3か所。Pl(径 65cm,深 さ46帥)は位置や形状から主柱穴と考えられるが,他は不明である。
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Ａ
一

貯蔵穴 篭の右側に当たる南東コーナーに設けられている。平面形は径85cm程の円形を呈 し,

円筒状に54cm程の深さに掘 り込まれている。底面は平坦で硬い。

覆上 自然堆積と思われる。

遺物 土師器の小形甕 (296～ 299)。 必 (300。 301),須 恵器片,球状土錘 (302・ 303)等 が出土 して

いる。296の小形甕は貯蔵穴の底面から,298の 河ヽ形甕は床面からそれぞれ横位の状態で出土 した

ものである。

所見 本跡は,出土遺物から古墳時代後期 (6世紀前半頃)の住居跡と考えられる。

A28.3m

筵 S141 上肘解Iおと>
1 掲色 ローム粒子中量。

2 掲色 ローム粒子 。焼土粒子多量,焼土小ブロック

中量。

≪ S141 他土用鮒 Iおι>
1 褐色 ローム粒子・焼土粒子・焼土中ブロック中豊。

2 暗赤掲色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子・炭化粒子少

量。

3 にrshぃ 掲色 砂中量,日 ―ム粒子少量。

4 極暗褐色 ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック

中量,灰少量。

<S141 け成ク(上鳩解うと≫

1 褐色 ローム粒子多量,ロ ームJヽブロック・焼土粒

子中量。

2 褐色 ローム粒子多量,日 ―ム小ブロック中量。

3 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量。

4 褐色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量 ,

炭化物少量。

5 極暗掲色 ローム粒子・ローム小ブロック中量 ,

炭化物少量。

6 褐色 ローム粒子多量。

7 晴掲色 ローム粒子中量,炭化粒子少量。

8 掲色 ローム粒子多重,ロ ーム小ブロック少量。

Ｂ
一

げ
一

Ｍ
一第80図 第41号住居跡実測図
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第81図 第41号住居跡出土遺物実測・拓影図

出土遺物観察表 (第81図 )

遺物番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

小 形 発

生 師 器

A 1270
B  15 20

C 650

平底で,体部は内彎しながら上方に立ち上がり,中
位に最大径を持つ。口辺部は外反して立ち上がり,

国縁部で外傾する。日辺部と胴部との境に弱い稜を

有する。胴部外面縦位のヘラ削り。下端部はヘラナ

デ調整。日辺部内外面横ナデ調整。底部外面に木葉

痕。

砂泣 。長石・雲

母

赤褐色

普通

P216

100%

貯蔵穴底面 (横

位 )
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甕

器

形

師

小

土

A l1 60

B  13 90

C  450

小さな平底で,胴部は内督しながら上方に立ち上が

り,上位に最大径を持つ。□辺部は直立する。底部

外面不定方向のヘラ削り。胴部外面ヘラ削り。口辺

部内外面横ナデ調整。内面素」離。

砂粒・長石

暗赤色

普通

P218

70%

床面

298

発

器

形

師

小

土

A  820
B  990
C  4 50

平底で,胴部は内脅気味に上方に立ち上がり,上位

に最大径を持つ。国辺部は僅かに内傾 して立ち上が

り,上位で緩 く外反する。底部タト面不定方向のヘラ

削 り。胴部外面ヘラ削 り後,上位と下位をヘラナデ

調整。回辺部内外面横ナデ調整。

砂粒・長石

赤褐色

普通

P217

95%

床面 (横位 )

299

小 形 斐

土 師 器

B (12 50)

C  660
不安定な平底で,胴部は内彎しながら上方に立ち上

が り,上位に最大径を持つ。底部外面及び胴部外面

粗いヘラ削り調整。内面ヘラナデ調整。

砂粒・長石

明赤掲色

普通

P219

40%

床面,覆土

杯

土 師 器

A 1360
B   4 80

扇平な九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日 縁部は直線的に内傾する。国縁都と体部との

境にシャープな稜を有する。体部から底部にかけて

の外面,ヘ ラ削り後ヘラナデ調整。口縁部内外面横

ナデ調整。内面ナデ調整。内面に煤状の付着物。二

次焼成。

砂粒・雲母

明赤tBJ色

普通

P220

60%

床面,覆土

郭

土 師 器

A [1880]

B  (4 80)

体部は内警気味に外上方に立ち上がり,日 縁部は外

反する。□縁部と体部との境に明瞭な稜を有する。

体部外面ヘラ削り後ヘラナデ調整。口縁部外面桟ナ

デ調整。内面ヘラ磨き調整。

砂粒・雲母

橙色

普通

P221

20%

床面直上

高杯の不部片と

も考えられる。

遺物

番号
器 種

法   量 (cH) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

302 球 状 土 錘 床 面 DP93 上下ヘラ調整,一方向から穿孔

303 31 (28) (70) り 覆 土 DP94

第42号住居跡 (第82図 )

位置 調査区の西側Bla7区 を中心に位置する。

重複関係 第41号住居跡を掘 り込んでいる。

規模と平面形 短軸方向に主軸を持つ,3.82× 3.54mの隅九方形を呈する。

主軸方向 N31°―W。

壁 壁高12～ 24cmを 測 り,外傾または緩やかな傾斜で立ち上がる。

壁溝 壁下を全周する。上幅15～ 20cm,深 さ10cmを測 り, U字状に掘 り込まれている。

床 平坦で硬 く踏み固められており,特に中央部付近及び竃前面が堅緻である。

電 北西壁の中央部に付設されており,壁 を外側に60cm程掘 り込み,砂 とロームで構築されて

いる。火床は床面を鍋底状に16cm程掘 り込み良く熱を受け, レンガ状に赤変硬化 している。焚

口から煙道にかけて,な だらかに立ち上がる。

ビット 1か所。南東壁際中央部に検出されたPl(44× 34× 18cm)は ,入国の施設に伴 うピットと

考えられる。
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覆上 自然堆積。

遺物 土師器の甕 (304)・ イ (309～ 311)。 高台付不 (315),須恵器の甕 (305)・ 杯 (312～ 314),台 付

盤 (317),灰釉陶器の小形壺 (316),支 脚 (319)等が出上している。

所見 本跡は,出土遺物から平安時代 (9世紀後半頃)の住居跡と考えられる。

Ь
I

Ａ
一

28.3m

D'Ｄ
一

m
牛 I―一― ―― lm

甕 S142 土層解説 》

1 暗掲色 ローム粒子・ローム小ブロック中量,焼土粒子少量。

2 掲色 ローム粒子多量,ロ ームブロック中量。

3 褐色 ローム粒子多量,ロ ームブロック少量。

甕 S142 亀土唇解説 》

1 掲色 ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量。

2 褐色 ローム粒子・砂中量。

3 極暗赤褐色 焼上粒子中量。

4 にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック中量。

5 にぶい券褐色 ローム粒子多量,ロ ームブロック・焼土粒子・

砂中量。

6 黒褐色 ローム粒子中量。

ア 褐色 ローム粒子・砂中量。

8 褐色 ローム粒子多豊。

9 掲色 ローム粒子・砂少量。

10 暗褐色 砂中量。

第32図 第42号住居跡実測図

11 褐色 砂中量。

12 極暗赤褐色 焼土粒子・炭化物・砂中量。

13 極暗赤掲色 ローム粒子・炭化粒子・砂中量。

14 極暗赤掲色 炭化物・砂中量。

15 暗褐色 ローム粒子中量。

16 暗掲色 ローム粒子・ H―ムおヽブロック・焼土粒子・炭化粒子

中量。

17 褐色 ローム粒子多量。

18 暗褐色 焼土粒子・砂中量。

19 暗赤褐色 ローム粒子・砂中量。

20 にぷい掲色 砂多量,灰少量。

21 にぶい赤褐色 ローム粒子多量,焼土粒子中量。

22 暗褐色 ローム粒子・砂中量。

23 褐色 ローム粒子中畳。
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(1)

-410-

307

0            10Cm

第83図 第42号住居跡出土遺物実測 。拓影図



第84図 第42号住居跡出土遺物実測・拓影図 (2)

出上遺物観察表 (第 83・ 84図 )

319

0           10Cm

遺物番号 器  種 法 量 lcm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

甕

土 師 器

A [1980]

B (10 00)

胴部は内彎して立ち上がり,日 辺部は「く」の字状

に外反し,日縁部は外上方につまみ上げられている。

胴部内外面ヘラデナ調整。□辺部内外面横ナデ調整。

日辺部内面に輪積み成形痕。口辺部内外面にヘラお

さえ痕が残る。

砂粒・長石 。雲

母

橙色

普通

P226

5%
覆上下層,電内

覆土

305

甕

須 恵 器

[9,00]

(4.60)

口辺部は,外傾した後上位で外反し,日縁端部は外

上方につまみ上げられている。口辺部外面平行叩き

目調整後,内外面積ナデ調整。日辺部内外面に輸積

み成形痕が残る。

砂粒・長石

内―にぶい橙色

外一褐灰色

普通

P224

5%
覆上下層

鉢

須 恵 器

[334倒

(1080
胴部は外傾して立ち上がり,日 辺部は外反し,日 縁

部は上方につまみ上げられている。胴部外面に平行

叩き目調整。口辺部内外面積ナデ調整。

砂粒 。長石・雲

母

灰黄色

普通

P223

5%
覆土中・上層

307

鉢

須 恵 器

A [1740]

B  (8 70)

胴部は外傾して立ち上がり,日 辺部は「く」の字状

に外反し,国縁部は内上方につまみ上げられている。

胴部外面格子目叩き調整。日辺部下端ヘラ削り後,

回辺部内外面横ナデ調整。

砂粒・雲母

灰黄褐色

普通

P225

5%
覆土上層

鉢

須 恵 器

B(1570)
C  1420

平底で,胴部は内彎気味に外上方に開いて立ち上が

り,上位で僅かに内傾する。口辺部は強く外反して

開く。底部外面不定方向のヘラ削り。胴部外面は平

行叩き目調整後,下半部を斜位のヘラ削り調整。□

縁部内外面横ナデ調整。器内面に輸積み成形痕。

砂粒・長石

黄灰色

普通

P228

30%

覆土上層

309 土 師 器

A[1110]
B 370
C 650

平底で,体部は下位に九味を持ち,外傾して立ち上

がる。水挽き成形。底都外面不定方向のヘラ削り調

整。内面ヘラ磨き調整。摩滅が進行。二次焼成。

砂粒・長石

にぶい黄橙色

普通

P232

55%

覆上下層

jTh

土 師 器

A[1320]
B 360
C   5 80

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部外面一定方向のヘラ削り。口縁部外

面横ナデ調整。内面ヘラ磨き調整。

粒

色

通

砂

橙

普

スコリア P233

50%

底部外面に墨書

(「大」か )

覆土中層
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311

郭

土 師 器

A[14.30]

B 410
C   7.00

平底で,体部は外傾して立ち上がる。水挽き成形。

底部外面一定方向のヘラ削り。体部外面丁寧なナデ

調整。内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒褐色

外―明赤褐色

普通

P235

20%

覆土中層

不

須 恵 器

A  13.00

B   4 40

C   5 80

平底で,体部は器厚を一定に保ちながら,直線的に

外傾して開く。水挽き成形。底部外面ヘラ削り調整。

砂粒・長石・雲

母

にぶい褐色

普通

P231

70%

覆土上層

不

須 恵 器

A[13.70]

B   4.30

C  6.20

平底で,体部は器厚を一定に保ちながら直線的に外

傾 して立ち上がる。水挽き成形。底部外面一定方向

のヘラ削り。体部下端手持ちヘラ削り調整。内面に

煤状の付着物。

秒粒・雲母

灰黄色

普通

２３

％

面

Ｐ

３０

床

不

須 恵 器

A 13.00
B   4.40

C  6.20

平底で,体部は器厚を一定に保ちながら直線的に外

傾 して立ち上がる。水挽き成形。底部外面一定方向

のヘラ削り。体部下端手持ちヘラ削り調整。器形が

やや歪む。

砂粒 。長石

灰黄色

普通

P229

55%

覆土中・上層

高 台 付 郭

土 師 器

A[12.80]

B  5,00
D [7.20]

E  l.00

平底で,底部には「ハ」の字状に開く短い貼 り付け

高台が付 く。体部は下位に九味を持ち,外傾して立

ち上がる。水挽き成形。内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒褐色

外―橙色

普通

P234

20%

覆土中層

小 形 壼

灰 釉 陶 器

B (440)
D 5.50
E  O,70

平底で,底部に「ハ」の字状に開く貼 り付け高台が

付 く。水挽き成形。底部外面回転ヘラ削り調整。高

台の接地面は横ナデ調整。底部内面に釉溜。

砂粒・長石

にぶい黄橙色

普通

P238

30%

覆土上層

盤

器

付

恵

台

須

A[19.20]

B 3.50
D 10.30
E   O.80

平底で,底部には「ハ」の字状にふんばる貼 り付け

高台が付 く。体部は直線的に大きく開き,日 縁部は

内彎気味に外上方に立ち上がる。内面の,日 縁部と

体部との境に稜を有する。水挽き成形。底部回転ヘ

ラ削り調整。

砂粒 。長石・雲

母

褐灰色

普通

P236

65%

竃内覆土

孟

須 恵 器

A [19.80]

B  (3.20)

天丼頂部は平坦面をなし,天丼部は九味を持ちなが

らなだらかに下降し,日 縁部に至る。日縁部は平坦

で,端部が屈曲して僅かに下降し,内面に稜をなす。

水挽き成形。天丼部は,頂部から中位にかけて回転

ヘラ削り調整。天丼部内面及び口縁部内外面は横ナ

デ調整。

石長粒

色

通

砂

灰

普

P237

30%

覆土中層

遺物

番号
器 種

法   量 (clll) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

319 支 脚 現存長(12.7)最大径(10.1) (725.6) 電  覆  土 DP95先細 りの円筒状 ,も ろし

第43号住居跡 (第85図 )

位置 調査区の西端Blb6区 を中心に位置し,西側の支谷に面 している。

重複関係 本跡の上面に,第44・ 51号住居跡が構築されている。

規模と平面形 5,05× 4.50mの 隅九長方形を呈する。

主軸方向 N-35°一W。

壁 南西壁を除 く他の壁は,壁高20～ 30cmを 測 り,外傾 して立ち上がるが,南西壁は遺存状態

が悪 く,南西コーナー付近の壁は遺存 していない。
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壁溝 北東及び南東壁下から検出されている。上幅10～ 15cm,深 さ5～ 10cmを測 り,U字状に掘

り込まれている。

床 平坦であり,竃前面に硬化面が見られる。

電 北西壁の西コーナー寄 りに偏在する。               ヽ

ビット 4か所。Pl～ P4(40～ 50× 39～ 50× 26～42cm)は いずれも主柱穴である。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の甕 (320～ 322)・ 小形甕 (323～ 326)・ 甑 (327)・ 郭(328),須恵器片,管状土錘 (333),

球状土錘 (329～ 332),敲石 (334)等 が出土 している。

所見 本跡は,出土遺物から古墳時代後期(6世紀後半頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第 86・ 87図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cnl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

320

甕

土 師 器

A [23.40]

B (21 80)

胴部は内彎して立ち上がり,日 辺部は外傾した後,

上位で外反する。日縁部内外面横ナデ調整。二次焼

成。器表面に煤状の付着物。

砂粒・長石・雲

母

にぶい黄橙色

普通

P24]

30%

覆土

甕

土 師 器

A [2060]

B(15.50)
胴部は内彎して立ち上がり,日 辺部は大きく外反す

る。胴部外面縦位のヘラ磨き。日縁部内外面積ナデ

調整。器表面は摩減が進行。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

P240

15%

覆土

養

土 師 器

A[13.20]

B (10,90)

胴上半部は内彎して立ち上がり,日 辺部は直線的に

外傾して立ち上がる。内外面ともヘラナデ調整と思

われる。器面は摩滅が進行。

砂粒・砂礫・雲

母

橙色

普通

P242

30%

覆土中 。下層

養

器

形

師

小

土

A [14,60]

B  12.30

C 520

平底で,胴部は内彎しながら上方に立ち上がり,日
辺部は外傾 して立ち上がる。日縁部径と胴部最大径

がほぼ等しい。底部外面ヘラ削り。胴部外面ヘラナ

デ調整。器面は内外面とも摩減が進行。二次焼成。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

P260

55%

覆土

甕

器

形

師

小

土

A 14.70

B (11.00)

胴部は内彎気味に上方に立ち上がり,国 辺部は直立

する。胴部外面縦位のヘラナデ調整。日辺部内外面

積ナデ調整。内面ヘラナデ調整。

砂粒 。長石・雲

母

橙色

普通

P244

50%

覆土中・下層

養

器

形

師

小

土

A[17.00]

B (13 10)

胴部は内督気味に上方に立ち上がり,上位に量大径

を持つ。口辺部は大きく外反し,日縁部は直立する。

日辺部と胴部との境は段をなし,明 瞭な稜を有する。

Л同部内外面ヘラナデ調整。口辺部内外面積ナデ調整。

砂粒 。雲母

にぶい褐色

普通

P243

30%

覆上下層

養

器

形

師

小

土

B  (9 30)

C 6,90
平底で,胴下半部は内彎気味に外上方に立ち上がる。

胴下半部外面ヘラ削り。内面ヘラナデ調整。底部に

木葉痕。

砂粒・長石

赤色

普通

P246

30%

覆土中層

327

甑

土 師 器

A [2520]

B  21.50

孔径 [9,70]

無底式の甑。胴部は内彎気味に外上方に立ち上がり,

口辺部は緩 く外反する。胴部上位に一対の角状の把

手が付く。輪積み成形。胴部外面ヘラ削り後ヘラナ

デ調整。日辺部内外面横ナデ調整。内面入念なヘラ

ナデ調整。把手接合。把手の接合部はヘラ押え。

砂粒・スコリア

明赤褐色

普通

P239

50%

覆土中・下層

不

土 師 器

A [13.60]

B 430
九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。日

縁部は僅かに内傾し,端部が尖る。体部から底部に

かけての外面,ヘ ラ削り後ヘラナデ調整。日縁部外

面横位のナデ調整。日縁部内面横ナデ調整。

砂粒・スコリア

浅黄橙色

普通

P247

30%

覆上下層
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蕉 S143 土層解説 》

1 褐色 ローム粒子多量,焼土粒子少量。

2 褐色 ローム粒子・ロームJヽブロック中量。

≪ S143 竃土層解説 >
1 暗褐色 ローム粒子中量,焼上粒子・炭化物少量。

2 暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子中量。

3 暗赤掲色 ローム粒子・砂中量。

4 褐色 ローム粒子中量,砂少量。

5 掲色 砂中量,ロ ーム粒子少量。

6 暗褐色 砂中量,ロ ーム粒子少量。
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第85図 第43号住居跡実測・遺物出上位置図
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第86図 第43号住居跡出土遺物実測・拓影図 (1
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第87図 第43号住居跡出土遺物実測図 (2)



遺物

番号
器 種

法   量 (cm) Tし 径

(mm)

重 量

(0)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

329 球 状 土 錘 覆 土 DP100上下ヘラ調整

330 197 床 面 DP99

覆 土 DP97上下ベ ラ調整

DP98

333 管 状 土 錘 Φ,7) 53 (2110) (2039) 床 面 直 上 DP96

散 石 118) (5578) 覆 土 Q ll砂岩 ,表裏に使用痕

いく

３

第44号住居跡 (第88図 )

く
|

Ｄ
一

Ｅ
Ｏ
．
∞
ミ

劇
引

Ｂ
一

B'

蕉 S144 土層解説 ≫

I 褐色 ローム粒子中量,ロ ーム小 。中ブロック少量。

S144 奄土婚解説 >
褐色 日―ム粒子少量。

褐色 焼土粒子中量,ロ ーム小ブロック・砂少量。

にぶい赤褐色 焼土粒子 。砂多量。

褐色 焼土粒子・砂中量。

暗褐色 焼土粒子多量。

掲色 ローム粒子微量。

にぶい赤褐色 砂中量,焼土粒子少量。

にぶい赤掲色 焼上粒子少量。

暗赤掲色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子・焼土ブロック・砂少量。

褐色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量。

臣_二_____Jm

第88図 第44号住居跡実測図
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位置 調査区の西端Blb6区 を中心に位置する。

重複関係 第43号住居跡の上面に構築されている。

規模と平面形 一辺4.85m程の隅九方形を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-60°―E前後と推定される。

壁 壁高20cm程 を測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。北東壁及び北西・南東両壁の一部は良好

に遺存するが,第43号住居跡と重複する南西側の壁は,既に遺存 していない。

床 竃周辺の北東側の床面は,ロ ーム面に構築されているため明瞭に検出されたが,第43号住居

跡と重複する南西側の床の大半は,一部に貼床が確認されているものの不明瞭である。

電 北東壁の中央部に付設されている。壁を外側に48cm程掘 り込み,ロ ームと砂で構築された

両袖部が遺存する。火床は,熱をうけレンガ状に赤変硬化 している。

ビット 4か所。Pl～ P4(23～ 32X31～ 34× 34～ 90cm)は ,いずれも主柱穴である。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の郭 (336)。 高右付郭 (337・ 338),須恵器の甕 (335)・ ITh(339)。 高台付不 (340)・ 台

付盤 (341)等 が出土 している。337の 高台付杯は底部外面に,338の 高台付郭は体部外面下端に墨

0               10cm

第89図 第44号住居跡出土遺物実測・拓影図
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遺物番号 器  種 法 量(clll) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

335

甕

須 恵 器

A[30.40]

B (3.40)

胴部は直線的に外傾 して立ち上がり,日 縁部は強く

外側に屈曲する。日縁端部は上方につまみ上げられ

ている。胴上■部外面に縦位の平行II「 き目。日縁部

内外面は横ナデ調整。

砂粒・雲母

にぶい黄褐色

普通

P248

5%
竃内覆土

イ

土 師 器

A[1160]
B 410
C [5,20]

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は僅かに外反する。水挽き成形。体部下端手持

ちヘラ削り調整。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

P253

30%

床面

高 台 付 杯

土 師 器

A  13.00

B 4.20
D 5.20
E   O,70

平底で,底部には「ハ」の字状に開き,接地面が平

坦となる短い貼 り付け高台が付 く。体部は器厚を一

定に保ち,やや内彎気味に外傾する。水挽き成形。

底部回転ヘラ削り。体部下端手持ちヘラ削り調整。

内面ヘラ磨き後黒色処理。

砂粒・ ス コ リ

ア・雲母

内一黒色

外―にぶい橙色

普通

P254

70%

底部外面に墨書

(「汁」)

竃内覆土

高 台 付 杯

土 師 器

A 13.40
B  4.60

D  6.70
E  090

平底で,底部には下方に延びる短い貼 り付け高台が

付く。体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水挽

き成形。底部回転ヘラ削 り調整。内面ヘラ磨き後黒

色覺理。

砂粒

内一黒褐色

外―浅黄橙色

普通

P251

80%

体部外面下端に

墨書 (判読困難 )

床面

不

須 恵 器

A 13.80
B 4.60
C  580

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。日

縁部は僅かに外反し,端部に丸味を持つ。水挽き成

形。底部ヘラ切 り後一定方向のヘラ削 り調整。体部

下端は手持ちヘラ削り調整と思われる。摩滅が進行。

砂粒・長石・雲

母

にぶい橙色

普通

土覆

２５

％

面

Ｐ

７０

床

高 台 付 杯

須 恵 器

A  15.80

B  5.40

D 8.20
E  O.80

平底で,底部には内傾 した後端部が外上方に廷びる,

短い貼 り付け高台が付 く。体部は器厚が薄く,僅か

に外反しながら外上方に立ち上がる。水挽き成形。

底部及び体部下端,回転ヘラ削 り調整。

砂粒・長石・雲

母

灰白色

普通

P249

70%

覆上下層,床面

盤

器

付

恵

台

須

B  (2.80)

D 12.10
E  l.20

平底で,底部には「ハ」の字状に開く短い貼 り付け

高台が付 く。高台の端部は斜めの面をなす。体部は

外上方に大きく開く。水挽き成形。底部外面回転ヘ

ラ削り調整。

砂粒・長石・石

英

灰色

普通

２５

％

面

Ｐ

４０

床

書が見られる。

所見 本跡は,出土遺物から平安時代 (9世紀中葉頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第89図 )

第45号住居跡 (第 90図 )

位置 調査区の北西端Ali6区 を中心に位置する。

重複関係 南側を,第46号住居跡によって掘 り込まれている。

規模と平面形 三分の二程力消ヒ西側の調査区外に存在するため,規模や平面形については不明で

あるが,検出された壁の状況から,楕円形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 北西方向と推定される。

壁 壁高2～ 14cmを測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。全体に遺存状態が悪い。

遺物

番号
器 種

法   量 (cln) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

釘 現存長(11.0)幅0,9厚 さ0.8 (284) 床 面
M10 頭部折れ曲がる。先端に向かって細 くな V

屈曲。断面形は方形状。
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床 やや凸凹しており,木の根による撹乱が見られる。一部に硬化面が認められるものの,全体

に軟弱である。南東壁際からは,皿状に掘 り込まれた不定形 (83× 83× 20cm)の 落ち込みが検出

されているが,性格については不明である。

炉 不明。

ピット 1か所。Pl(98× 65× 34cm)は ,配置や形状・規模等から,主柱穴の一部と考えられる。

他の主柱穴については,調査区外に存在するものと推定される。

覆上 自然堆積と推定される。

遺物 弥生時代後期の上器片164点が出土 している。

所見 三分の二程が調査区外に存在するため,全容については不明である。本跡は出土遺物から

弥生時代後期の住居跡と考えられる。

A28.5m

第90図 第45号住居跡実測図

出土遺物 (第 91図 )

343・ 344・ 346・ 347は複合口縁を呈する弥生式土器の口縁部片である。343は 口縁部に付加条

の縄文 (単節LR+Rl)を 横位に施 し,日唇部には同じ原体によるものと思われる縄文原体の押圧 ,

日縁部下端には棒状工具による押圧が加えられている。3441ま ,日縁部に付加条の縄文を施 し,

日縁部下端に棒状工具による刺突を加えている。345は,口唇部を欠損する口縁部から顕部にか

けての破片である。日縁部下端に刺突を加え,日縁直下には単節RLの結節縄文(自縄自縛の縄 )

を施す。頸部は無文帯となっている。346は 口縁部に付加条の縄文(単節LR+2RIか )を 施 してい

るが,口唇部が欠損 し,摩減が進行 している。3471よ 口縁部に単節RLの縄文,日唇部に同じ原体

による回転押圧,頸部に櫛描懸垂文を施 している。348・ 3491ま 頸部片であり,348は 2～ 3本 1条

―-420-



の櫛描波状文を横位に数段施 している。3491よ 頸部に7本 1条 の櫛描懸垂文,胴部に単節RLの縄文

を施 し,顕都と胴部との境界に4本 1条 の櫛歯状工具による結節沈線文を 1条巡らせている。350

は底部片であり,胴部に付加条の縄文(単節RL+2Rl)を 施す。底部には木葉痕が見られる。

ヽ ▼す:==rifイ ■

“3 澪導砒47

発ユiW3硝

第91図 第45号住居跡出土遺物拓影図      349

第46号住居跡 (第 92図 )

と
^i=´

it】

轡 王鞠 ■!'77
._ヽぅ,一‐ ~  `‐

    946

350

10Cm

位置 調査区の北西側Alj6区 を中心に位置する。

重複関係 第45号住居跡の南西側を掘 り込んでいる。

規模と平面形 4.60× 4.40mの 方形状を呈するものと推定される。

主軸方向 N-26°―W。

壁 壁高15cm前後を測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。遺存状態が悪 く,北西壁の大半と南西

壁は既に遺存 していない。

床 ほぼ平坦であり,北西側の床面力汁ヒ較的良好に遺存 し,硬 く踏み固められている。南西側の

床面は遺存状態が悪 く,部分的に硬化面が認められるにすぎない。竃前面の床面は,長楕円形状

に浅く落ち込み,焼土が薄く堆積 している。

電 推定プランの北西壁中央部に付設されている。遺存状態が悪 く,ロ ームと砂で構築された袖

部の一部と火床が僅かに遺存しているにすぎない。火床は床面を僅かに掘 り込む程度であり,熟

を受け赤変硬化 している。

ビット 5か所。Pl～ P4(30～ 60× 30～ 50× 31～ 37cm)が主柱穴,P5(径 25cm,深 さ15cm)は 出入口

の施設に伴うピットと考えられる。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の小形甕(352)。 甑(351)・ 郭(353～ 355)や 須恵器片,球状土錘(356・ 357),双孔円

板(358)等が出土 している。

所見 本跡は,出土遺物から古墳時代後期(6世紀中～後半頃)の住居跡と考えられる。
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S147

A28.5m

第92図 第46号住居跡実測図

出土遺物観察表 (第93図 )

判引単ひ

0               2m

＠

随

ul

Ｅ
一

≪ S146 土層解説 >
1 暗褐色 ローム粒子中量,ロ ームブロック少量。

2 褐色 ローム粒子中量,ロ ームブロック少量。

3 掲色 ローム粒子多量。

庶 S146 籠土lU解説 ≫

1 暗褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子少量。

2 掲色 ローム粒子多量,ロームブロック中量。

3 にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子中量,ロ ーム小ブロッ

ク少量。

4 掲色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

遺物番号 器  種 法 量 (clll) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

甑

土 師 器

A[26.60]

B (1720)
胴部は内彎気味に外上方に開いて立ち上がり,日辺

部は大きく外反する。胴部外面縦位のヘラ削 り。国

辺部内外面横位のヘラナデ調整。胴部内面丁寧なヘ

ラナデ調整。

砂粒・雲母

橙色

普通

P255

30%

床面直上～覆土

上層

甕

器

形

師

小

土

A ll.30
B  10.50

C  5.50

不安定な平底で,胴部は内彎 しながら上方に立ち上

が り,中位に最大径を持つ。日辺部は内傾し,日 縁

部は僅かに外傾 して開く。底部外面ヘラ削り。胴部

外面ヘラ磨き。内面ヘラナデ。日縁部内外面積ナデ

調整。

砂粒・長石

橙色

普通

P259

90%

覆土下層 (正位 )
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353

杯

土 師 器

A[1250]
B  (4.40)

扁平な九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日 縁部は直線的に内傾する。口縁部と体部との

境にシャープな稜を有する。体部から底部にかけて

の外面ヘラナデ調整。□縁部外面及び内面は,ヘ ラ

磨き調整。

砂粒・雲母

明赤掲色

普通

P258

30%

覆上下層

杯

土 師 器

A 14.80
B 450

丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は僅かに内傾する。体部から底部にかけての外

面ヘラ削り後ヘラナデ調整。口縁部内外面積ナデ調

整。全体に摩滅が進行しているが,内 外面は黒色処

理されていたものと思われる。

砂粒・スコリア

にぶい責橙色

(一部黒色)

普通

P256

90%

床面直上 (正位 )

355

不

土 師 器

A [14.20]

B   4 50

丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁部は僅かに外傾 して立ち上がる。体部から底部に

かけての外面ヘラ削り後ヘラナデ調整。□縁部内外

面横ナデ調整。内面ヘラ磨き調整。

砂粒 。長石・雲

母

暗褐色

普通

P257

60%

覆土中・下層

〔 It  il  D 358

356～ 358S=考 0              10Cm

⑥
①

357

①
‐④
３５６第93図 第46号住居跡出土遺物実測図
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遺物

番号
器   種

法   量 (cnl) 子し 径

(mnl)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 27 覆 上 下 層 DP101ヘ ラ調整

357 50 DP102上 下ヘラ調整

358 双 孔 円 板 3.3 20 床 面 Q12白雲母片岩 ,二孔を穿つ。

第47号住居跡 (第 94図 )

位置 調査区の西側Alj5区 を中心に位置する。

重複関係 第46号住居跡の西側を掘 り込んでいる。

規模と平面形 4.95× 4.73m程 の隅九方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N19°―W。

壁 壁高10～ 30cmを 測 り,外傾または緩やかな傾斜で立ち上がる。北西壁・南東壁の一部及び

南西壁は遺存 していない。

床 平坦であり,南東壁下・中央部・亀前面にかけての床面が良く踏み固められており,堅緻で

ある。北東コーナー部からは,不定形を呈する深さ14cm程の落ち込みが検出されている。覆土

は暗褐色または黒褐色を呈し,ロ ームや竃から流れ込んだと思われる砂が含まれている。覆上の

状況から本跡に伴うものと思われるが,性格については不明である。

電 推定プランの北西壁中央部に付設されている。壁を外側に40cm程掘 り込み,砂 とロームで

構築されており,両袖部が遺存する。火床は浅 く掘 り窪め,熱を受け赤変硬化 している。

ビット 4か所。Pl～ P4(42～ 80× 42～ 70× 51～ 61cm)は ,いずれも主柱穴である。

覆上 自然堆積。

遺物 須恵器の杯(359。 360)や 球状土錘(361),管 状土錘(362)等が出土している。

所見 本跡は,出土遺物から平安時代(8世紀末～9世紀初頭頃)の住居跡と考えられる。

出土遺物観察表 (第 95図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cHl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備   考

杯

須 恵 器

[1420]

3 90

8 80

Ａ
　
Ｂ

Ｃ

平底で,体部は直線的に外傾 して立ち上がる。水挽

き成形。底部回転ヘラ切り後一定方向のヘラ削り調

整。

砂粒 。長石

掲灰色

普通

P264

35%

覆上下層

杯

須 恵 器

[1520]

3 80

[1020]

Ａ

Ｂ
　
Ｃ

平底で,体部は下位に九味を持ち,外傾して立ち上

がる。水挽き成形。底部外面ヘラ削り調整。

砂粒・雲母

にぶい褐色

普通

P265

20°/。

覆上下層

遺物

番号
器   種

法   畳 (cm) 孔 径

(mH)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 22 1.7 77 床 面 DP104上 下ヘラ調整

管 状 土 錘 覆 土 DP103
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第94図 第47号住居跡実測図

1兒

凹
|

S147 土層解説 》

褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子少量。

暗褐色 ローム粒子中量,焼上粒子・炭化粒子・砂少量。

暗褐色 ローム粒子中量,炭化物少量。

黒掲色 ローム粒子中量,砂少量。

褐色 ローム粒子多量。

褐色 コーム粒子多量。

暗褐色 ローム粒子中量。

掲色 ローム大ブロック多量。

聰 S147 釜土層解説 >
1 にぶい赤掲色 ローム粒子・焼土粒子・砂中量,炭化粒子少量。

2 赤褐色 焼土粒子多豊,焼土小・中ブロック中量,ロ ーム粒子少量。

3 にぶい赤褐色 ローム中ブロック中量,砂少量。

4 暗掲色 砂中量,ロ ーム粒子・ローム小ブロック少量。

5 褐色 ローム粒子中量,日 ―ム可ヽプロック・砂少量。

6 褐色 ローム粒子多量,ロ ームJヽブロック中量,焼土粒子少量。

7 褐色 砂中量,焼土粒子・焼土小ブロック・炭化物少量。

8 褐色 ローム粒子多量,ロ ーム4ヽ・中プロック少量。

Ｂ

一　

　

　

　

　

　

Ｃ

一

≪

0          2m
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第95図 第47号住居跡出土遺物実測図

第48号住居跡 (第96図 )

位置 調査区の北西端Al15区 を中心に位置する。本

跡の大部分は,北西側の調査区外に存在する。

重複関係 不明。

規模と平面形 方形または長方形状を呈する住居跡

と推定 される。 (調査区内における短軸の長 さは

3,60mを 測る。)

主軸方向 北西方向(N-28° ―W前後)に 主軸 を持つ

ものと推定される。

壁 壁高20～ 27cm程 を測 り,外傾 しなが ら立ち上

がる。南西壁は遺存状態が悪い。

床 平坦で全体に硬 く締まっているが,南西コー

ナー付近は撹乱を受けている。

電 調査区外に存在するものと推定される。

ビット 不明。

貯蔵穴 不明。

覆土 自然堆積。

遺物 土師器の甕(363)や杯(364),須恵器の郭(365

～368),砥石 (369)等が出土 している。366の杯は覆

土か ら出土 した ものであるが,底部外面 に墨書

(「乃」)が見られる。

所見 本跡は,その大部分が調査区外

に存在するため,規模や形状等につい

ては不明である。しかし,出上 した遺

物の時期から平安時代 (8世紀末～9世

紀初頭頃)の住居跡と考えられる。

６

◎
‐Ｑ

引  ⑭
二

口
|

生 28,8m         二

362
S〓 Z

10Cm

い
ロ

口
|

Щ
Ｉ
ｌ
ｒ

第96図 第48号住居跡実測図
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0             10Cm

第97図 第48号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 97図 )

遺物番号 器  種 法 量(cln) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

養

土 師 器

A[22.60]

B(1170)
l同部は内彎して立ち上がる。口辺部は「く」の字状

に強く外反し,日 縁部は外上方につまみ上げられて

いる。日縁都下端及び内面に明瞭な稜を有する。胴

部ヘラナデ調整。日縁部内外面積ナデ調整。

砂粒・長石・雲

母

にぶい橙色

普通

P266

10%

覆土中層

364

邪

土 師 器

A [18.00]

B  (3.80)

扁平な丸底で,体部は内彎しながら外上方に大きく

開いて立ち上がり,日 縁部は内彎気味に外傾する。

日縁部と体部との境に稜を有する。体部から底部に

かけての外面,ヘ ラ削 り後ヘラ磨き調整。口縁部外

面及び内面ヘラ磨き調整。

砂粒・長石・雲

母

にぶい褐色

普通

P267

30%

覆土中層

365

不

須 恵 器

A[1320]
B   3 80

C 820

平底で,体部は直線的に外傾 して立ち上がる。水挽

き成形。底部外面一定方向のヘラ削 り。体部下端手

持ちヘラ削り調整。

砂粒・長石

褐仄色

普通

P269

40%

覆土中層

不

須 恵 器

A[1160]
B 3.60
C  7.00

平底で,体部は器厚を減じながら外傾して立ち上が

る。水挽き成形。底部回転ヘラ削り後ナデ調整。内

面に暗褐色の付着物。

砂粒

掲灰色

普通

P268

65%

底部外面に墨書

(「乃」)

覆土中層

イ

須 恵 器

A[13.30]

B  440
C [9,00]

平底で,体部は器厚を減じながら直線的に外傾して

立ち上がる。水挽き成形。底部外面不定方向のヘラ

削り調整。体都下端手持ちヘラ削 り調整。

砂粒・スコリア

灰白色

普通

P270

30%

覆土上層
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IFh

須 恵 器

(330)

8 00

平底で,体部は内彎気味に外傾 して立ち上がる。水

挽き成形。底部不定方向のヘラ削り調整。体部下端

手持ちヘラ削り調整。全体に摩減が進行。

砂粒・長石・雲

母

灰責色

普通

P271

40%

覆土中・上層

遺物

番号
器   種

法   量にm) 子し 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

369 砥 石 覆 土 中 層 Q13流紋岩質凝灰岩 ,全面使用

第49号住居跡 (第 98図 )

位置 調査区の北端A2鯰区を中心に位置し,

その大部分が北西側の調査区外に存在する。

重複関係 不明。

規模と平面形 方形または長方形状を呈する

ものと推定される。

主軸方向 北西方向に主軸を持つものと推定

される。

壁 壁高15cm程を測 り,外傾 して立ち上がる。    第98図 第49号住居跡実測図

床 調査区内においては部分的に検出されている。

電 北西側の調査区外に存在するものと推定される。

ビット 不明。

貯蔵穴 不明。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の高台付杯(371)や須恵器の不(370),球状土錘 (372)等 の他に,不明鉄製品(373)が

1点出土 している。

所見 本跡は,その大部分が調査区外に存在するため,規模や形状等については不明である。し

かし,出土 した遺物の時期から平安時代(8世紀末～9世紀初頭頃)の住居跡と考えられる。

Ｅ
Ｏ
．０
蝉

劇
「

0              10Cm

◎
‐鶴
既

併
韓

第99図 第49号住居跡出土遺物実測・拓影図
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出土遺物観察表 (第99図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cln) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

郭

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[12.80]

4.00

[7.80]

平底で,体部は外傾して立ち上がり,国縁部は僅か

に肥厚する。水挽き成形。底部回転糸切 り,無調整。

□縁部内外面積ナデ調整。

砂粒

にぶい橙色

普通

２７

％

土

Ｐ

２０

覆

高 台 付 杯

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

[12.8∝

4 90

7.20

0_70

平底で,底部には「ハ」の字状に開く短い貼 り付け

高台が付く。体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。

水挽き成形。日縁部内外面積ナデ調整。内面ヘラ磨

き後黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒褐色

外―橙色

普通

２７

％

土

Ｐ

４０

覆

遺物

番号
器   種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 覆 土 DP105上 下ヘラ調整

不 明鉄 製 品 現存長(80)幅0,8 厚さ05 (117) Mll L字状を呈する。

第50号住居跡 (第 100図 )

位置 調査区の南西B2dl区 を中心に位置する。南東側の五分の一程が調査区外に存在する。

規模と平面形 一辺3.90m程 の方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-23° W。

壁 壁高5cm程 を測 り,緩やかな傾斜で立ち上がる。北西壁及び南西・北東両壁の一部は良好に

遺存するが,南東側の傾斜地に向かうほど不明瞭となる。全体に遺存状態が悪い。

床 やや凸凹しており,竃周辺に硬化面が認められるが,中央部から南東部にかけての床面は遺

存状態が悪い。

電 北西壁の中央部に付設されてお り,壁を外側に28cm程掘 り込み,砂 とロームで構築されて

いる。天丼部は既に崩落し,両袖部のみが

'ヒ

較的良好な状態で遺存する。火床は床面を僅かに掘

り込む程度で,熱を受け赤変硬化 している。

ビット 5か所。Pl～ P4(30～ 50× 26～ 40× 20～ 36cm)が主柱穴であり,北東コーナー付近から検

出されたP5(32× 28× 30cm)に ついては不明である。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の小形奏(374),球状土錘 (375～ 377)等 が出土している。374の小形甕は,床面から

出上 したものである。

所見 一部調査区外に存在するため,全容については不明であるが,出土遺物から古墳時代後期

(6世紀末～7世紀初頭頃)の住居跡と考えられる。
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四十

≦ S150 土層解説 >
1 褐色 ロームJヽ ブロック中量。

2 褐色 ローム小ブロック・砂少量。

3 暗掲色 焼上粒子少量。

聰 S150 篭土層解説 >
げ
一

Ｂ
一

Ｃ
一

第100図  第50号住居跡実測図

第101図  第50号住居跡出土遺物実測

出土週物観察表 (第 101図 )

拓影図

|

(〔I::)と 75

|

76  Q77

375-377 S=%

0             10Cm

にぶい褐色 焼上粒子多量,砂中量。

褐色 ローム粒子・焼上粒子・砂少量。

暗褐色 焼土粒子・灰多量,砂中量。

褐色 砂多量,焼土粒子少量。

にぶい褐色 砂多量。

暗褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂少量。

増褐色 ローム粒子中量,砂少量。

褐色 ローム粒子・砂中量,焼土粒子・焼上小プロック少量。

暗赤褐色 ローム粒子中量,焼土ブロック・砂少量。

⑥
‐①
３

遺物番号 器  種 法 量 (cEl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

器

形

師

小

土

B  (8 90)

C  5.90
平底で,体部は内彎しながら上方に立ち上がる。底

部外面不定方向のヘラ削り。胴部外面縦位または斜

位のヘラ削り。内面ヘラナデ調整。内面は剖離が著

しい。

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

P275

25%

床面
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遺物

番号
器   種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

375 球 状 土 錘 2.5 22 7.0 電  覆  土 DP106上下ヘラ調整

376 DP107    //

377 21 DP108    //

第51号住居跡 (第85図 )

位置 調査区の西端Blb6区を中心に位置する。

重複関係 第43号住居跡を掘り込んで構築されている。

電 赤変硬化する火床の一部が遺存し,その周囲に天丼部や袖部を形成していたと考えられる砂

が僅かに検出された程度で,極めて遺存状態が悪い。

遺物 竃の周辺から土師器片や須恵器片が出土している。

所見 本跡は,第43号住居跡の覆土中層付近から確認された竃の痕跡をもとに命名した住居跡で

あり,北西方向に主軸を有する住居跡と推定されるが,遺存状態が悪く,詳細については不明で

ある。しかし,竃の周辺から出土した遺物から,第44号住居跡よりも古い時期の,平安時代の住

居跡と推定される。

0              10Cm

第102図  第51号住居跡出土遺物実測・拓影図
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出土遺物観察表 (第102図 )

遺物番号 器  種 法 量化m) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

器

形

師

小

土

A

B

[1380]

(14.00)

胴部は内彎 して立ち上がり,上位に最大径を持つ。

口辺部は「く」の字状に外反し,国縁部は内傾 した

後,外上方につまみ上げられている。胴部外面縦位

のヘラ削 り。内面横位のヘラナデ調整。日辺部内外

面横ナデ調整。二次焼成。

粒

色

通

砂

橙

普

２６

％

土

Ｐ

３０

覆

379

甕

器

形

師

小

土

B (13.10)

C   6.60

平底で,胴部は内彎しながら立ち上がり,上位に最

大径を持つ。胴下半部外面,横位のヘラ削り調整。

底部外面に木葉痕。二次焼成。器表面は摩滅が進行。

砂粒・長石

橙色

普通

２６

％

土

Ｐ

３０

覆

甕

須 恵 器

Ｂ

　

Ｃ

(11.50)

15.20

平底で,胴下半部は外傾して立ち上がる。胴部外面

は,斜位の平行叩き目調整後,下半部を斜位または

横位のヘラ削り調整。内面ヘラナデ調整。底部外面

は摩減。

砂粒 。長石

橙色

普通

２６

％

土

Ｐ

３０

覆

第52号住居跡 (第 103図 )

位置 調査区の南西端Ble8区 を中心に位置する。南東側の三分の一程が調査区外に存在する。

重複関係 北東壁を第11号土坑によって掘 り込まれている。

規模と平面形 一辺6.5m程の方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-20°―W。

壁 壁高15cm程を測 り,外傾 または緩やかな傾斜で立ち上がる。南西壁は部分的に検出された

だけであり,遺存状態が悪 く不明瞭である。

床 南西及び南東側に向かって傾斜 している。北東部及び竃前面の床面は堅級であるが,他は遺

存状態が悪 く不明瞭である。

電 北西壁の西コーナー寄 りに付設されている。壁を外側に僅かに掘 り込む程度で,砂とローム

で構築されている。天丼部は既に崩落しているが,両袖部が良好に遺存 している。火床は床面を

皿状に16cm程掘 り込み,火床及び和部内面は良く熱を受け, レンガ状に赤変硬化 している。

ピット 2か所。Pl・ P2(40～ 55× 37～ 50× 10～ 40cm)は ,いずれも主柱穴である。本来は4本主柱

を有するものと思われるが,南東側が調査区外となっているため不明である。

貯蔵穴 不明。

覆上 自然堆積。

追物 土師器の甕(381)・ 高不(382)。 不(383),球状土錘(384～ 386),管状土錘(387)等が出土 し

ている。381の甕は,床面から出土 したものである力Ⅵ 片ヽである。382の 高郭は外部の破片である

が,内面が黒色処理され,外面には赤彩が施されている。

所見 本跡は,出土遺物から古墳時代後期(6世紀中～後半頃)の住居跡と考えられる。
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虔 S152 土層解説 沸

1 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量。

2 褐色 ローム粒子中量,ロ ームJヽ ブロック少量。

3 褐色 ローム粒子中量。

4 褐色 ローム粒子中量,日 ―ム小ブロック少量。

<S152 竜土層解説 》

1 褐色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

2 暗褐色 ローム粒子中量,焼上粒子少量。

3 暗褐色 ローム粒子中量,ロームJヽ ブロック・

砂少量。

4 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小・中ブロック

少量。

5 掲色 ローム粒子・焼土粒子中量,焼土小ブロ

ック・砂少量。

6 暗褐色 ローム粒子・砂中量,焼土小ブロック

少量。

7 にぶい赤褐色 ローム粒子多量,日―ム中ブロ

ック・焼土粒子中量。

3 にぶい赤褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・鱗

土Jヽブロック少量。

9 暗赤褐色 焼土ブロック多二。

10 暗赤褐色 焼土粒子・焼土可ヽブロック多量。

11 掲色 焼上小ブロック微量。

12 褐色 砂中量,ロ ーム粒子少量。

Ｄ
一

D'

卜
　

●

∞

０

０
，

　

劇

第103図  第52号住居跡実測図
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出土遺物観察表 (第 104図 )

遺物番号 器  種 法 量(clll) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

奏

土 師 器

B (710) 口辺部は大きく外反して立ち上がる。日辺部内外面

横ナデ調整。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

P276

5%
床面

382

杯

器師

古向
　
上上

A [1380]

B (6.50)

郭部片。体部は内彎気味に外上方に大きく開いて立

ち上が り,回 縁部は外反 して開く。日縁部と体部と

の境にシャープな稜を有する。体部外面ヘラ削り後
ヘラナデ調整。口縁部外面及び内面ヘラ磨き調整。

内面黒色処理。外面赤彩。

砂粒 。雲母

内一黒掲色

外一赤色

普通

P278

20%

覆上下層,覆土

イ

土 師 器

☆ [1170]

B   3.80

九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が り,日
縁部は内傾する。口縁部と体部との境に稜を有する。

体部から底部にかけての外面,ヘ ラ削り後ヘラナデ

調整。日縁部内外面積ナデ調整。

砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

P279

30%

覆土

遺物

番号
器 種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 22 2.1 (2.0) 覆 土 DPl12

電  覆  土 DP■ 1摩滅進行

2.7 床 面 DP■0上下ヘ ラ調整

387 管 状 土 錘 33 32 (7.0) DP109

385

⑤
「
∞
３８
◎
‐廻
３８６

384～38'竜二)イ

0            10Cm
第104図 第52号住居跡出土遺物実測図
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第53号住居跡 (第 34図 )

位置 調査区の東側A2i8区 を中心に位置し,南側の傾斜地に面している。

重複関係 本跡は第16。 17号住居跡の上面に構築されており, さらに本跡を掘 り込み,第 15号住

居跡が構築されている。

規模と平面形 3.22× 2.40m程 の隅九長方形状を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N70.5° ―E前後と推定される。

壁 北西及び南西壁 (北西コーナー付近の壁 )が部分的に遺存 しているにすぎず ,全体に不明瞭で

ある。残存壁は,壁高20cmを 測 り緩やかな傾斜で立ち上がる。

床 大半が重複遺構によって掘 り込まれているため,不明瞭である。

電 北東壁の北コーナー寄 りに付設されていたものと推定されるが,遺存状態が悪 く,第17号住

居跡の床中央部付近に,本跡の竃(袖部)の痕跡 と考えられる砂や,砂まじりのロームが僅かに遺

存しているにすぎない。

ピット 南西壁際に,66× 48× 5cm程の精円形を呈する浅い落ち込みが検出されているが,その

性格については不明である。

覆土 不明。

所見 本跡は,重複遺構によって既にその大半が掘 り込まれており,遺物 も出土していないため,

詳細については不明であるが,重複遺構との関連から,平安時代(11世紀 )に属する住居跡と推定

される。

2 土坑

当遺跡からは11基の上坑が検出されているが,竪穴住居跡と同様に単独で検出されたものは少

なく,規模や形状については不明瞭なものも見られる。また,土坑の時期については,第4号土

坑を除き,総 じて出土遺物が少ないため,覆上の状況や重複関係等から総合的に時期判定をおこ

なった(縄文時代早期 2基,古墳時代後期 1基,奈良時代末から平安時代 5基,時期不明 3基 )。

従って,時期に付いては若千の検討の余地を残している。ここでは,縄文時代早期の炉穴 2基 (第

6。 9号土坑)を含め,遺構毎にその特徴や出土遺物について記載することにする。

第 1号土坑 (第105図 )

位置 調査区の北西側A3f2区を中心に位置する。

重複関係 上面に第3号住居跡が構築されている。

規模と形状 2.30 X l.85mの 不整長方形を呈し,深さ75cmを測る。底面は平坦で硬く締まって

おり,壁は外傾または垂直に近い傾斜で立ち上がる。
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長軸方向 N-11°―E。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の甕や杯・娩の破片が出土 している。388の塊は,土坑の底面及び覆土出上の破片

が接合 したものである。

所見 出土遺物から,重複する第3号住居跡よりも古い古墳時代後期の上坑と考えられる。

第 2号土坑 (第 105図 )

位置 調査区の東側A2h9区 を中心に位置する。

重複関係 第12号住居跡を掘 り込み,東側は撹乱を受けている。

規模と形状 0.91× 0.83mの 円形状を呈し,鍋底状に32m程掘 り込まれている。

長軸方向 不明。

覆上 自然堆積 (覆土上層は撹乱を受けている)。

通物 土師器片や須恵器片が出土している。389の須恵器の杯は覆土から出土 したものである。

所見 出土遺物から,重複する第12号住居跡よりも新 しい平安時代(10世紀前半 )の上坑と考えら

れる。

第 3号土坑 (第 105図 )

位置 調査区の北東側A2浄区を中心に位置する。

重複関係 第11号住居跡によって掘 り込まれている。

規模と形状 1.28 X O,93m程 の楕円形状を呈するものと推定される。

長軸方向 N-63°―E前後と推定される。

覆上 自然堆積。

遺物 土師質土器の皿 (390)や高台付杯(391)等が出土 している。

所見 出土遺物や重複遺構との関連から,平安時代 (11世紀前半)の土抗と考えられる。

第 4号土坑 (第 105図 )

位置 調査区の中央部A2h7区 を中心に位置する。

重複関係 本跡は,第20号住居跡の竃の一部を掘 り込んで構築されている。

規模と形状 4.12× 1.85mの隅丸長方形を呈し,深さ60～ 90cmを 測る。底面は南東方向に傾斜して

いる力彰 平坦で堅緻である。壁は外傾または垂直に近い傾斜で立ち上がり,硬 く締まっている。

長軸方向 N-6°―W。

覆土 人為堆積。
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遺物 覆土から,土師器の杯 (397)や 皿 (398。 399),須恵器の杯 (392～ 396),灰釉陶器片,緑釉

陶器片,管状土錘,球状土錘,不明鉄製品,鉄津等多数の遺物が出上 しているが,実測可能なも

のは少ない。

所見 出土遺物や重複遺構との関連から,平安時代 (9世紀後半 )の土坑と考えられる。

第 5号土坑 (第 105図 )

位置 調査区の中央部A2j5区 を中心に位置する。

重複関係 第29号住居跡の東壁を掘 り込んでいる。

規模と形状 3.42× 2.03mの 隅九長方形を呈し,深さ30～ 55cmを 測る。底面は南東方向に傾斜 し,

やや凸凹しているが,堅級である。壁は外傾 して立ち上が り,硬 く締まっている。

長軸方向 N77° ―W。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から,土師器の小形甕(405)や甕・高台付郭・皿等の破片,須恵器片等が出土している。

406の須恵器の甕の胴部片は,第4号土坑覆土出土の破片と接合 している。

所見 出土遺物や406の接合状況から,本跡は第4号土坑と同時期の平安時代 (9世紀後半)の土坑

と考えられる。

第 6号土坑 (第 106図 )

位置 調査区の北側A2g4区 に位置する。

重複関係 本跡は,第25号住居跡の床面下から検出されたものであり,本跡の覆土を堀 り込み,

第25号住居跡の竃が付設されている。また,第9号土坑の北側を掘 り込んでいる。

規模と形状 2.30× 0。 98mの長楕円形状を呈し,深さ64～ 74cmを 測る。底面はやや凸凹しており,

南西側に傾斜 している。壁はほぼ垂直に近い傾斜で立ち上がる。

長軸方向 N75°―E。

覆上 自然堆積 (南西壁際は人為堆積 )。 南西壁際に多量の焼土が堆積 し,底面はレンガ状に赤変

硬化 している。

遺物 覆土から,縄文早期の土器片や混入 したと考えられる土師器片が出土 している。407の 深

鉢形土器の破片は,覆土下層から出土 したものである。

所見 出土遺物や土坑の形態から,縄文時代早期の炉穴と考えられる。

第 7号土坑 (第 106図 )

位置 調査区の北端A2f3区 を中心に位置する。
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重複関係 本跡の覆土上層を掘 り込み,第24号住居跡の亀火床部が構築されている。

規模と形状 1.67X l.30mの不整楕円形を呈 し,深さ88cmを 測る。底面は平坦で,方形状を呈し,

壁は垂直に立ち上がる。

長軸方向 N-68°―W。

覆上 自然堆積。

遺物 土師器の郭 (408)や須恵器片等が出土している。

所見 出土遺物や重複遺構 との関連から,第24号住居跡よりも古い奈良時代末～平安時代前半頃

の土坑と考えられる。

第 8号土坑 (第 106図 )

位置 調査区の東側A3hl区 を中心に位置する。

規模と形状 1,09× 0.88mの楕円形を呈 し,深 さ32cmを 測る。底面は平坦であり,北西壁は段

状を呈するが,他の壁はほぼ外傾 して立ち上がる。

長軸方向 N-26生w。

覆上 自然堆積。

遺物 須恵器の甕片力詑点出上 している。

所見 出土 した須恵器片はいずれも河ヽ片であるため,本跡の時期については不明である。

第 9号土坑 (第 106図 )

位置 調査区の北側A2g4区 に位置する。

重複関係 本跡は,第25号住居跡の床面下から検出されたものであり,本跡の北西側は,ほぼ同

時期の遺構と考えられる第6号土坑によって掘 り込まれている。

規模と形状 不整長方形または長楕円形状を呈するものと思われるが,規模については不明であ

る(残存,見模は1,35× 0。 95mを測る)。

長軸方向 N-26°―W前後と推定される。

覆土 人為堆積。

所見 遺物は出土 していないが,形状や覆上の状況から,第 6号土坑とほぼ同時期の縄文時代早

期の炉穴と考えられる。

第10号土坑 (第 106図 )

位置 調査区の北端A2f2区 に位置する。

規模と形状 0,75× 0.65mの円形を呈 し,深さ20cmを 測る。底面は平坦であり,壁 は緩やかな
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傾斜で立ち上がる。

長軸方向 不明。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から土師器片,須恵器片,鉄津等が少量出土 している。

所見 出土した遺物はいずれも刻ヽ片であり,本跡の時期については不明である。

第11号上坑 (第 106図 )

位置 調査区の南西端Ble9区 に位置する。

重複関係 第52号住居跡の北東壁を掘 り込んでいる。

規模と形状 0。 94× 0.88mの円形を呈 し,深 さ15cmを 測る。底面は皿状を呈し,壁は緩やかな

傾斜で立ち上がる。

長軸方向 不明。

覆上 自然堆積。

所見 遺物が出土 していないため,時期については不明であるが,重複関係から古墳時代後期以

降の上坑と考えられる。

第 1号土坑出土遺物観察表 (第 107図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

388

境

土 師 器

Ａ

Ｂ

[16.60]

5.70

平底気味の九底で,体部は内彎 しながら外上方に立

ち上がる。体部から底部にかけての外面,ヘ ラ削 り

後ヘラ磨き調整。内面ヘラ磨き調整。

砂粒・長石・雲

母

橙色

普通

P282

30%

覆土,底面

第 2号土坑出土遺物観察表 (第 107図 )

遺物番号 器  種 法 量(cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

杯

須 恵 器

[1400]

3 10

[640]

Ａ
　
Ｂ

Ｃ

平底で,体部は下位に丸味を持ち,内彎気味に外上

方に立ち上がる。水挽き成形。底部回転糸切 り。体

部下端手持ちヘラ削り調整。

砂粒・雲母

橙色

普通

２８

％

土

Ｐ

４０

覆

第 3号土坑出土遺物観察表 (第 107図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cれ ) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

皿

土師質土器

A 10.60
B   3 10

丸味を持つ平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち

上が り,口縁部は僅かに外反して開く。水挽き成形。

底部外面回転ヘラ削り調整。

砂粒・長石・雲

ニ

明赤掲色

普通

P285

60%

覆上下層

高 台 付 杯

土 師 器

[14,90]

(5.30)

(0 40)

Ａ
　
Ｂ

Ｅ

平底で,底部に貼 り付け高台が付 く(大半欠損 )。 体

部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水挽き成形。

内面黒色処理。

砂粒・雲母

内一黒褐色

外―にぶい責橙

色

普通

P284

50%

覆上下層(一括 )
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第 4号土坑出土遺物観察表 (第 107・ 108図 )

遺物番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

杯

須 恵 器

A [1380]

B  470
C 560

上底気味の平底で,体部は下位に九味を持ち,内彎

気味に外上方に立ち上がる。国縁部は僅かに外反し

て開く。水挽き成形。底部外面回転糸切 り。体部下

端手持ちヘラ削 り調整。内面に煤状の付着物。

砂粒・スコリア

にぶい赤橙色

普通

P286

45%

覆上下層

不

須 恵 器

A[1230]
B 4.30
C 520

凸凹状を呈する平底で,体部は器厚を一定に保ちな

がら直線的に外傾 して立ち上がる。水挽き成形。底

部はヘラ切り後,不定方向のヘラ削り調整。体部下

端手持ちヘラ削り。日縁部内外面横ナデ調整。器肉

が薄く,全体に硬質。

砂粒・スコリア

灰掲色

良好

P291

40%

底面

邦

須 恵 器

A[1360]
B   4 40

C 580

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部外面一定方向のヘラ削り。体部下端

手持ちヘラ削り調整。内面に暗掲色の付着物。

砂粒・ スコリア

にぶい橙色

普通

P288

40%

覆土中層

杯

須 恵 器

A [1260]

B   3 80

C [630]

平底で,体部は下位に丸味を持ち,内彎気味に外上

方に立ち上がる。国縁部は器厚を減じ,僅かに外反

する。水挽き成形。底部回転糸切 り。体部下端手持

ちヘラ削 り調整。

砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

P287

30%

覆土上層

396

杯

須 恵 器

A[1340]
B   3 80

C [660]

平底で,体部は内彎しながら外上方に立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。体部下端手持ちヘラ

削り調整。

砂粒

にぶい橙色

普通

P289

40%

覆土中 。上層

邦

土 師 器

A [1300]

B   4 00

C  600

平底で,体部は下位に九味を持ち,外傾 して立ち上

がる。水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ削 り調整。

体部下端手持ちヘラ削り調整。内面ヘラ磨き後黒色

処理。

砂粒・雲母

内一黒色

外=橙色

普通

P290

40%

覆土上層

皿

土 師 器

A 12.80
B 250
C  5.80

上底気味の平底で,体部は器厚を減 じながら直線

的に外傾して開く。水挽き成形。底部回転糸切 り。

内面に暗褐色の付着物。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

P292

90%

覆上下層

皿

土  師  器

A [1390]

B   3.00

C   5 80

平底の無台の皿であるが,底部がやや下方に突出す

る。体部はやや外反気味に外上方に大きく開いて立

ち上がる。水挽き成形。底部外面一定方向の手持ち

ヘラ削り調整。体部下端横ナデ調整。全体に器形が

歪む。

砂粒・雲母・ス

コリア

橙色

普通

P293

60%

底面・覆上下層

置物

番号
器 種

法   量化m) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

刀 子 現存長(153)刃 長131刃幅13 (242) 底 面 M12棟側に関を有する。刃部・茎に木質付着

鉄 鏃 現存長(116)鏃幅26刃幅06 (165) 覆 上 下 層 M13有茎鏃,鋭い逆刺を有する。茎に木質付着

球 状 土 錘 35 27 80 (266) 覆 土 DPl14-方 向から穿孔

21 19 24 80 DPl15

管 状 土 錘 (40) 80 (184) DP■ 3摩減

第 5号土坑出土遺物観察表 (第 108図 )

遺物番号 器  種 法 畳 (cH) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

甕

器

形

師

小

土

A [1280]

B (10 40)

胴部は内彎 しながら上方に立ち上がる。□辺部は

「く」の字状に外反し,口縁部は上方につまみ上げ

られている。□縁部下端及び,日縁部内面に明瞭な

稜を有する。胴下■部外面ヘラ削り。胴上半部外面

ヘラナデ調整。日辺部内外面横ナデ調整。

砂粒 ・長石・雲

母

にぶい橙色

普通

P294

15%

覆土中層
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④
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A'A23.5m

S13
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Ｆ

〓
ド

柳１
岬１

３９６

ヽ
‐
‐
ヽ
―
、

．

干

―

ょ

SK 2

SK4

SK 5

照 S K2 土層解説 ≫

1 暗掲色 ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック・焼土粒子・炭化物少量。

2 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・焼土中ブロック・炭化物少量。

3 極暗褐色 ローム粒子中量,炭化物少量。

4 褐色 ローム粒子多量,日 ―ム中ブロック少量。

≪ S K4 土層解説 ≫

1 褐色 ローム粒子多量。

2 暗褐色 ローム粒子・ローム中ブロック中量。

3 黒褐色 競止小ブロック・炭化粒子中量。

4 黒色 炭化粒子・炭化物多量,ロ ーム粒子・ 灰中量。

5 灰褐色 ローム中ブElッ ク・焼土粒子・炭てし物中量。

6 褐色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量。

7 暗褐色 ローム粒子中量,ロ ームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量。

8 灰掲色 ローム粒子多量,ロ ームJヽブロック少量。

9 暗褐色 ローム粒子多量。

10 暗褐色 ローム粒子中量。

11 黒色 灰中量,日 ―ム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量。

12 褐色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量。

13 褐色 ローム粒子・ローム小ブロック中量,焼土粒子少量。

14 褐色 ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック・炭fヒ粒子・灰少量。

15 嗜褐色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

16 褐色 ローム粒子多量,日 ―ムブロック中量。

17 暗褐色 ローム粒子中量,ロ ームプロック・焼土粒子・炭化粒子少量。

第105図 土 坑 実 測 図 (1)
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Ｂ

一

一〔

筵 S K6 土層解説 ≫

1 にぶい掲色 ローム粒子多量,ロ ーム中・大ブロック中量。

2 褐色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量。

3 掲色 ローム粒子・焼土粒子少置。

4 褐色 ローム粒子中量,日―ムJヽブロック・焼土粒子少量。

5 赤褐色 焼土粒子多量,ローム粒子中量。

6 にぶい赤掲色 ローム粒子中量,焼土粒子少置。

7 にぶい赤掲色 ローム粒子多量,焼土粒子中量。

8 赤褐色 焼土粒子多量,ローム粒子中量。

9 にぶい褐色 ロームブロック多量,焼土粒子中豊。

10 掲色 ローム粒子中量。

11 掲色 ローム粒子多量,ローム小ブロック中量。

12 赤掲色 焼土粒子多量,ローム粒子 。焼土ブロック中量。

13 にぶい赤掲色 ローム粒子多量,ロ ームブロック中量。

14 赤褐色 焼上粒子多量,コーム粒子・焼土ブロック中量。

15 暗赤掲色 焼土粒子・焼土ブロック多量,ロ ーム粒子中量。

16 掲色 ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック中量。

∬ 辰S K7土層解説》
- 1 暗褐色 ローム粒子中量。

2 暗褐色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量。

3 暗褐色 ローム粒子多量,ロームJヽ ブロック中量。

4 褐色 ローム粒子・ロームJヽ ブロック多量。

5 褐色 ローム中ブロック中量。

A' 6 掲色 ローム粒子・ローム小ブロック多量。
~ 7 

褐色 ローム粒子多量。

8 褐色 ローム粒子多量,ローム中ブロック中量。

9 にぶい褐色 ローム粒子多量,ローム中 。大ブ

ロック多量。

A'

Ｂ
一

:216  11

SK6・ 9

SK7

A'

生29.Om J

予

SK10

B'

◎二
いキ

いロいぃ

生
①

生③

口
|

Ａ
一

Ａ
一

SK ll

聰 S Kll 土層解説 >
1 赤褐色 焼土粒子多量。

2 掲色 ローム粒子・焼土粒子少量。

3 褐色 ローム粒子少量。

<S K8 土層解説 >
1 褐色 ローム粒子中量。

2 褐色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量。

3 にぶい掲色 ローム粒子少量。

第106図 土 坑 実 測 図 (2)
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第107図  第 1～ 4号土坑出上遺物実測・拓影図

0             10Cm
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〓402-404 S

0              10cm

第108図 第 4～ 7号土坑出土遺物実測 。拓影図

406は 須恵器の甕の胴部片であり,第 4号土坑覆土出土の土器片と接合 したものである。胴部

外面に平行叩目文を施 し,内面に同心円の当て具痕が見られる。

第 6号土坑出土遺物観察表 (第 108図 )

遺物番号 器   種 法 量(cHl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

深   鉢

縄文式土器

[24.20]

(1720)

口縁部から胴部にかけての破片であり,平縁で,胴
部は直線的に外傾して立ち上がる。内外面に横位ま

たは斜位に条痕文が施されている。

砂粒・スコリア・

繊維

にぶい橙色

普通

P295

10%

覆土下層

第 7号土坑出土遺物観察表 (第 108図 )

遺物番号 器   種 法 量(cnl) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

不

上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[12.20]

3.80

[7.20]

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部不定方向のヘラ削り調整。内面は
,

ヘラ磨き後黒色処理されていたものと思われる。体

部外面に強い水挽き成形痕が残る。二次焼成。

砂粒

浅黄橙色

普通

２９

％

土

Ｐ

４５

覆
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3溝
当遺跡からは7条 の溝が検出されているが,いずれも出土遺物が少ないため,それぞれの溝の

時期や性格を明らかにすることは困難であった。ここでは,調査結果に基き,それぞれの溝の規

模や形状等を中心に記載することにした。

上

Ｆ

∞

∬

．
生27.4m

ー

SD 3

土層解説>
ローム粒子少量。

第 1号溝 (第34図 )

位置 調査区の東側,

A2hO区からA3工 区に

かけて位置する。

重複関係 第12号住

居跡の北東コーナー

付近の床・壁 ,及び第

13号住居跡の竃の一

部を掘り込んでいる。

規模 と形 状 A2hO

区の溝の西端から南

東方向 (N-78°―W)

に2.42m程直線的に

延 C A3hl区 付近で

大きく屈曲し,さ ら

に南側 (N-5。 5°―E)

に4.82m程直線的に

延 びてい る。全長

7.24m,上幅0,75～

1.00m,深 さ15cm程

を測 り,「口」状に

掘 り込まれている。

底面は平坦で壁は緩

やかな傾斜で立ち上

がる。溝は,南 (南

西)側の傾斜地に向

かうほど不明瞭とな

▲28.5m ≪ S D2

1 暗褐色

ピ
一

Ｂ
一

SD 2

第109図 第 2・ 3号溝実測図
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り,底面は南側に向かって傾斜 している。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から,須恵器片が1点出土 している。

所見 本跡は,重複関係から平安時代以降に属する溝と考えられるが,時期や性格については不

明である。

第 2号溝 (第 109図 )

位置 調査区の北側,A2亀区からA2g5区にかけて位置する。

重複関係 第19号住居跡を,北東から南西方向に掘 り込んでいる。

規模と形状 調査区内における溝の全長は約63mでぁり,上幅0。 62～ 1.22m,深さ10～ 20cmを

測 り,皿状に掘 り込まれている。滞は,北東から南西方向(N-46°―E)|こ ほIF直線的に延びてい

るが,全体に遺存状態が悪 く不明瞭である。溝の北東端は,さ らに調査区外に延びているものと

考えられる。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から,土師器片や球状土錘が出上 している。

所見 本跡は,その方向性から見て,第7号溝と接続するもの(同一の溝 )と も考えられる。重複

関係や第7号溝との関連から,平安時代 もしくはそれ以降に属するものと考えられるが,性格に

ついては不明である。

第 3号溝 (第109図 )

位置 調査区の中央部A2j7区 を中心に位置する。

重複関係 第20号住居跡を北西から南東方向に掘 り込んでいる。

規模と形状 北西から南東方向(N-70° ―W)にほIF直線的に延びており,調査区内における全長

は4.45m,上 幅0.24～ 0,49m,深 さ10～ 13cmを測 り,「v」状に掘 り込まれている。底面は平坦で,

壁は緩やかな傾斜で立ち上がる。溝の南東端は,さ らに調査区外に延びているものと推定される。

覆上 自然堆積。

所見 遺物は出上していないが,重複関係から平安時代またはそれ以降に属する溝と考えられる。

第 4号溝 (第110図 )

位置 調査区の中央部,B2a4区からB2c4区にかけて位置する。

重複関係 第26・ 29号住居跡,第 5号土坑の上面を掘 り込んでいるものと思われるが,不明瞭で

ある。
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規模と形状 南北(N-6°―W)|こ ほIF直線的に延びており,調査区内における全長は10.4n,上幅

1,90～ 2.35m,深 さ10～ 32cmを測 り,浅い皿状に掘 り込まれている。底面は南側に向かって傾

斜 しており,壁は緩やかな傾斜で立ち上がる。溝の北端は不明瞭であり,南端はさらに調査区外

に延びているものと推定される。

覆上 自然堆積。

追物 覆土から,縄文式上器片,弥生式土器片,土師器片,須恵器片等が少量出土している。

所見 各時代の遺物が混在 して出土 しているが,重複関係から平安時代以降に属する溝と考えら

れる。

第 5号溝 (第■1図 )

位置 調査区の南西側,Bl,2区からB2d3区 にかけて位置する。

重複関係 第34号住居跡の南東コーナー付近を掘 り込んでいる。

規模と形状 B巧2区の第34号住居跡 との重複部から,南西方向(N37°―E)|こ 6.50m程直線的に

延び,B2a2区で東側に向かって大きく屈曲し,さ らに南東方向(N-25° 一W)に 11.52m程直線的に延

びて調査区の境界に達する。調査区内における溝の全長は18.02m,上幅0.40～ 1.53m,深 さ10

～22cmを 測 り,皿状に掘 り込まれている。底面は,南東側に向かって傾斜 してお り,壁は緩や

かに立ち上がる。溝の南東端は,さ らに調査区外に延びているものと推定される。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から,縄文式土器片,弥生式土器片,土師器片,須恵器片等が少量出土 している。

所見 各時代の遺物が混在 して出土 しているが,重複関係から平安時代以降に属する溝と考えら

れる。

第 6号溝 (第 111図 )

位置 調査区の南西側,B2a2区からB2d3区 にかけて位置する。

規模と形状 B2a2区からB2a3区 にかけて,第5号溝の東側に沿うように北東から南東方向に弧状

に延びている。B2c2区付近は遺存状態が悪 く不明であり途切れているが,溝はさらにB2d3区付近

で,再び北西から南東方向に直線的に延びて調査区の境界に達する。一部不明瞭であるが,溝の

全長は14.65m,上幅0。 15～0,60m,深さ10cm前 後を測 り,1浅 く皿状に掘 り込まれている。底面

は南東側に向かって傾斜 しており,壁は緩やかな傾斜で立ち上がる。

覆上 自然堆積。

退物 縄文式土器片,土師器片,須恵器片等が少量出上 している。411の 須恵器の高台付郭は,

やはり覆土から出上したものである。
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第111図  第 5・ 6号溝実測図
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第112園 第7号清実・Rll園
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所見 時期・性格については不明であるが,方向性から第5号溝とほぼ同時期に属するものと考

えられる。

410 0              10Cm

409・ 410S=猪

第113図 第2・ 6号溝出土遺物実測図

第 2号溝出土遺物観察表 (第 113図 )

◎
‐０

◎
‐

物
　
号

遺
　
番

器   種

法   量 (cm) 径

サ

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 覆 土 DP■7-方向から穿孔,ヘラ調整

DPl16上 下ヘラ調整

第 6号溝出土遺物観察表 (第 113図 )

遺物番号 器  種 法 量 (clll) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

不

器帥
恵

高

須

A [14.60]

B   5.00

D  E9.20]

E O,70

平底で,底部には「ハ」の字状に開く短い貼 り付け

高台が付 く。体部は直線的に外傾 し,下位に稜をな

す。水挽き成形。

砂粒・雲母

責灰色

普通

２９

％

土

Ｐ

２０

覆
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第 3節 その他

1 遺構外出土遺物

当遺跡から出土 した表採及びグリッド出土遺物の内,実測可能なものを取 り上げ,一括 して

以下に記載 した。

出上遺物観察表 (第 114・ 115図 )

遺物番号 器   種 法 と三(cm) 器 形 及 び 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

瓢

土 師 器

A [2620]

B(2190)
胴部は内彎気味に外上方に開いて立ち上がり,日 辺

部は緩く外反して開く。日縁部は外削ぎ状を呈する。

胴部外面,ヘ ラ削 り後ヘラ磨き。内面ヘラ磨き。日

辺部内外面横ナデ調整。

砂粒・長石・雲

母

橙色

普通

P211

40%

B2cl匝互 (S1401こ

伴 うものか )

甑

土 師 器

A [25,20]

B (19 00)

胴部は内彎気味に外上方に立ち上が り,日 縁都は緩

く外反して開く。胴部上位には,一対の角状の把手

が付 く。胴部外面及び把手の外面はヘラ削 り調整。

口縁部内外面積ナデ調整。内面ヘラ磨き調整。

砂粒・雲母

橙色

普通

P299

15%

B2cl・ B2c2

B2b2[至

弩

器

形

師

小

土

A[1220]
B  14 70

C   5 30

上底気味の平底で,胴部は内彎気味に上方に立ち上

がり,中位に最大径を持つ。日辺部は外反して立ち

上がり,日縁部下端に稜を有する。底部外面不定方

向のヘラ削り。胴部外面ヘラ削 り後ヘラナデ調整。

日辺部外面横ナデ調整。内面ヘラナデ調整。

砂粒・スコリア

暗赤褐色

普通

P300

60%

表採

杯

土 師 器

A [1380]

B   4 60

扁平な丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日 縁部は外反する。日縁部と体部との境に明瞭

な稜を有する。体部から底部にかけての外面,ヘ ラ

削り後ヘラナデ。口縁部外面及び内面,ヘ ラ磨き後

赤彩を施す。摩減が進行。

砂粒・雲母

内一赤色

外―赤橙色

普通

P306

60%

B2b2区

杯

土 師 器

A[1510]
B 510

丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が り,日

縁部は直線的に外傾する。日縁部と体部との境に明

瞭な稜を有する。体部から底部にかけての外面ヘラ

削り。日縁部外面及び内面ヘラ磨き後赤彩を施す。

外面に輪積み痕。

砂粒

内一赤色

外―赤色,橙色

普通

P303

60%

嘆部外面に覚記

号

B2cl・ B lho区

必

土 師 器

A [1480]

B 560
扁平な九底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が

り,日縁部は外反する。日縁部と体部との境にシャー

プな稜を有する。体部から底部にかけての外面ヘラ

削り後ヘラ磨き。日縁部外面及び内面ヘラ磨き調整。

砂粒・雲母

橙色

良好

P304

50%

B2cl区

郭

土 師 器

A[14.20]

B 600
丸底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上が り,国

縁部は緩く外反する。体部から底部にかけての外面 ,

ヘラ削り後ヘラナデ調整。日縁部内外面積ナデ調整。

内面ヘラ磨き調整。

砂粒・スコリア

橙色

普通

P305

50%

B2cl・ B2c2区

鉢

須 恵 器

A [28.30]

B (13.90)

胴部は内彎気味に外上方に立ち上が り,国 辺部は強

く外反する。日縁部は内傾 した後,端部が外上方に

つまみ上げられている。Л同部外面に斜位の平行叩き

目調整。日辺部内外面積ナデ調整。内面横位のヘラ

ナデ調整。

砂粒・雲母

にぶい黄橙色

普通

P301

15%

A2f4区

杯

須 恵 器

A 1280
B   4 10

C   7 00

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。水

挽き成形。底部回転糸切 り。体部下端手持ちヘラ削

り。内面積ナデ調整。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

P222

70%

B lb8区
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杯

須 恵 器

A [12.70]

B   4.30

C  [7.00]

平底で,体部は直線的に外傾する。水挽き成形。底

部外面回転ヘラ削り調整。体部下端手持ちヘラ削り

調整。

砂粒

灰色

普通

P307

30%

N013グ リッド

422

杯

須 恵 器

A [13.00]

B   4.10

C  [5.80]

平底で,体部は内彎気味に外上方に立ち上がり,日

縁直下に強い水挽き成形痕を残す。水挽き成形。体

部中位から下端部にかけて,手持ちヘラ削り調整。

日縁部外面横ナデ調整。

砂粒・スコリア

オリーブ灰色

普通

P308

30%

NO,1グ リッド

蓋

灰 /EI陶 器

A 13.00
B   4.10

F   3 00

G  040

天丼部中央に扁平な宝珠形のつまみが付く。天丼頂

部はやや平坦で,日 縁部に向かってなだらかに下降

する。日縁部は下方に属由し,日 縁端部は外下方に

僅かに外反する。水挽き成形。天丼頂部は回転ヘラ

削り調整。つまみと天丼部内外面の中位及び口縁部

内外面は横ナデ調整。外面に灰釉が施されている。

砂粒・スコリア

浅責色

(釉 )オ リーブ黄

色

普通

P309

25%

A2f3区 (S1241こ

伴 うものか)

遺物

番号
器 種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(9)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最 大 幅 最大厚

求 状 土 錘 32 表 採 DPl18上 下ヘラ調整

DPl19    //

紡  錘  車 (40.0) Alj8区 DP120ヘ ラ削り調整

石製紡錘 草 径3.8 厚 さ1.ユ A2gs区 秘17ホ ルンフェルス,上面に線刻らしきもの有

砥 石 (134,7) No.9グ リッド &14流紋岩質凝灰岩,使用面に強いねじれ

(1607) No 14グ リッ ド &15   ″   ,使用面にねじれ

No.12グ リッド a16   ″   ,使用面2

-453-



f一 ― =1萎

0              10Cm

第114図 遺構外出土遺物実測図 (1)
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第 4節 小 結

思川遺跡からは,調査の結果,弥生時代後期から平安時代にかけての竪穴住居跡53軒 (弥生時

代後期3軒・古墳時代後期14軒 。平安時代36軒 ),縄文時代早期(炉穴2基 )。 古墳時代後期(1基 )。

平安時代(5基 )な どに比定される土坑11基 (不明3基を含む)や ,平安時代以降に構築されたものと

考えられる溝6条が検出されている。これらの遺構は,楯 の台古墳群との間に霞ケ浦方向から侵入

する谷(沖積低地 )|こ 東面 した,舌状台地の先端部から検出されており,遺構の大半に重複が見ら

れるなど複雑な様相を呈 している。このことは, とりもなおさず,当台地上が人々の生活の場と

して恰好の場所であり,縄文時代早期以降,弥生時代後期・古墳時代後期・奈良時代末～平安時

代と断続的ではあるが,集落の移動・変遷を繰 り返 しながら,長期間に互ってこの台地が生活の

場として使用された結果であると言える。特に平安時代になると,住居の建て替えや拡張を繰 り

返しながら,集落は何世代にも亙 り,一定の場所に継続 して営まれるようになる。また,当遺跡

からは,こ れらの多数の遺構 と共に,各種土器(縄文式土器・弥生式上器・土師器・須恵器・灰

釉陶器・緑釉陶器・土師質土器・手捏土器・陶器)や土製品(支脚・紡錘車・土錘),石製品(臼

玉・双孔円板・紡錘車・敲石・磨石 。砥石),鉄製品(鉄鏃・刀子・鎌・釘等),銅製品(鏡 )等の

遺物が出土 している。これらの遺物の中には,第 12号住居跡出上の輪花皿(緑釉陶器),第 17号住

居跡出土の唐鏡 (瑞花双鳳鏡の破片),第 4号住居跡出上の平瓶・把手付瓶 (灰釉陶器;猿投)。 須恵

器の大甕,墨書土器や鉄鏃など,貴重な遺物が多数含まれており注目される。思川遺跡の詳細に

ついては,第8章で扱うことにする。
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第 8章 考 察

1 思川 遺 跡 にお け る集 落 の変 遷 につ い て

思川遺跡から検出された遺構は,出土遺物等から,縄文時代,弥生時代,古墳時代,奈良時代

末～平安時代に大別することができる。ここでは検出された各時代の遺構や遺物を,I～ �I期 に

区分 し,各期ごとにその特徴を述べ,当遺跡に於ける集落の変遷について若子の考察と検討を加

えて行 くことにする。

なお,以下に述べる集落の変遷についての考察は,道路幅という限定された範囲内の調査結果

に基づ くものであり,調査の結果や地形の状況から,当遺跡の集落の一部が,さ らに調査区の北

西側に広がる台地の平坦面や,南東恨1の台地の先端部付近にも存在する可能性が高い。将来の調

査により,遺跡の全容が明らかになることを期待 したい。

(1)各期の上器の様相

思川 I期 (SK6・ 9)

第6号土坑(炉穴)出上の深鉢形土器の口縁部片(407)1ま ,内・外面に条痕文を施し,胎土に繊

維を含むもので,縄文時代早期後業の茅山下層式に比定されるものと思われる。当該期の遺物

は,第6号土坑から同様の破片が数点出土 しているにすぎない。

思JII Ⅱ期(S17。 37・ 45)

奏形土器の破片が少量出土 しているにすぎず,器形の窺えるものは出上していない。日縁部

片はいずれも複合日縁を呈するもので,単節や付加条の縄文が施され,口縁の下端部に棒状工

具による押圧や刺突が加えられている。日唇部には,口縁部と同じ原体による押圧や回転押圧

が施されるものが多い。頸部文様帯は,無文のもの,櫛歯状工具による懸垂文,波状文の施さ

れるもの,結節縄文の施されるものが存在 し,底部には木葉痕が見られる。出土した土器片は,

いずれも弥生時代後期前半頃に位置付けられるものと思われる。

思JII Ⅲ期(S135。 40。 41)

土師器の小形奏・杯等が出土している。箋は,胴部が球形状を呈 し,回辺部が「 く」の字状に

外反するもの(296),日 辺部が直立した後,緩 く外反するもの(298),胴部の張 りが強く,日辺

部が直立するもの(297)等 が存在する。邪は,痛平な九底を呈し,体部が直立気味に立ち上がっ

た後,日縁部で外反するもの(257),外稜を有 し,口辺部が外傾または外反するもの(255。 294)

等が存在する。出土 した土器は,いずれも6世紀前半代に位置付けられるものと思われる。

思川V期 (S12・ 38。 46・ 52)

土師器の小形甕 。年 。高杯等が出土している。小形菟は,バラエテイーに富み,胴部が球形

状を呈 し,日辺部が「 く」の字状に外反するもの(10。 271),胴部は球形状を呈するが,下位に
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最大径を有 し,日辺部が短 く緩やかに外反するもの(8),丸味を帯びた筒状の胴部を呈し,口辺

部が短 く直立するもの(9)等が存在する。郷は,丸底で日辺部が直立または内傾するもの(273・

354),日辺部下に外稜を有 し,日辺部が内傾または直立するもの(11・ 12・ 272・ 274)等 が存在

する。Ⅳ期には,須恵器の蓋杯の器形を模倣 したものと思われるものが出現する。第52号住居跡

からは,高杯の不部片(382)が出土 している。この高坪は,日辺部下に明瞭な稜を有 し,日辺

部が強く外反するもので,杯部内面にはヘラ磨き後黒色処理,外面には赤彩が施されるもので

ある。出土土器は,いずれも6世紀の中葉から後半頃に位置付けられるものと思われる。

思川V期 (S13・ 5・ 31。 43)

土師器の甕・小形甕・甑・郭が出土 している。舞は,胴部が張 りの強い球形状を呈し,口辺

部が強く外反するもの(179),胴部に九味を持つが】同の張 りが弱 く,日辺部が「 く」の字状に外

反するもの(22・ 320)等がある。Jヽ形菊には,日縁部に最大径を有 し,胴部と口辺部との境界

にヘラ削 り調整によって生 じた明瞭な稜を有するもの(325)等 も存在するが,あ まり大きな変

化は見られない。胴部の張 りの弱い筒形のもの(23)は,胴部最大径が上位に移る。観には,胴

部の上位に一対の把手の付 されたものが見られる(327)。 郷は,Ⅳ期と類似する。Ⅳ期とV期の

上器群との間にはあまり変化を見い出すことはできないが,甕や杯に若干新 しい要素が見られ

ることや,遺構の重複関係等から,V期は6世紀後半頃に位置付けられるものと思われる。

思川Ⅵ期(S119。 36・ 50)

出土遺物が少なく比較資料がないため,土器の様相については不明瞭であるが,遺構の主軸

方向や規模,重複関係等からⅥ期を設定したものである。

思川Ⅶ期 (S139・ 47。 48・ 49)

土師器の甕・杯・高台付郭,須恵器の郭が出土 している。

土師器の莞は,胴部上位に最大径を有 し,口辺部が「 く」の字状に強 く外反するもので,日縁

端部は外上方につまみ上げられており,顕部以下にはヘラ削 り調整が施 されている。

須恵器の杯は,体部が直線的に外傾するもので,底部は回転ヘラ切 り後一定方向のヘラ削

り調整が施され,体部下端に手持ちヘラ削 り及び回転ヘラ削 り調整が施されている。底径指数

は60～62前後であり,日径に比べ底径の比率が大きいことが特徴である。Ⅶ期は,出土遺物か

ら8世紀第4四半期から9世紀第1四半期頃に位置付けられるものと思われる。

思川Ⅷ期(S■・6・ 8,10。 14・ 20・ 44)

土師器の高台付杯,須恵器の甕 。広口壺・杯・高台付杯・長頸瓶等が出土 している。

土師器の高台付坪は,第44号住居跡から2点 (337・ 338)出 土 したものであり,いずれも杯部

内面にヘラ磨き後黒色処理が施され,底部や体部の外面に墨書が見られる。

須恵器の発は,日縁部が直角に近い角度で外側に屈曲し,日縁端部が上方につまみ上げられ
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るもので,胴部外面に平行叩き目調整を施す(335)。 広口壷は,日縁部片が1点 出上 しているだ

けである。坪は,平底で体部が直線的に外傾 して立ち上がるもの(5・ 87・ 88・ 100),外傾 して

立ち上が り,日縁部付近で僅かに外反するもの(4。 104・ 106),体部下半に九味を持ち,日縁

部付近で僅かに外反するもの(339)等 がある。調整技法は,底部回転ヘラ切 り後,ヘラ削 り調

整が施され,体部下端に手持ちヘラ削 りの施されるものが主流であり,底部ヘラ切 り後無調整

のものや,体部下端に回転ヘラ削 り調整の施されるものが若干見られる。底径指数は50～ 55前

後のものが多い。Ⅷ期には須恵器の高台付郭 も見られる。高台付郭には,底部と体部 との境界

に弱い稜を有 し,体部が直線的に立ち上がるもの(102・ 108),底部と体部との境界に明瞭な稜

を有 し,体部が外反気味に立ち上がるもの(107),体部が底部から外反気味に立ち上がるもの

(340),体部が底部から直接外傾 して立ち上が り,日縁部付近で内傾する盤状を呈するもの(91)

等がある。いずれも高台は貼 り付け高台であり,底部には回転ヘラ削 り調整が施されている。

第14号住居跡からは,長頸瓶 (いわゆる壺 G)の破片が出土している。長頸瓶のようにⅦ期に中

心を持つような遺物も出土 しているが,須恵器の杯や高台付郭等の編年等から,Ⅷ期は9世紀

第2四半期頃に位置付けられるものと思われる。

思川区期 (S14・ 23・ 26・ 27・ 28・ 29。 30'34・ 42)

土師器の甕・郭・皿・高台付杯 。高台付皿・坑・蓋,須恵器の甕・長頸壼・鉢・横瓶・甑・

蓋・盤・郭,灰釉陶器の平瓶・把手付瓶 。長頸壺等が出上している。本期には,Ⅷ期には見ら

れなかった土師器の皿や高台付皿が出現 し,当遺跡出上の墨書土器の大半が当該期に含まれる。

遺物は器種 。量とも豊富であり,第4号住居跡のように須恵器の大甕(47),灰釉陶器の平瓶(64)

や把手付瓶(63)な ど特徴的な遺物が豊富に出土する住居跡も存在する。

土師器の範は輪積み成形によるもので,日辺部は「 く」の字状に大きく外反し,日縁端部は上

方につまみ上げられている。また,胴部上位に最大径を有し,外面には上位に横位のヘラ削 り,

中～下位に縦位のヘラ削 り調整の施されるものが多い(48・ 171)。 小形莞 も成形・整形とも甕

と類似する(50・ 172)。 坪は,体部下位に九味を持ち,外傾 して立ち上がるもので,内面にヘ

ラ磨き後黒色処理が施されている(54・ 244)。 底部は,回転糸切 り後無調整のものと,ヘ ラ削

り調整が施されているものとが存在 し,体部下端には手持ちヘラ削り調整が施されている。皿

は,平底で体部が大きく外反 して開くもので,底部は回転糸切 り後無調整のもの,ヘラ削 り調

整が施されるものがある。また,内面にはヘラ磨き後黒色処理の施されるものが多 く見られる。

高台付皿は,内面にヘラ磨 き後黒色処理の施されるもの(60。 251)と そうでないもの(61)と が

存在 し,底部は回転糸切 り後,高台貼 り付け部の周縁にナデ調整が施 されている。婉は,第 34

号住居跡から大形のものが1点 (248)出上 している。坑の内面にはヘラ磨き後黒色処理が施され

ており,底部は回転糸切 り後周縁部にヘラ削り調整が施 されている。体部下端は手持ちヘラ削
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り調整である。土師器の蓋(168)は ,天丼部中央に浅 く凹む扁平なつまみが付 くもので,天丼

部は九味を帯びており,中位から下位にかけてなだらかに下降し,日縁部付近で平坦 となって

いる。天丼部中位には回転ヘラ削 り調整が施 され,内面にはヘラ磨き後黒色処理が施されてい

る。

須恵器の甕は,胴部上位に張 りを持ち,日辺部が大きく外反する大形のものと,長胴で胴部

上位に最大径を持ち,El辺部が短 く外反するものとが出土 している。第4号住居跡出土の須恵

器の大奏(47)は ,胴部上位に最大径を有 し,日辺部に6本1条 の櫛描波状文を三段に巡らし,胴

部に平行叩き目調整が施されるものである。横瓶 (163)は ,胴部片が第28号住居跡から出上 し

ている。輪積み成形で,横長の球形状の体部に,短 く外反する日縁部が付 くもので,外面に平

行叩き目調整が施され,部分的に褐灰色の自然釉が掛かっている。甑は,5Tし式の底部 を有す

るもの(155)で ,体部に格子状の叩き目調整を施 した後,体部下位に横位のヘラ削 り調整を施

している。蓋は,端部の下方への折 り曲げが不明瞭なもので,天丼部には回転ヘラ削 り調整が

施され,天丼中央に擬宝珠つまみが付 く。第34号住居跡から出土した長顕壷の日頸部片 (252)は ,

頸部の接合技法が三段構成のものであ り,IG-78窯式のものよりやや古い形態のものと考え

られる。杯は,Ⅷ期に比べ,体部に丸味を帯びたものが多 くなり,日径に比べ底径力Ⅵ さヽくな

る。底部には一定方向のヘラ削 り調整が施 され,体部下端には手持ちヘラ削り調整が施 されて

いる。底径指数は40～48で あり,底径が日径の三分の一以下となる。

灰釉陶器の平瓶 (64)や把手付瓶 (63)は ,いずれも第4号住居跡から出上 したものであ り,平

瓶は0-9号窯式,把手付瓶はK-5号窯式出上のものに類似する。Ⅸ期は,若千古い段階の遺

物を含んでいるが,須恵器の不や灰釉陶器の編年等から,9世紀第3四半期から第4四半期頃に

位置付けられるものと思われる。

思JII X期 (S112,21)

Ⅸ期に比べ遺構数が極端に減少 し,出土遺物 も少ない。主な遺物としては,須恵器の杯や台

付長頸壷 (長頸瓶),土師器の杯,緑釉の輪花皿がある。

土師器の杯は,体部下半に九味を持ち,日縁部が僅かに外反するもので,いずれも内面にヘ

ラ磨 き後黒色処理が施されている(113・ 147)。 底部は,ヘラ削り調整されるものと,静止糸切

り後底部の外周に回転ヘラ削 り調整の施されるものが存在する。

須恵器の台付長顕壷 (115)は ,胴部の上位に最大径を持ち,日頸部が外反して立ち上がるも

ので,肩部の張 りが弱 く,頸部から胴部中位にかけてオリーブ色の自然釉が掛かっている。貼

り付け高台で,底部及び胴部下位には回転ヘラ削り調整が施されている。須恵器のイは,Ⅸ期

と同様である。

緑釉の輪花皿(116)は ,第 12号住居跡から出土 したもので,全体の三分の二程が残存 している。
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底部には貼 り付け高台が付き,内彎気味に立ち上がる体部は,中位からやや内彎の度合を増し,

外面に弱い稜を作 り出している。見込み及び外稜の内側には,浅 く細い圏線が見られる。口縁

部には,日縁の一部をつまんで内に折 り曲げた輪花を,五方にあらわしている。この緑釉の輪

花皿は,K-90号窯式の後半のものに相当するものと思われる。X期は,出土遺物の年代から,

10世紀第1四半期頃に位置付けられるものと思われる。

思川XI期 (S19。 17・ 22)

土師器の杯 。高台付杯が出土 している。�期には,杯部内面にヘラ磨 き後黒色処理の施さ

れた,大形の高台付郭が出現する。

土師器の郷は,体郡下位に九味を持ち外反して立ち上がるもので,日径に比べ底径の小さな

もの (150。 151)が 中心 をなす。中には,底径の大 きな皿状の もの(128)も 存在する。郭の

底部は,回転糸切 り後無調整のもの,切 り離 し技法は不明であるが,一定方向のヘラ削 り調整

の施されるものが存在する。高台付坪は,体部下位に九味を持ち,日縁部が僅かに外反するも

の(103),直線的に外傾 し,日縁部で僅かに外反するもの(152)等が存在する。底部は,回転糸

切 り後周縁部にナデ調整の施されるもの,回転ヘラ削 り調整の施されるものがある。�期は,

黒色処理の施された杯や高台付杯が多 く見られることが特徴であり,出土遺物の年代から,10

世紀第1四半期から第2四半期頃に位置付けられるものと思われる。

思川XttЖS111・ 13・ 15。 18,33・ 53・ SK3)

�期には見られなかった土師質土器の皿や,高脚高台杯が出現する。

土師質土器の皿は,平底で体部下半に九味を持ちクト傾 して立ち上がるもの(136),体部下半

に九味を持ち,日縁部が僅かに外反するもの(111),底 部が突出し,体部に九味を持ちながら

外傾 して立ち上がるもの(137・ 139),九底状を呈 し,体部が内彎気味に外上方に立ち上がるも

の (390)等 が存在す る。平底の皿には,底 部が回転糸切 り後無調整のもの(136・ 139),ヘ

ラ削 り調整の施されているもの(111・ 137)等が存在する。九底状を呈する皿には,底部に回転

ヘラ削 り調整の施されるもの,内面に黒色処理が施され,底部は回転ヘラ切 り後無調整のもの

が存在する。高台付坪は,内面にヘラ磨き後黒色処理の施されるものとそうでないものとが存

在 し,器形にも大小が見られる。�I期 は,土師質土器の皿とともに,高台の発達 した高脚高

台杯(110・ 236・ 237・ 239)と 呼ばれる郭が出現することが,大きな特徴として上げられ,土師

質土器の皿や高脚高台杯の出現及びその形態等から,11世紀前半頃に位置付けられるものと思

われる。
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(2)集落の変遷

思川 I期 《縄文時代早期》(第 116図 )

当遺跡に捺いて,最初に先人の生活の痕跡が

認められる時代である。当該期の遺構としては,

調査区の北東側に湾入する小支谷に面 した台地

上から,早期後葉の茅山期に比定される炉穴2

基(第 6・ 9号土坑 )力液 出されている。これらの

2基の炉穴には重複がみられることから,その

間には若子の時間差が存在する。調査区内に終

いて検出された上期の遺構は,上記の炉穴2基

のみであるが,台地の平坦面がさらにその北西

側に続いていることから,調査区外に当該期の

何らかの遺構が存在する可能性 も考えられる。

思JII工 期 《弥生時代後期》(第 116・ 117図 )

I期の後に長い空自の時代が続き,やがて弥

生時代後期になると当台地上に初めて集落が営

まれるようになる。Ⅱ期の遺構 としては,調査

区の東側及び西側から3軒の住居跡 (第7,37・

45号住居跡)が検出されているが,3軒の住居跡

の内,第 7・ 37号住居跡の2軒が後世の遺構と重

機霧 I期 奪:4Ⅱ期

第117図 住居跡主軸方向 (I期 )
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複 しており,第 45号住居跡の大半が調査区外に存在するため,規模や形態等については不明

瞭な点が多い。平面形は,第 7号住居跡が隅九方形状,第 37・ 45号住居跡が楕円形 を

呈するものと思われ,炉の有無が不明な第45号

住居跡を除き,いずれも床中央部よりやや北西

の壁側に偏った位置に地床炉を有 している。主

柱穴については,第7号住居跡力M本主柱とみら

れるほかは不明瞭である。規模や3軒の住居跡

の配置状況からみて,第 37・ 45号住居跡と第7

号住居跡との間には,若子の時間差が存在する

ものと思われる。

また,検出された3軒の住居跡の配置状況か

ら,当該期の集落の一部が,第45号住居跡の北

側及び第7号住居跡の南側の調査区外に存在す

る可能性 も考えられる。

思川Ⅲ～Ⅵ期 《古墳時代後期》(第118～ 120図 )

当該期に属する住居跡は14軒 (第 2・ 3・ 5。

19・ 31。 35。 36,38,40。 41 ・43・ 46・ 50・ 52

号住居跡 )検出されている。出土遺物や重複関

係などから,古墳時代後期をШ～Ⅵの 4期 に区

分 し,各期毎に遺構の特徴や集落の変遷につい

て述べて行 くことにする。

Ⅲ期 (6世紀前半 )

第35・ 40。 41号の3軒の住居跡が当該期に属

する。平面形はいずれも方形又は方形状を呈 し,

一辺が5,0～ 5,5m程 の中形の住居跡(第35'41

号住居跡 )と ,一辺が3.2m程の比較的小形の住

居跡 (第 40号住居跡 )と によって構成されてい

る。3軒の住居跡は,調査区の西側に湾入する

支谷(二の宮貝塚との間に侵入する支谷 )に面 し

た台地の平坦面及び傾斜地に位置 してお り,

各々の住居跡は,7～ 13m程の間隔で弧状に配

置されている。第35。 41号の2軒の住居跡は,
第118図 集落変遷図 (Ⅲ ～Ⅵ期)

V期 ::::Ⅵ期
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期

第119図 住居跡主軸方向 (Ⅲ ～Ⅵ期)

主軸方向をN-50° E前後に有 し,北東側に竃を付設 している。第40号住居跡の竃は,北西側

に付設されていたものと考えられるが,Ⅶ期に属する第39号住居跡によって電部分を掘 り込ま

れているため,その有無については不明である。これら3軒の住居跡の配置状況から,Ⅲ期の

集落は他の時期の集落にも共通するが,地形や日当たり(採光)を 考慮 し,出入口を南東側又は

南西側に向けるように形成されたものと考えられる。

V期 (6世紀中～後半 )

第2・ 38。 46・ 52号の4軒の住居跡が当該期に属する。4軒の住居跡の平面形はいずれも方形

を呈 し,一辺が6.5～ 7.Om程の大形の住居跡(第 38・ 52号住居跡 )と ,一辺力M.5～ 5。 5m程の中

形の住居跡(第 2・ 46号住居跡)に よって構成されている。Ⅳ期の集落は,調査区の東側に位置

する第2号住居跡を除き,Ⅲ期 とほぼ同じ場所に形成 されている。第38・ 46・ 52号の3軒 は,
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8～ 10mの 間隔で弧状   J
‐
に配置されており,第  3
2号住居跡は,こ れら

の3軒の住居跡から北  7

東側に80m程離れた位  6
置に存在する。主軸方

向は,竃を北東側に付  5

設し主軸を北東方向に  4
持つ第2号住居跡を除

き,いずれもⅢ期の住  3

居跡の主軸方向に対 し  2
てほぼ90° 前後西側 に

傾いており,竃を北西  1

側に付設している。全

体としては,調査区の  °

中央部に見られる傾斜  第120図 住居跡の規模 (古墳時代後期)

地を囲むように,出入口を南東及び南西側に向け弧状に配置されている。

V期 (6世紀後半 )

第3・ 5。 31・ 43号 の4軒 の住居跡が当該期に属するが,遺物から見てもⅣ期の集落との間

にさほど時間的な隔たりは感じられず,Ⅳ期の集落の廃絶後,余 り時を経ずにV期の集落が形

成された可能性が高い。V期の集落は,平面形が方形又は隅九方形を呈する,一辺が7.0～ 8.0

m程の大形の住居跡(第 3・ 5'31号住居跡 )と ,一辺が5,Om前後の中形の住居跡(第43号住居跡 )

によって構成されている。第3・ 31号の2軒の住居跡は,Ⅳ期の住居跡に比べ主軸が大きく西側

に傾いており,竃をほぼ住居跡の西壁に付設している。残る第5。 43号住居跡の2軒は,北東方

向に竃を付設 している。 4軒の住居跡は,調査区中央部の傾斜地を四むように,12～ 30m程の

間隔を置いて弧状に配置されている。住居の出入日の方向については明確でないが,竃の位置

や日当たり,採光等を考慮するなら,第 3・ 5号住居跡の2軒が南西側,第31号住居跡が南東側

と想定される。

Ⅵ期 (6世紀後半～ 7世紀初頭頃か)

第19・ 36・ 50号の3軒 をⅦ期とした。これら3軒の住居跡は,いずれも出土遺物が少ないため

明確に時期を特定することが困難なことから,各々の住居跡の主軸方向や規模,配置状況,

重複関係等から総合的に判断したものである。
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Ⅵ期とした3軒 の住居跡は,いずれも一辺が3。 7

～4,Om程 の方形状を呈する住居跡であり,古

墳時代後期の住居跡の中では最も小形である。

また,こ れらの住居跡は,Ⅲ ・Ⅳ期の集落と同

様に,調査区の西側に位置し,亀を北または北

西方向に付設 し,南東側の傾斜地を囲むように

弧状に配置されている。

思川Ⅶ～ Xコ瑚 《奈良時代未～平安時代》

(第 121～ 125図 )

古墳時代後期 (Ⅶ期)の集落の廃絶後長い空

白の期間を置き,奈良時代末から平安時代の始

め頃になると,再び当台地上に集落が営まれる

ようになる。奈良時代末から平安時代の住居跡

は32軒検出されており,出土遺物や重複関係等

から,32軒 の住居跡をⅦ～�Iの 6期 に区分 した。

Ⅶ～�I期は,8世紀末から11世紀前半に相当し,

ほぼ奈良時代末から平安時代全般に及ぶ。

なお,遺構の重複関係からすれば,Ⅸ期 を

さらにⅨ a・ Ⅸ b… と3～ 4期 に区分するべきで

あるが,出土遺物が少なく判断が困難なため全

てⅨ期に包括 した。

Ⅶ期(8世紀第4四 半期～9世紀第1四半期 )

第39・ 47・ 48・ 49号 の 4軒 の住居跡が当該

期に属する。4軒の住居跡の内,第48,49号 住

居跡の2軒 については,大半が調査区外に存在

するため,その規模や形状など詳細については

不明である。しかし,同時期に属する第39。 47

号住居跡の2軒が,いずれも一辺4.5～ 5,Om程

の方形又は隅九方形状を呈する住居跡であるこ

とや,北西側に亀を付設 し,N-20°一W前後に

主軸を有することか ら,こ れらの2軒 の住居

::::::Ⅶ期‖|||‖
Ⅷ期華,1区期

第121図 集落の変遷図 (Ⅶ～X期 )
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第122図 住居跡主軸方向 (Ⅶ～XI期 )
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跡 について も,北 西 に

主軸を有する方形又は隅

九方形状を呈する住居跡

と想定される。Ⅶ期の集

落は,支谷に面した調査

区の西側の台地上に23～

32m程の間隔で弧状に配

置されている。出土遺物

からⅦ期とした住居跡の

内,第 47号 と第48号 の2

軒の住居跡は,lm程の

間隔で近接 していること

から,同時期に存在 して

いたとは考えにくく, 2

軒の住居跡の間には若干

の時間差が存在するもの

と考えられる。

また,調査の状況から,Ⅶ期の集落の一部は, さらに調査区の北西側に続 く台地上にも存在す

る可能性が高い。

なお,時期の不明瞭な第16・ 32号住居跡は,他の遺構との重複関係から,当該期に属するもの

と推定される。

Ⅷ期 (9世紀第 2四半期)

第 1・ 6・ 8。 10。 14・ 20。 44号の 7軒の住居跡が当該期に属する。Ⅷ期になると,集落の中心

は調査区の西側から東側に移 り,Ⅶ期に比べ住居跡の規模もやや小形 (一辺3.0～ 4,On前後)の も

のが多 くなる。竃の位置は,北西側に付設されているもの3軒 (第 1・ 10。 20号 ),北東側に付設さ

れているもの4軒 (第6・ 8。 14・ 44号 )である。

また, 1軒だけ調査区の西側から検出された第44号住居跡を除き,第 10。 14。 20号 の 3軒はそ

れぞれ6m程の間隔で,第 1・ 6・ 8号の3軒は8～ 14m程の間隔でそれぞれ弧状に配置されており,

配置状況や位置関係から,こ の2つ のグループは,それぞれ3軒で一つの単位を構成 していた可能

性も考えられる。第44号住居跡からは,墨書土器が出土 している。
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区期(9世紀第3四 半期～第4四半期 )

思川遺跡に於いて,集落が最 も隆盛期 を迎え

る時代である。当該期の遺構としては,第4。 23・

26・ 27・ 28。 29。 30。 34・ 42号の9軒の住居跡が

検出されている。出土遺物の時期からⅨ期とした

9軒の住居跡の内,調査区の中央部から検出され

た第26。 27・ 28・ 29号の4軒の住居跡については,

重複関係から少なくとも4期 (S128→ 29→26→ 27)

に分けることが可能であり,こ れら4軒の住居跡

の間には,Ⅸ期の時間幅の中で,その存続時期に

時間的な隔たりが存在することは明らかである

が,比較資料が少ないためⅨ期に包括 した。

また,4軒 の住居跡の重複の状況や,第 26号

住居跡の住居の拡張の状況,第 34号住居跡の(北

壁から西壁への)竃の造 り替えの状況等から,Ⅸ

期には,ほぼ同じ場所に於いて数度の住居の建て

替えや拡張が行われ,継続的に集落が営まれてい

たものと思われる。当該期の住居跡からは,当遺

跡から出土 した11点 の墨書土器の内の7点が出土

しており,第4号住居跡からは5点の墨書土器と共

に,猿投の把手付瓶や横瓶,須恵器の大甕が出土

する等,特徴的な遺物が多 く出土している。出土

遺物から,第4・ 5号土坑も当該期に属するものと

考えられるが,第 5号土坑と第29号住居跡との間

には,や はり重複がみられ,新旧関係が存在する。

Ⅸ期の時間幅の中に於ける集落の変遷過程につい

ては,出土遺物にあまり大きな差異が見いだせな

いため,明確でない。いずれにしても,Ⅸ期の集

落は,調査区中央部の傾斜地を囲むように弧状に

配置されていたものと思われる。

X期 (10世紀第1四半期 )

X期 になると住居跡の数が減少 し,第 12。 21

XI期娃
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号の2軒が検出されているにすぎない。これらの2

軒の住居跡は,南東側の傾斜地に面 した調査区の

中央部付近に,22m程の間隔をおいて配置されて

おり,いずれも北壁の中央部に竃が付設されてい

る。第21号住居跡は,3.00× 2,70m程 の隅九長方

形を呈する刻ヽ形の住居跡であるが,第 12号住居跡

は,推定規模及び平面形が5.40× 5.25m程 の方形

状を呈 し,Ⅶ期以降の住居跡の中で最大規模を有

している。住居跡の配置状況から,当該期の集落

の一部が,第 12号住居跡の南東側の調査区外に存

在 している可能性 も考えられる。第12号住居跡の

竃内からは,須恵器の長顕壺と共に,器形の窺え

る緑釉の輪花皿 (猿投 )が出土 してお り注 目され

る。

XI期 (10世紀第 1～第 2四半期)

第 9。 17・ 22号の 3軒が当該期に属する。 3軒

の住居跡は,調査区の中央部から東側にかけて,

台地の北東側に侵入する支谷を囲むように,12～

26m程の間隔で弧状に配置されてお り,第 9号住

居跡は北東側に,第17号住居跡は東側に竃が付設

されている。第22号住居跡については,大半が調

査区外に存在するため詳細については不明である

が,�期の集落は,第 22号住居跡の検出状況から,

調査区の北西側に広がる台地上にもその一部が存

在する可能性も考えられる。第17号住居跡の覆土

からは唐鏡の破片が出土 しており,注 目される。

XI期 (11世紀前半)

XI期 の集落の廃絶後,空 白の期間を置 き,

�I期 になると再び当台地上に集落が営まれるよ

うになる。当該期に属する住居跡としては,第 11・  第125図 集落変遷図 (XI期 )

13・ 15。 18・ 33・ 53号の6軒の住居跡が検出されている。当該期とした住居跡の内,第 13号 と第

18号住居跡,第53号 と第15号住居跡との間にはそれぞれ重複(新旧)関係が認められ,第 13号住居

龍簿 XI期
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跡を第18号住居跡が,第 53号住居跡を第15号住居跡が掘 り込んで構築されていることから,� I

期とした6軒の住居跡の中には,若干の時間差のある住居跡が存在する。�I期に属する住居跡の

主軸は,いずれも�期の住居跡の主軸に比べ90° に近い角度で大きく東側に傾き,概ね住居跡の

東側に竃を付設 している。

なお,第 18号住居跡には,北側から東側への電の造 り替えがみられる。住居跡の平面形は
,

�期までの住居跡が方形又は隅九方形であるのに対 し,当該期の住居跡の半数が隅九長方形を

呈し,変化が認められる。

また,第 11号住居跡と重複する第 3号土坑 も当該期に属するものと思われるが,出土遺物や

重複関係などから,第 11号住職跡 よりもやや新 しいものと考えられる。

当台地上に営 まれていた集落は,�期を最後に他の場所に移動 したものと思われ,こ れ以降

の遺構は調査区内から検出されていない。

註

(1)口頸部が欠損するため,詳細については不明であるが,平城宮土器分類による「壼 G」 に相

当するものと思われる。細身で長頸のラッパ状に開く素日縁を有するものと思われ,底部は

回転糸切 りをしたままの未調整の須恵器である。長頸瓶 (壼 G)は ,平城京 。長岡京・平安京

の三京でも出土 しており,本県では,鹿の子 C遺跡 (ナ II井・佐藤1983),北新田A遺跡(中 沢

1986)に 類例がある。長頸瓶は,伴 出する木簡等の年代から,製作年代の上限が天平宝字2(758)

年,下限が天長5(828)年直後の約70年 間に限定されるものと考えられており,8世紀後半か

ら9世紀前半にかけて製作され,盛期は長岡京期にある。その変遷は,大形のものから小形

のものへと移る。

重Gについては,酒井 清治「武蔵国における須恵器年代の再検討」『研究紀要第9号』埼

玉県立歴史資料館 1987参照。

(2)K-14号窯式から,新たな技術体系を有する中国陶磁器の器形を模倣 した灰釉陶器 。緑釉

陶器が導入される。緑釉陶器は,NN-82号窯式をもって猿投窯での生産を終焉する。

(3)五輪花は,晩唐五代に大流行する中国文物の五輸花装飾を反映したものと言われ,奇数割

り輪花が流行する。以後,五輪花装飾は,五代から宋初にかけて10世紀まで流行 し,11世紀

になると再び,六・八輪花といった偶数割 り輪花に戻ってしまうと言う(矢部1982)。

④ 高台部が異状に高 くなった供膳形態の土師系土器で,高台都が薄くて長 く伸び,反 りのあ

る脚部端となり,さ らに反対側の口縁部端が緩やかに外反するもの。川上 元氏は,こ れらの

上師器を「足高高台付郭(皿 または娩)」 と名付けている(ナ ‖上1978)。 同氏によれば,足高高台
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付土器 とは,全器高に対する高台部の高さの比率がおおよそ30%を越す資料と規定しており,

筆者もこれによった。

参考文献

愛知県陶磁資料館 「特別展猿投窯―須恵器・姿器から中世陶ヘー」1981

愛知県陶磁資料館 「研究紀要2」 1983

柿沼 修平他 「房総における鬼高期の研究」『日本考古学研究所集報Ⅳ』1982

神奈川考古同大会 「シンポジウム古代末～中世における在地系土器の諸問題」神奈川考古第21号

1986

坂井 清治 「武蔵国における須恵器年代の再検討」『研究紀要第9号』埼玉県立歴史資料館 1987

史館同大会 「シンポジウム資料 房総における奈良・平安時代の土器」1983

中村  浩  『須恵器』柏書房 1990

2 墨 書 土 器 につ い て

思川遺跡から出土 した墨書土器の総数は12点 (第4号住居跡5点,第 28号住居跡1点 ,第33号住居

跡1点 ,第34号住居跡1点 ,第42号住居跡1点 ,第44号住居跡2点,第48号住居跡1点 )であり,いず

れも平安時代の竪穴住居跡から出土 している(第 126図 )。 これらの墨書土器の内,文字の明瞭な

もの及び半J読が可能なものは7点 であり,12点の墨書土器の器種の内訳は,土師器の高台付皿1点
,

高台付杯5点,不4点 ,須恵器の郭2点 となっている。墨書の部位は,体部外面7点,底部外面5点

であり,文字は縦・横あるいは上下逆に書かれているものが見られる。土師器の墨書土器10点の

内8点 は,いずれも内面が研磨・黒色処理された,いわゆる内黒の土器である。墨書された文字

には,意味の解されるものとまったく意味の不明なものとが存在 している。当遺跡から出上 した

墨書土器を意味や内容から分けると以下のようになる(文字の解釈については推定を含む)。

(1)方位を表すもの     東

(2)数または数量を表すもの 三十・万

(3)所属・所有を表すもの  上家

(4)仏教に関するもの    仁

(5)不明のもの       清・造・太・乃
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第126図 墨書上器出上位置図
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表 1出土遺構と墨書土器

遺構名 釈 文 種  別 器 種 部 位 備 考

万 須恵器 杯 体部外面

□ 土師器 P47 判読困難

イニ 高台付杯 P40 内面研磨・黒色処理

圃 力

造 高台付皿 P42

東 高台付郭 底部外面 P134    ″     ・   //

S133 □ 杯 P178   ク

上家 体郡外面

S142 因 カ 底部外面 P233

三 十 高台付杯 底都外面 P254内面研磨・黒色処理

□ 体部タト面 P251判 読困難 内面研磨・黒色処理

乃 須恵器 邦 底部外面

(注 )。 □は,墨痕があっても

判読できないもの,あ

るいは欠損部があるた

めに判読できないもの。

ロカは推定を表す。

墨書土器は,官衛跡や寺院跡など文化的に高い水準にある遺構,あ るいはそれに関連した周辺

の遺構 (集落跡)か ら出土する例が多 く,当時,そ こには文字を読み,書き,その文意を理解す

ることのできる人々が生活 していた可能性が高い。その意味で,当遺跡から出土 したこれらの

墨書土器は,遺跡の性格を考えるうえでひとつの手掛 りを与えてくれる貴重な資料と言える。今

回調査を実施 した調査区内からは,官衛や寺院の存在を裏付ける遺構は検出されていないが,周

辺地域にそれらが存在 している可能性も考えられる。
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→

S1
4,
 
規
模

・
形
】犬

万
く 明

8
A2
i,

N-
19
5°

W
隅
九
方
形

65
0×

62
0

30
～

58
有

平
lB

北
西

壁
中
央

部
自

然
土
師
器

(斐
・

lf
N)
。

文
脚

・
球
状

土
錘

9
A2
ds

N-
10
5 
5°

一ヽ
V

(隅
九
長
方
形
状

)
(5
30
)X
(4
45
)

2～
10

平
坦

1
自

然
S1
14
→

本
跡

→
SD
]

10
B 
la
F

(N
-4
9°

一
E)

(方
  

形
)

47
0×

(4
70
)

7
(北

束
壁

の
南

束
寄

り
)

不
明

霊
が

僅
か

に
遺

存
,S
1
11
と

重
複

11
A 
lj
o

(隅
丸

方
形

)
(7
00
)×

(7
00
)

(北
束

壁
中

央
部

)
I

危
・
貯

蔵
穴

(北
コ
ー
ナ

ー
)が

住
か

に
遺
イ|

、
土

Rw
器

(高
lT
N脚

部
片

)

12
A2
el

N-
3
1°

―ヽ
V

方
形

87
8×

83
8

32
～

53
平

ll
l

1
自

然
全
附
幕
穐
子 オ

鈴
端

!歩
1鯉
黒t

曝
;i
よ
峡
」

`患

秀
攣
服
舟
~ナ

ー
)

表
7 

時
期

不
明
住

居
跡

一
覧

表

番
号

位
 

置
主
軸

方
向

平
面

形
規
模

(m
)

壁
 
高

(c
m)

各
部

の
状

況
電
 

位
 

置
夜

土
備

考
濤

床
柱
穴
数

B2
cI

(円
  

形
)

(4
00
)×

(4
00
)

不
明

自
然

本
跡
→

第
1号

塚
,縄

文
土

器

番
を

位
 

置
主

軸
方

向
平

面
形

規
模

(m
)

壁
 
高

(c
m)

各
部

の
状

況
電
 

位
 

置
夜

土
備

考
溝

床
柱
穴
数

7
A3
g4

(N
-7
1°

W)
(隅

丸
方
形
状

)
(2
70
)×

24
5

平
坦

4
]

自
然

本
跡

→
S1
2,
弥

生
式
土

器

A2
jl

(N
46
°

一 W
)

(楕
円

形
状

)
73
0×

58
0

5
平

坦
1

不
明

本
跡

→
S1
33
・

34
,縄

文
式

土
器
・
弥

生
式
上

器
・
磨

石
(敲

石
)

A 
li
6

(楕
円
形
状

)
2～

14
凸

Ⅳ
l

(1
)

不
明

(自
然

)
本
跡
→
S1
46
,弥

■
式

上
器
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表
9 

古
墳

時
代

(後
)住

居
跡

一
覧

表

番
号

位
 

置
主

軸
方

向
平

面
形

規
模

(m
)

壁
 

高

(c
nl
)

各
部

の
状

況
電
 

位
 

置
炉

稜
土

備
考

濤
床

柱
穴
数

2
A3
g5

N-
27
°

一
E

方
形

54
0×

54
0

34
´
-5

0
n

平
坦

4
北
東

壁
中
央
部

自
然

蔀
=余

翠
率ユ
涯
獅
中:嘉

持 込
中
=夏

慈
霊
営ご

土
荷 げ
器

(空
・
● TN

・

3
A3
f2

N-
74
°

W
方

形
68
5×

6.
68

38
´
ヤ
50

平
坦

4
北

西
壁

中
央
部

自
然
訴

:詠
ヂザ
娠奪

諜熟
喪

i建
益
ご1

ヒ
為
ミ 重

~)
'土

師
器

(艶
・
五
・

5
A3
h6

(N
-4

2°
W)

(隅
丸
方
形
状

)
(8
00
)×

(8
,0
0)

40
々
ヤ
50

平
坦

(北
西

壁
中
央
部

)
自

然
本
跡
→
S1
6,
土

師
器

(壺
・

lT
・
)・

球
状
土
錘

A2
g5

(方
形

】犬
)

(3
70
)×

(3
70
)

傾
斜

5
北

壁
中
央
部

自
然

)
本
跡

→
SD
2,
土

師
器

・
須

恵
器

31
A2
gl

N-
11

2°
Vヽ

方
形

71
6×

71
6

15
～

30
平

坦
4

南
西

壁
の
南

コ
ー
ナ

ー
寄

り
自

然
貯

蔵
穴

(北
西

コ
ー

ナ
ー

)・
土

師
器

(艶
・

鉢
・

欲
 

イ
)・

文
脚

・
球

状
土

錘
・

管
状

上
錘
・

赤
彩

さ
れ

た
郷

A 
li
9

N-
51
°

―
E

方
 

形
 
状

52
0×

48
4

平
坦

4
北
東
壁

の
東

コ
ー
ナ

ー
寄

り
自
然

本
跡
→

S1
36
,上

師
器

(甕
・
婉

'ネ
・
高
杯

)。
支
脚
・
球
状
土
錘

A 
li
o

(N
-2
6°

W)
(方

形
状

)
(4
00
)X
(4
00
)

5
平

坦
4

北
西
壁

中
央
部

付
近

不
明

S1
35
-本

跡
,土

師
器

・
須

恵
器

Bl
a9

N-
46
°

W
方

形
(7
00
)×

(7
00
)

12
--
30

平
坦

5
北

西
壁

中
央
部

自
然

普
状
こ
鍵
瞥
笠
鶴
各
径
怪

'.
著
喚
携
羅 ヤ

イ
)・
須
な
器
・
球
状
土
錘

B2
cI

方
 

形
 

状
(3
35
)X
(3
.1
0)

8～
18

凸
凹

4
不

明
(南

東
壁

に
電

の
痕

跡
)

自
然

本
跡
→
S1
39
,土

師
器

(発
・
甑
・

IF
h)
・

須
恵
器

B 
la
8

N-
47
5°

一
E

(方
形

】犬
)

(5
50
)×

(5
50
)

平
坦

北
束

壁
中
央
部
付

近
自

然
ぞ

繁
=訴

浜
主

犠
'耐

il
・
X穴

(南
束

コ
ー

ナ
ー
),
土

m'
器

(空
・

郭
)須

B 
lb
6

N-
35

°
一 W

隅
丸

長
方

形
50
5
X4
50

20
´
-3

0
的

平
坦

4
北
西
壁

の
西

コ
ー
ナ

ー
寄

り
自
然

奈
坐

姦
平

靴
者
51
,■

mi
器

(空
・

欲
・

杯
)・

須
忠

器
・

球
状

土
錘

・
管

A 
lj
s

N-
26
°

一 W
(方

形
1大

)
(4
60
)×

(4
40
)

平
坦

5
北
西
壁

中
央

部
自

然
S1
45
→

本
跡

,土
師
器

(甕
・
瓢
・
杯

)・
須
恵
器
・
球
状
土
錘
・
双
孔

円
板

B2
dl

N-
23
°

Vヽ
(方

形
】犬

)
(3
90
)X
(3
,9
0)

5
凸

凹
4

北
西

壁
中
央

部
自

然
土

師
器

(甕
)。

球
状

土
錘

B 
le
s

N-
20
°

一
�V

(方
形

状
)

(6
50
)×

(6
50
)

傾
斜

北
西

壁
の
西

コ
ー
ナ

ー
寄

り
自

然
裔
警
重
老
班
塩

,|
ハ
イ鵬

ぜ
乳
文

|ギ
守
・
球
状
土
錘
・
管
状
土
錘
・

表
10
 
平

安
時
代

住
居

跡
一

覧
表

番
号

位
 

置
主

軸
方

向
平

面
形

規
模

(m
)

壁
 
高

(c
m)

各
部

の
状

況
竃
 

位
 

置
炉

覆
土

怖
考

溝
床

柱
穴
数

l
A3
e6

N-
64

°
一ヽ
V

(方
形

状
)

(5
40
)X
5,
00

28
～

50
m

平
lB

北
西

壁
中
央

部
付

近
自
然

上
師
器

(奏
)・

須
恵
器

(甕
・

杯
・
盤

)・
支
脚

・
球
状

土
錘

4
A3
14

N-
8生

E
(隅

九
方
形

)
2.
64
×

(2
34
)

40
～

50
平

坦
1

北
西

壁
中
央

部
自

然
赤
申
筆
∫守
炭
希
高
梁
虐
嘉
拿4

ぜ
筆

f葛
廓
!歪

墾珪
冤肇

器
(斐
・
瓢
・

6
A3
i5

N-
1
7°

一
E

(隅
丸
方
形
状

)
44
0X
41
0

20
～

50
平

坦
4

北
東

壁
中
央
部

自
然

杯
・

蓋
)響

胸
土

師
器

(斐
)・

須
恵

器
(斐

・
欲

・
盤
・

イ
。
高

台
付

8
A3
e3

N-
21

°
一
E

隅
丸

方
形

32
0X
30
0

有
平

坦
北

東
壁

中
央
部

自
然

郭

,懇
翠

習
「

向
に

主
軸
,土

師
器

(空
・

う
。
須

恵
器

(誕
.

9
A3
hl

N-
18
°

一
E

形
(方

】犬
)

(2
80
)X
(2
67
)

凸
凹

北
東
壁

中
央

部
自

然
土

師
器

(蝸
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10
A2
g9

N-
13
°

Vヽ
長

方
形

状
36
2X
32
0

凸
凹

ユ
北

西
壁

中
央

部
自

然
短
軸
方
向
に
主
軸
,土

師
器

(郭
)・

須
恵
器

(盤
。
杯
・

高
台
付
蝸

A2
f7

N-
83
°

一
E

隅
九

長
方

形
32
2X
2.
40

平
坦

北
東

壁
の

南
コ

ー
ナ

ー
寄

り
自

然
土
師
器

(郭
・
高
台
付
n・

須
恵
器

A2
ho

N-
13
°

一
E

(方
形

状
)

54
0X
52
5

平
坦

不
明

北
東
壁

中
央
部
付

近
自
然

隷
端

滝
奈

砕
添

宅
I話

・
18
,上

rl
HI
器

(鉢
 

杯
)須

恵
器

(台
付

長
頚

圭
)

A2
io

(N
-1
1°

一
E)

(長
方

形
状

)
(2
80
)X
(2
.5
0)

⑪
凸

凹
不

明
北
東
壁

の
東

コ
ー
ナ

ー
寄

り
自

然
Ы

12
→

本
跡
→
S1
18
,土

師
器

(杯
)

A2
io

N-
1°

一ヽ
V

隅
九

方
形

40
3X
37
5

10
～

16
何

凸
凹

北
壁

中
央

部
自

然
Sl
16
-本

跡
→

Sl
12
・

15
・

17
・

18
・

53
,土

R市
器

(杯
・

高
台

付
郭

)

須
恵

器
(空

・
台

付
4t
Fi
・

長
頸

瓶
)

A2
i8

(N
-2
°

E)
(長

方
形

状
)

(2
42
)×

(2
10
)

④
平

坦
(南

東
壁

中
央

部
)

自
然

S1
16
・

53
→

本
跡
,短

軸
方

向
に
主

軸

A2
i3

(N
-2
1上

w)
(方

形
】犬

)
(3
70
)×

35
0

∩
傾

斜
北

東
壁

中
央
部
付

近
自

然
本
跡
→

S1
14
・

15
・

17
・

53
,隅

丸
方

形
状

か
,土

師
器
・

須
恵

器

A2
h8

N8
5°

W
(方

形
状

)
(3
80
)X
(3
55
)

平
坦

東
壁

中
央

部
付

近
自
然

S1
14
～

16
・
53
→

本
跡

,貼
床

,上
師
器

(杯
・
高
台
付
不

)・
鏡

(破
片

)

A2
h9

N-
89
°

一
E

(隅
丸

方
形

)
(3
25
)×

(3
15
)

10
～

15
n

平
坦

北
東
壁
中
央
部

.束
壁
中
央
言ト

自
然

S1
12
・

13
・

14
・

17
→

本
跡
,霊

の
造

り
替

え
,土

R師
質

土
器

(皿
)

A2
j?

(N
-1
6°

W)
(方

形
状

)
(3
30
)
X(
33
0)

傾
斜

北
西

壁
中
央
部

不
明

本
跡
→
SD
3,
SK
4,
土

師
器

,須
恵
器

(杯
・
高
台
付
郭

).
管

状
土
錘

A2
h5

N-
3 

5°
一ヽ
V

隅
九
長

方
形

平
坦

北
壁

中
央

部
自

然
土
師
器

(甑
・
不
・

高
台
付
杯
・
高
台
付
皿

)・
須
恵
器
・
灰
釉
陶
器

A2
e4

(方
形

】犬
)

(4
70
)X
(4
70
)

凸
凹

(1
)

不
明

(調
査

区
外

)
自

然
S1
23
-本

跡
,上

師
器

(杯
・
高
台
付
蝸

A2
e4

(方
形

】犬
)

(4
90
)×

(4
90
)

10
～

18
凸

凹
5

不
明

(調
査

区
外

)
自

然
本

跡
→
S1
22
,上

師
器

(篭
)・

須
恵

器
(甕

・
甑

)

A2
f3

(N
-9
2°

一
E)

平
坦

(南
東
壁

中
央

部
付

近
)

不
明

話
橘

藤
命

剛
と

土
師

器
(不

)・
須

忠
器

(年
)・

A2
f9
区

よ
り

短
_J
H■

(灰

A2
j3

N-
6°

― Ⅵ
r

隅
九

方
形

47
2X
45
0

10
～

32
平

坦
北

壁
中
央

部
付

近
自

然
湛解

髯!
舌
客
穀海
だ
既争
鞠

1哲
鞘

潟
総
辞
割
髯
毒
‰

肇
張

)'
上
師
器

B2
a3

N-
3°

一
E

方
形

47
2X
45
0

10
平

坦
1

北
東
壁

中
央

部
自

然
F祟

新
壱
毎
蟄

.短
軸

方
向

に
主

軸
,姑

床
,土

mi
器

(空
)・

須
忠

器
(イ

)

A2
i3

N-
12

°
一
WV

隅
丸

方
形

4,
17
X4
12

12
何

凸
凹

3
北
西
壁

中
央

部
付

近
自

然
瓶

)・
鎌

・
牲

書
土

器

・
29
,土

師
,器

(杯
・
4)
須

i恵
器

(邦
・

弁
・

lH

A2
,4

3°
―
W)

(方
形

】犬
)

(3
25
)X
(3
25
)

10
--
20

平
坦

北
壁

中
央

部
付

近
自

然
S1
28
,3
2→

本
跡
→

S1
2
6・

SK
5、

土
師
器

(甕
・
鉢

)・
須

恵
器

(I
Tk
l・

刀
子

A3
f6

N-
13
°

一
E

隅
九

方
形

状
31
4×

30
0

22
～

30
有

平
坦

北
東
壁

中
央
部

自
然

土
師

器
(甕

)・
須

恵
器

A2
i3

(方
形

】犬
)

(4
15
)X
(4
15
)

不
明

(東
壁

中
央
部
か

)
不

明
本
跡
→

S1
28

A2
i2

N-
76

°
一
E

隅
丸

長
方
形

51
0×

37
5

10
´
-1
8

的
平

坦
北
東
壁

中
央

部
付

近
(自

然
)
濡

慈
猷

際
頼芝

名謀
代
ァ表
切転

娩
棒ェ
真
鴬瑠
窮g

高
脚
高
台
郭

)

N-
10
1°

一
WV

隅
丸

方
形

39
0
X3
72

有
平

坦
南
西
壁

中
央

部
自

然
早髯

稿
爺
μ
我
酢

ど
躍
後
誤

際
帝P

集
亀
葦
師
器

(イ
・
皿

B 
lb
o

N-
21

°
一ヽ
ハ′

隅
九

方
形

46
5X
44
0

14
1

凸
四

5
北
西

壁
中
央

部
自

然
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結
詈五
日口

一般県道新川江戸崎線の道路改良工事地内に所在する遺跡の調査は,昭和61年度に当茨城県教

育財団が実施 した桜川地区の尾島貝塚外 2遺跡の調査が最初であり,昭和63年 6月 1日 から翌平

成元年 3月 末日にかけて,今回対象となった江戸崎地区に所在する二の宮貝塚 。大日山古墳群 。

思川遺跡の 3遺跡の発掘調査を実施した。桜川地区については引き続き,茨城県教育財団が昭和

63年度から平成元年度にかけて柏木古墳群,平成 2年度に上ノ台・岡ノ内両遺跡の調査を実施 し

ている。

二の宮貝塚は,貝塚として周知の遺跡であったが,調査の結果,新たに古墳時代後期及び平安

時代後期の集落跡,中世から近世にかけての墓域跡,墓域の廃絶後に形成されたと考えられる近

世の屋敷等の存在が明らかとなった。二の宮貝塚から検出された平安時代後期のフラスコ状の上

坑 (5基)は ,当時の人々の生活様式を知るうえで興味深いものである。

大日山古墳群は,古墳群として周知の遺跡であったが,調査の結果,古墳と考えられていたマ

ウンドは,近世に構築された大日信仰に伴う塚であることが確認された。また,今回の調査によっ

て,大 日山の台地上から新たに縄文時代早期の人々の生活の痕跡や,弥生時代中・後期及び古墳

時代中 。後期に生活が営まれた集落の存在が明らかになったことは大きな成果と言えよう。

思川遺跡からは,弥生時代後期,古墳時代後期及び平安時代に属する住居跡が53軒検出され

ている。集落が隆盛期を迎えるのは平安時代であり,平安時代には,幾多の変遷と消長を繰 り返

しながら,集落が継続的に形成されるようになる。思川遺跡からは,こ れらの多数の遺構 ととも

に,土師器や須恵器を中心とする豊富な遺物が出土 している。特に墨書土器 (12点 )や須恵器の

大甕,灰釉陶器 (猿投)の平瓶・把手付瓶を初めとして,県内においてもあまり類例のない緑釉

陶器の輪花皿,唐鏡 (瑞花漑鳳鏡の破片か)等注 目すべ き貴重な遺物が出土 している。墨書土

器の存在は,当時,思川の台地上に集落を形成 し生活を営んでいた集団が,かなり文化的に高い

水準にあったことを物語っており,少なくとも集落内に文字の読み書きあるいは文意を理解でき

る人が存在 していたことは疑いもない。また,一般集落には見 られない唐鏡を初めとする貴重な

遺物の存在は,遺跡の性格の解明と,当地方に於ける文イとの様相 (特に霞ケ浦 〈榎浦〉を媒介と

した各地域との交易の在 り方)を知る上で貴重な資料を提供 している。

今回の調査は,道路幅という限定された範囲内の調査であったが,幾つかの新たな事実が判明

し大きな成果を上げることができた。時間的な制約の中で膨大な資料を充分に検討 し得なかった

感もあるが,本報告書が,今後,当地域の歴史の解明の一助 となれば幸いである。

なお,本報告書をまとめるに当たり,江戸崎町教育委員会をはじめ,関係機関並びに関係各位

から御指導・御協力を賜ったことに対 し,文末ながら深 く感謝の意を表する次第である。
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